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溺愛は蜜夜に始まる～御曹司と仮初め情欲婚～










第一章　御曹司には逆らえない




　洗濯物を干し終え、梨り乃のはひと息ついた。マンションのベランダから緑豊かな公園を見下ろし、早朝から動き続けていた体をほんの一瞬休める。九月半ば、まだまだ残暑は厳しい。朝日が肩より少し長めの黒髪をキラキラ照らしている。

「いい天気。今日もよく乾きそう」

　まぶしげに細めた大きな目、色白の肌は日差しを受けてほんのり赤い。細身で小顔のせいか身長一五八センチであるにもかかわらずスラリとスタイルよく見える。

　朝食とふたり分の弁当を用意しながら洗濯機を回し、合間に着替えと必要最低限のメイクを手早く済ませたら弟の翔しょう矢やを起こしにいく。それがここ二年続いている平日の朝のルーティンだ。

　梨乃は弟の翔矢の部屋のドアを勢いよくノックした。

「翔矢、起きてる？」

　開けてみるとすでに翔矢は起きていた。いつの間にか梨乃よりも背が高くなり、高校三年生になった今では一八〇センチを超えている。バスケ部で鍛えた体と表情豊かで端整な見た目が相まって女の子からの人気も高い。

「おはよう。姉さん、昨日も仕事で遅かっただろ？　疲れてるなら弁当は作らなくていいよ」

　翔矢は梨乃に申し訳なさそうな視線を向け、部屋を出る。

「仕事で遅いのはもう慣れたよ」

　翔矢を追いながら、梨乃は苦笑する。

　それから梨乃は急いで朝食の準備を進めた。翔矢のために山盛りのご飯を茶碗によそい、大皿にたっぷりの生姜焼き、そして具だくさんの味噌汁を並べる。

「朝からがっつり食べる男子高校生。お昼もから揚げゴロゴロ弁当。もりもり食べて健康的……なのはいいんだけど」

　梨乃は翔矢のために用意した朝食を見ながらこっそりため息をついた。

　たとえエンゲル係数が右肩上がりでも、志望校を目指してがんばる翔矢の健康を考えれば食費を削るのはもってのほか。

「まあ、それも仕方がないか」

「仕方がないってなにが？」

「え、あ、なんでもない」

　身支度を整えてテーブルに着いた翔矢に、梨乃は言葉を濁した。梨乃の給料と両親からの仕送りで生活している中、食費や翔矢の学費、予備校の費用を捻出するのは楽ではない。けれど、大学受験を控えた翔矢に余計な気遣いはさせられず、梨乃は笑顔を向けた。

「うまそうだな。母さんと違って姉さんは料理上手だから、弁当も楽しみなんだ」

「母さんは音楽ひと筋でほかはなにもできないからね」

　ピアノ講師をしている母親は音楽以外に興味はなく、家事はすべて苦手。それを見守る父の大らかさもあったのか、母親が家事の上達を目指す機会はなかった。そのため梨乃は子どもの頃から料理や掃除、いっさいの家事を引き受けていた。

　それは二十八歳になった今も変わらず、田舎暮らしを始めた両親に代わって翔矢の世話もしている。

「あ……姉さん、これなんだけど」

　食事の手を休め、翔矢はためらいがちに一枚の用紙を梨乃に差し出した。

「予備校の冬期講習の申し込み。思ったよりも費用がかかるから不参加でもかまわないよ」

「冬期講習？」

「そう。年明けの本番に向けての特別講習」

　翔矢から受け取った用紙に目を通しながら、梨乃は目を見開いた。

　通常の予備校の授業料にも正直四苦八苦しているが、合宿だの特別講習だの、別途用意しなければならない金額はバカにならない。

「ま、まあ、今は勉強しなきゃ。大丈夫、ちゃんと払っておくね。さ、早く食べよう、遅れるよ」

　梨乃は乾いた声で笑い、箸を手に取った。生姜焼きを口にしながらも視線は冬期講習の案内をちらり。

　公立の進学校に通っていて成績もトップクラスの翔矢は医学部を目指している。長く喘息に苦しむ母親の姿を見ていた影響で医師を目指すようになった翔矢のがんばりを、梨乃は傍らで応援してきた。年明けから始まる入試に向けてここは自分もがんばらなければと、ボーナスの残りを頭の中で計算した。




　梨乃は大学卒業後、国内外の要人たちの利用も多い高級ホテル『白しら石いしホテル』の営業企画部で働いている。入社六年目を迎え任される内容も多岐にわたり、仕事にやりがいを感じている。季節ごとのイベントやフェアを企画するのが梨乃の主な仕事で、今は十二月に予定している〝チョコレートづくしのティータイム〟と銘打ったイベントのリーダーとして忙しい毎日を送っている。

　今日も企画の目玉である限定チョコについての会議が長引き、昼食も取れなかった。

「遅れちゃう」

　梨乃はバッグを肩にかけ直し、小走りで従業員専用出入口のドアを開けた。

　翔矢の三者面談が午後からあるのだが、時間に間に合うかどうかギリギリで急いでいるのだ。通路を足早に歩きながら、翔矢にメッセージを入れておこうとバッグからスマホを取り出したとき。

「きゃあっ」

　突然なにかにぶつかり全身に強い衝撃を受けた。

「悪い。大丈夫か？」

　ぶつかった反動で倒れそうになった梨乃の体を、とっさに伸びてきた腕がぐっと引き寄せ支えた。そのまま抱き込まれ、気づけば誰かの胸の中だ。

「痛むところはないか？」

「え……」

　聞き慣れない声に顔を上げると、端整な顔が目の前にあった。

「ゆ、侑ゆう斗とさん」

　心配げな表情で梨乃の顔を覗のぞき込んでいるのは、経営企画部の白石侑斗だった。

　白石ホテル社長の白石諒りょう太たのいとこであり今年三十二歳になる、白石ホテル創業家一族の一員。諒太とともにこれからの白石ホテルを支えるツートップのひとりとして有名だ。

　梨乃を余裕で見下ろすほどの長身。一八〇センチ以上あるはずだ。

　白石家の生まれというだけでなく、誰もが美形と認める顔も周囲から注目を浴び、切れ長で意志の強そうな瞳とほどよい厚みの唇。慌てているせいか、少し長めの髪がくずれて目にかかっているのも印象的で、初めて間近で見る侑斗の顔に、梨乃は言葉を失った。

「大丈夫か？」

「あ、はい、大丈夫です。すみません。侑斗さんこそケガとか、大丈夫ですか？」

　ぼんやりと侑斗を見つめていた梨乃は、ハッとしたように侑斗から離れた。おまけに、〝侑斗さん〟と馴れ馴れしく呼んだと気づき、両手で口もとを押さえた。

　さすがに社長の諒太は白石社長と呼ばれているが、創業家である白石家の人間が複数ホテルに勤務しているので諒太以外の従業員は大抵、白石という名字でなく名前で呼ばれている。彼も、白石課長ではなく侑斗さんと呼ばれているのだ。

「すみません、慌てていてちゃんと前を見ていなくて……。それに、侑斗さんなんて、あの、私は営業企画部の折おり原はらです。本当に、すみません」

「いや、俺もうまくよけられなくて悪かった。それに、従業員が白石家の人間を名字以外で呼んでるのは知ってるから。侑斗でかまわない」

　頭を何度も下げる梨乃の肩をひとつ叩き、梨乃の背後を指さす。

「それよりも、あれ」

「あれ……って、あっ、スマホが」

　少し離れた場所に梨乃のスマホが転がっていた。ぶつかった弾みで梨乃の手からこぼれ落ちたようだ。

「うわ、どうしよう」

　梨乃は急いでスマホを手に取り故障していないか確認しようとしたが、画面を見た瞬間に肩を落とした。

　スマホの画面は真っ黒で蜘蛛の巣状のヒビが入っている。電源ボタンを押してもなんの変化もない。故障という生やさしいものではなく、完全に壊れたようだ。

「見せてみろ」

　梨乃の手から侑斗がスマホを取り上げた。

「これじゃ使い物にならないな。弁償するよ。俺がぶつかったせいで、悪かった」

「え、弁償なんていいです」

　侑斗の申し出に驚き、梨乃はぶんぶんと首を横に振った。前をよく見ていなかった梨乃に責任があるのだ。侑斗に弁償してもらうわけにはいかない。

「今日は仕事も終わってるので、後でショップで機種変更してきます。気にしないでください」

「だったらちょうどいい。俺も午後は珍しく時間が取れるんだ。今から一緒に行こう」

　侑斗は当然だとばかりにそう言うと、梨乃のスマホをジャケットのポケットに入れてさっさと歩き始めた。梨乃の戸惑いを意に介さないそのうしろ姿はやはり白石家の人間のもので、自信と強引さが漂っている。

「あの、侑斗さん？　ちょっと待ってください。困ります」

　いったいどうなっているのだろうと慌てながら、梨乃は足早に歩く侑斗の背を追いかけた。




　侑斗はホテル地下の駐車場に停めていた車に梨乃を強引に乗せ、すぐさま走らせた。

　そして、梨乃からスマホのキャリアを聞きだした。

「俺と同じキャリアだな。だったら十分もあればショップに着くから、さっさと済ませよう」

　侑斗がそう言ったと同時に車は大通りに入り、助手席の梨乃は慌てて侑斗に体を向けた。

「困ります。これから用事があって、機種変更する時間はありません。あの、すぐそこの駅で降ろしてください」

「用事って、どこに行くんだ？」

　焦る梨乃の声にも動じず侑斗は落ち着いた声で尋ねた。ちょうど信号が赤に変わり、ゆっくりと車が停まった。

「急いでるならこのまま送っていく」

　侑斗は梨乃に顔を向け、力強い目でじっと見つめる。

「スマホはその用事が終わってからでもいい。なんなら待ってるし」

「い、いえ、大丈夫です。スマホについてはお気になさらず。自分でちゃんとしますから」

　侑斗の力強い目から逃げるように顔を背け、梨乃はうつむいた。これまで遠目からしか見る機会のなかった魅力的な顔を向けられて、必要以上に緊張している。

　青信号に変わり車が再び走り出すと、侑斗は小さな声で笑った。

「で、今からどこに連れていけばいい？　駅ならたった今通過したぞ」

「え……間に合わないじゃないですか」

　梨乃は腕時計に目をやり、顔をしかめた。

「今から電車に乗っても間に合わない。とりあえず翔矢に電話しなきゃ」

　バッグの中からスマホを取り出そうとするが、見あたらない。

「あ、さっき侑斗さんがポケットに……」

　梨乃は運転席の侑斗に視線を向けた。侑斗は前を見たまま口を開く。

「どうせ壊れて役に立たない。なんなら俺のスマホを貸すけど」

「あ、いえ。大丈夫です……。でも、翔矢を待たせちゃうかな」

　今日は翔矢の後に何人もの生徒の面談が控えていると聞いている。遅れるとまた別の日に呼び出される可能性が高い。この忙しい中休みを取れるのかどうか、難しい。

「まずい。どうしよう」

「恋人と約束か？」

「恋人？」

　突然恋人という言葉を投げかけられ、梨乃は戸惑った。

　決して恋愛を拒んできたわけではないが、これまで恋人がいるどころか人に話せるような恋愛経験のひとつもないのだ。

　自由人ともいえる両親に代わって翔矢の面倒を見てきたのが一番の理由といえばそうかもしれない。

「あの、恋人ってなんの話ですか？」

　梨乃は話の流れがわからず首をひねった。

　同時に車のスピードが加速し、反動で助手席の背に体が押しつけられる。

「え、どうして」

「急いでるんだろ？　だったら送っていく。その、翔矢って男はどこで待ってるんだ」

「えっと、翔矢は……」

　それまでの軽やかな声と打って変わった侑斗の硬い声に、梨乃は戸惑った。

「Ｓ高の正門前です。そこで待ってます」

「Ｓ高？　妙なところで待ち合わせるんだな。あのあたりに楽しめるような場所はないだろう。その男がＳ高近くに住んでるのか？」

　侑斗の声は相変わらず低く、なぜかとげとげしい。ちらりと横顔を見ると、決して機嫌がいいようには見えない。

「あの、翔矢は私と一緒に住んでます」

　初めて言葉を交わす相手にどうして翔矢の話をしているのだろうと、梨乃は混乱する。改めて考えると、こうしてこの車に乗っているのもやはりおかしい。

「……なるほど。一緒に住んでるのか。わかった。じゃあ、Ｓ高に送っていけばいいな。電車だと一時間近くかかるが、車なら二十分で着く。で、何時に待ち合わせなんだ？」

　投げやりな侑斗の声に、梨乃はおずおずと答えた。

「二時から三者面談なので、その十分前に正門前に迎えにきてるはずです」

　梨乃は再び腕時計に視線を落とす。午後一時を少し過ぎたばかり。車で二十分なら余裕で間に合う。不機嫌な侑斗には申し訳ないが、このまま送ってもらおうと決めた。

「すみません。お忙しいとは思いますが、Ｓ高までお願いします。いよいよ弟の受験校を絞る大切な面談なので遅れるわけにはいかなくて。本当にすみません」

　梨乃は座席から体を起こし、深々と頭を下げた。

「三者面談？　え、翔矢って弟で、Ｓ高の生徒なのか？」

　頭を下げる梨乃の頭上に、困惑している侑斗の声が響いた。

「はい、そうです。Ｓ高の三年生なんです。それがなにか？」

「いや。……ああ、だから一緒に住んでるんだな」

「そうです。両親とは別々に暮らしているので、私が保護者として面談に行くんです」

「なるほど。Ｓ高か。だったら弟さんが目指してるのは官僚や弁護士か？　志望校はまだ決まっていないのか？」

　大通りを右折しながら侑斗は思いついたように問いかける。それまでの硬い口調が和らぎ、ふと見れば口もとがほんの少し緩んでいる。

「……翔矢は医師を目指していて、Ｋ大の医学部を狙ってるようなんですけど。あの……？」

　なぜ侑斗が翔矢を気にかけるのかわからず、梨乃は眉を寄せた。

「ああ、俺もＳ高出身なんだ。ちなみにＫ大の法学部卒業。なんだか懐かしくてつい。いろいろ聞いて悪かったな」

「Ｓ高出身って、やっぱり優秀なんですね。国内屈指の進学校だし、おまけにＫ大。日本の頭脳と言われる方たちが大勢卒業してますよね。すごい」

　梨乃は感心するようにつぶやいた。

　侑斗はいとこである社長の諒太とともに今後白石ホテルを率いていく御曹司。ホテルの女性従業員だけでなく、関係会社や取引先の女性たちからの人気も高いと聞くが、見た目だけでなくやはり学歴も抜群だ。

「さすが白石一族……」

「珍しいな。俺の経歴なら社内報でもＨホームＰページでも公表されていて、従業員なら知ってると思ってたよ」

「あ……ですよね。とくに女性社員はみんな知ってそうです」

「それについては否定しないけど」

　くくっと笑い声をあげた侑斗につられ、梨乃も笑みを浮かべた。

「侑斗さんが女性から人気があるのは知ってるんですけど、興味がないというか正直それどころじゃなくて。とにかく今は弟の受験が最優先なんです。中でも予備校の冬の特別講習の費用をどうしようかと。だけどあれだけがんばってるし、どうにかしないと。……あ、再びすみません」

　梨乃は翔矢の話ばかりをしていると気づき、慌てて口を閉じた。

　侑斗は「興味がないって言われたのは初めてだ」と苦笑いを浮かべた。

「まあ、Ｋ大医学部は国内最難関だからな。よっぽど優秀な弟なんだな」

「すみません。弟自慢してましたね。私の悪い癖なんです。だけど、弟が自分で稼ぐようになるまでは私が面倒を見ないと……。って、すみませんひとりでペラペラと」

　翔矢の話になるとつい饒舌になる。そんな悪い癖が出た梨乃は今度こそ口を閉じた。

　侑斗は迷わず車を走らせる。卒業生だからかＳ高までの道のりは慣れているようだ。

「一時半までには着きそうだな。Ｓ高の向かいにショップがあったはずだから、面談の前に新しいスマホを買いにいこう。弁償させてくれ」

「送ってもらった上に弁償なんて申し訳ないです。面談の後に行くので気にしないでください」

　気のせいかスピードが上がった車内に、梨乃の慌てた声が響いた。

「気にするに決まってるだろ。俺が壊したようなものだから」

「そんな、私がちゃんと前を見てなかったからで、侑斗さんには関係ありません」

　梨乃が必死でそう言っても、侑斗は肩をすくめるだけだ。

「俺も最近新しいスマホに変えたんだ。最新機種だし、どうせなら同じ機種にすればいい」

「……もう、本当にいいんです」

「写真もかなり綺麗に撮れて楽しいぞ」

　抵抗する梨乃にかまわず言葉を続ける侑斗に、梨乃は今はなにを言っても無駄だと肩を落とした。




「担任は合あい田だ先生か。先生は今もバスケ部の顧問を続けてるのか？」

「いえ、去年腰を痛めて顧問から離れたんです」

「俺の担任をしていたときはバスケ部の顧問だけじゃなく生徒会も見ていて、生徒会長だった俺の相談にもよくのってくれたな」

　侑斗は懐かしそうな表情を浮かべ、手もとのコーヒーを口にした。

　向かいの席で相づちを打つ翔矢は、ミックスサンドを食べながら侑斗の話に耳を傾けている。三者面談の後、近くのカフェで梨乃を待っていた侑斗を紹介されたときには驚いていたが、侑斗のペースにつられ、話を弾ませている。

　侑斗は翔矢にとってＳ高の先輩であり、志望大学の卒業生。おまけに高級ホテルとして名高い白石ホテルの経営者一族のひとりだ。見た目も肩書も抜群の男性を梨乃が連れてきたとなれば興味は尽きず、隣に座る梨乃の困りきった表情など目に入らない。

「翔矢……」

　梨乃はこの場を早く切り上げたいのだが、翔矢が侑斗からＫ大についてあれこれ聞いている中言い出せずにいた。

　結局、梨乃は翔矢の三者面談の前にスマホのショップに連れていかれた。そして最新のスマホが梨乃の目の前に置かれたかと思うと、侑斗はさっさと支払いを済ませた。

　最新機種など必要ないと言っても後の祭りで、梨乃はその強引さと手際のよさに脱力した。おまけに手続きが間に合わず、梨乃は仕方なく侑斗にスマホの受け取りを頼み、面談に急いだのだ。

「翔矢、そろそろ……」

　梨乃は自分にはよくわからない話を続ける侑斗と翔矢に声をかけるが、ふたりとも耳に入らないのか顔を向けようともしない。

　梨乃はため息をつきながらも、手の中にある新しいスマホはやはりうれしく、口もとをほころばせた。

　最新機種でかなり高価なもの。梨乃は代金を返すと何度も訴えたが侑斗は必要ないと言って頑として譲らず、それを渋々受け入れた。申し訳ないと思う反面、新しいスマホに気持ちが上がるのも確かだ。

　侑斗と色違いの同機種。梨乃が傷ひとつない画面をワクワクしながらなぞっていると。

「姉さん、白石さんが車で家まで送ってくれるって」

　翔矢の言葉に梨乃は慌てた。

「わざわざ送ってもらうなんて申し訳ないです」

「いいよ、別に。ここからだったら三十分もかからないし、どうせ途中だから」

　焦る梨乃に侑斗はあっさりと答え、立ち上がった。そして。

「この時間なら混んでないだろうし、行こうか」

　梨乃の返事を待たず、さっさと店を出ていった。支払いはすでに終わっているらしく、店員がにこやかに侑斗を見送っている。

「え、ここもおごってもらうわけにはいかないんだけど。あー、もう」

　侑斗の背中を追いながら、梨乃はもどかしさを口にする。ホテルでぶつかって以来、侑斗に振り回されてばかりだ。

　これまで仕事での接点がなかったせいで侑斗と知り合う機会もなく、なにも知らなかったが、さすが白石家の人間。行動力はかなりのものだ。

「白石さん、これってこの春にモデルチェンジしたんですよね」

　翔矢は駐車場で待つ侑斗に駆け寄ると、車の周りをうろうろ眺め始めた。

「車が好きなのか？」

　興味深げに車を隅々まで見ている翔矢に、侑斗は誇らしそうに笑う。

　一瞬で表情を輝かせ宝物を自慢するように車の説明を始めた侑斗を、梨乃は思わず足を止めて見つめた。突然地面に膝をつきホイールについてのこだわりを語ったり、車の調子を見てもらっている昔なじみの整備士をリスペクトしていると言って真面目な表情を見せたり。高級ホテルの御曹司のイメージとは違う侑斗の姿に、つかの間梨乃は目を奪われていた。

　その後、当然のように翔矢は助手席に乗り込んだ。梨乃もそれに流されるように後部座席におずおずと乗り込む。

「あの、なにからなにまですみません。本当にどうお礼を言っていいやら…‥」

　梨乃はシートベルトを締めながら礼を口にするが、侑斗は翔矢と一緒に顔をくしゃくしゃにして笑い合っていて梨乃の声に気づかない。その笑顔はとても無邪気で、まるで高校生のようだ。梨乃は笑うと途端に優しくなる侑斗の目をもうしばらく眺めていたいと感じ、そんな自分に戸惑いを覚えた。それに仕事では見せないだろう笑顔を独占しているようでうれしく、口もとを緩ませた。




　侑斗の車が梨乃と翔矢が暮らすマンションに着いたとき、マンションの前には人だかりができていた。

　よく見ればマンションの周囲には規制線が張られ、警察官が辺りを整理している。

「え、なにがあったの。パトカーまでいるし、なんで？」

　車内からその様子を見ていた梨乃は、シートベルトをはずすと慌てて車から飛び降りた。

「おい、危ないから俺が先に行く」

　背後から侑斗の焦った声が聞こえたが、梨乃は振り返らずマンションに向かって走り出した。

「あの、なにかあったんですか？」

　梨乃は近くにいた警察官に尋ねた。

「危ないから離れてください」

　警察官はマンションに向かおうとする梨乃の前に立ち、制止した。

「私はこのマンションの住人です。あの、家に入れないんでしょうか」

「強盗が入ったんです。犯人は捕まりましたが、もう少しお待ちください」

「強盗？」

　見ればマンションの玄関で鑑識活動が行われていて、警察官が傍らで見守っている。

「あ、あの、誰かケガとか……」

　梨乃は驚きと不安で心臓をバクバク言わせながら警察官に問うが、やじ馬たちの整理に忙しく、その声は届かなかった。

　どの家に強盗が入ったのかもわからず、不安が大きくなる。

「どうしよう……」

　まさか身近でこんな事件が起きるとは思ってもみなかった。

　こういう状況でどうするべきなのか考えても、混乱した頭ではうまく答えが見つからない。ただ緊張し、胸がきゅっと苦しくなる。

　梨乃は不安な気持ちのまま遠巻きにマンションを見ていたが、もう少し近づいてみようと人ごみの間をかき分けながら歩を進めた。そのとき、突然腕を掴つかまれ背後に引き寄せられた。

「勝手に近づくな。危ないだろ」

「えっ。あ、侑斗さん」

　振り向けば焦った表情を浮かべた侑斗がいた。

「でも、強盗が。うちもどうなってるのかわからなくて」

「落ち着け。翔矢君が近所の人を見つけて今話を聞いてる。弟の方がよっぽど冷静だ」

　梨乃の両肩に手を置き、侑斗はホッと息を吐き出した。車から飛び出した梨乃を心配し慌てて追いかけてきたのだろう。

「ごめんなさい」

　目の前の侑斗の胸に向かって、梨乃は頭を下げた。侑斗の顔を見た途端、それまで抱えていた緊張感が少し和らいだ気がした。

「あの。動転して、思わず車から飛び出しちゃって……あっ」

　侑斗に頭を下げていた梨乃は、周囲の人たちと続けざまにぶつかりふらついた。

「大丈夫か」

　侑斗はよろける梨乃を支え、周囲からかばうようにその胸の中に抱え込んだ。

「俺にしがみついてろ」

「は……い。重ね重ね、すみません」

「俺が守ってやるから大丈夫だ。心配するな」

　侑斗の手の大きさを背中に感じながら、梨乃は今耳にした言葉にドキリとし、そっと顔を上げた。

「侑斗さん？」

　そこには、こんなときでさえ見とれるほど整った顔。入社以来遠目から見るだけで、そしてこれからも接点など生まれないだろうと思っていた男性が、梨乃を優しく見つめている。

「この状況だったらしばらく落ち着かないな。なんなら今日は俺の家に来てもいいぞ」

　信じられない言葉を梨乃にぶつけてくる。にやりと笑った顔からは、それが本気なのか冗談なのかわからない。

　いや、きっと冗談だ、と梨乃は自分に言い聞かせる。混乱している梨乃を落ち着かせようとしているのだろう。

「じょ、冗談はやめ――」

「冗談じゃない。それより、ひとまずここから離れよう」

　侑斗は梨乃の肩を抱いたまま、人だかりの中を進んだ。




　その後、梨乃は同じマンションの住人たちの輪の中にいる翔矢を見つけ、この騒ぎの詳細を聞いた。

　梨乃たちが住むマンションは全十五戸の五階建て。強盗が入ったのは三階の南奥の家だった。その部屋には七十歳の女性がひとりで暮らしているのだが、たまたま今日は他県で暮らす息子が来ていて犯人を捕まえたらしい。

　梨乃たちの家はその被害者宅の二軒隣だ。自分たちの部屋に押し入られた可能性もある。

　それを聞いたとき、梨乃は軽い目眩めまいを覚え、傍らにいた侑斗に再び支えられた。今日は何度も侑斗の腕に抱き寄せられ、そのたびドキドキと鼓動は跳ねているが、さすがにそのときは侑斗への緊張というよりも、運が悪ければ自分は襲われていたのかもしれないという不安で、心臓の音がかなり大きく聞こえた。

　鑑識活動が終わり警察からの質問にいくつか答えた後家に戻ったのだが、その間も侑斗は梨乃のそばで彼女を見守っていた。

　これ以上侑斗に迷惑はかけられない。そう思った梨乃は丁寧に礼を述べ、大丈夫だと伝えた。

　けれど、まだ顔色が悪い彼女を心配して予備校を休むと言いだした翔矢と、その必要はないと言う梨乃が口論を始めたのを見て、侑斗は苦笑交じりに口を開いた。

「もうしばらく俺がここに残るから、受験生はさっさと予備校に行け」

　その言葉に梨乃は絶句し、翔矢は「なるほど」と言ってさっさと予備校へと向かった。残された梨乃の思いなどおかまいなしだ。

　強盗犯も警察に捕まった。自宅への被害もないとなれば心配する必要はない。何度梨乃がそう訴え侑斗に帰るよう促しても、侑斗は帰ろうとせず、それどころか知り合いの店に電話して夕食のデリバリーまで頼んだ。

「こんなときはなにもしたくないだろう。たまにはゆっくりしろ」

　突然の強盗騒ぎに疲れていた梨乃は、今日一日侑斗に世話になってばかりだと改めて申し訳なく思ったが、言われた通り、なにもする気にならない。スマホの弁償を思い返せば、自分の意思など聞き入れてもらえないのにも慣れてきた。というよりあきらめた。

「クラブハウスサンドとスープをいくつか、それと人気のデザートも見繕って持ってくるように頼んでおいた。楽しみにしてろ」

　ソファで体を休めていた梨乃に笑顔を向ける侑斗に、これ以上なにを言っても帰ってくれそうにないと、梨乃は渋々うなずいた。

「少しは落ち着いたか？　……だけど、この際考えた方がいい」

　梨乃の隣に腰掛け、侑斗はため息をついた。そして、梨乃に向き直り厳しい表情を浮かべる。それまでの優しい表情から一変した鋭い視線に、梨乃はたじろいだ。

「考える……ってなにをですか？」

「引っ越しだ。セキュリティ対策が十分に取られているマンションがいい。せめてオートロックくらいないと、この先強盗や空き巣の被害に遭うかもしれないぞ」

「あ、そうですね。でも……」

「それに、今回はたまたま難を逃れたが、この家が狙われていた可能性だってあるんだ。聞けばこのマンション、これまでも空き巣被害があったらしいな」

　畳みかけるように話す侑斗に、梨乃は軽くうなずいた。

　駅から離れた住宅街の奥、築三十年の昔ながらのマンションで、防犯カメラも旧式のものが一階に一台ある程度。セキュリティ対策など無縁だ。

　そこは梨乃も気になっていたが、隣近所とも顔見知りで仲がよく、居心地はいい。それになにより家賃が安いのが一番の魅力だ。

　両親が母親の地元に戻るのを機にそれまで家族で住んでいた一軒家を売却し、このマンションに引っ越してきたのは二年前。それ以来、仕事で遅くなったときに駅から家までの帰り道で何度か不安な思いをしているが、仕方がないとあきらめてきた。

　今の梨乃の収入では、これ以上の家賃は払えないのだ。

「あの、翔矢がいて、ひとり暮らしというわけでもないので、大丈夫です」

　相変わらず表情が硬い侑斗に、梨乃は気まずげな笑みを向けた。侑斗は生まれたときから広い家に住み、警備体制も整った環境で育ってきたはずだ。だからオートロックのないマンションに住んでいる梨乃が心配なのだろう。

「お気遣いありがとうございます。でも、翔矢がこの先ひとり暮らしを始めるときにでも、引っ越しは考えます。今日の三者面談で、Ｋ大の合格まで気を抜くなと先生がおっしゃってたので、まずは翔矢の合格最優先です」

「それは違うだろう、まずは安全が最優先……いや。いい。俺が無理に引っ越しを押しつけるわけにはいかないな。俺としても、翔矢君には高校だけじゃなく大学の後輩になってもらいたいし」

　梨乃は侑斗が梨乃だけでなく翔矢も心配しているとわかり、申し訳なく思った。今日初めて言葉を交わした相手なのに、ここまで梨乃と翔矢を気にかけてくれている。

　梨乃は、侑斗がマンション前の人だかりの中から連れ出してくれたときに芽生えた感情を思い出した。

　あのとき侑斗に肩を抱かれ、緊張が解けてホッとしたのだ。自分が翔矢を守らなければならないという無意識の責任感から解放され、自分が守られているのだという安心感に心が震えた。張りつめていた体からすっと力が抜けていくような心地よさ。翔矢とのふたり暮らしが始まって以来、そんな感情を忘れていた自分にも気づいた。

　そのときの温かな感情を、梨乃は今再び感じている。

　梨乃は相変わらず心配そうな表情を浮かべている侑斗に視線を向けた。切れ長ではっきりとした侑斗の目が梨乃に向けられ、その眼まな差ざしの強さに梨乃はドキリとする。

「顔色が戻ったな。ようやく落ち着いたか？」

　梨乃はこくりとうなずいた。

「まあ、身近で強盗事件なんて起きたら誰でも動揺するよな」

「あ、はい。でも、今日は――」

「今日は、たまたまこの家が被害に遭わなかっただけだ。それに俺が偶然一緒にいたから翔矢君も安心して予備校に行った。たまたまや偶然がいつも続くわけじゃない。だから、今日はなにもなかったから安心しろ、なんて軽々しく言うな。戸締まりや身の回りには気をつけろよ」

「わ、わかってます」

　梨乃は翔矢の強い口調に気おされ慌ててそう答えたが、実のところ、今日は侑斗が一緒にいてくれて心強かったと礼を述べようとしていたのだ。つかの間、梨乃は侑斗の勘違いを正そうと考えたが、すぐに口を閉じた。どこまでも梨乃を心配している侑斗の気持ちがうれしくて、うまく言葉にならない。

　梨乃は急に速くなった鼓動に慌て、それを隠すようにそっとうつむいた。

「今日みたいに、なにかあったら力になる。スマホに俺の連絡先を入れておいたからすぐに連絡しろ。いいな」

「え、連絡先？」

　梨乃はハッと顔を上げた。

「電話でもメッセージでもなんでもいいから、ちゃんと連絡しろ。ちなみに、俺のスマホには翔矢君から聞いた折原の連絡先が入ってるから心配するな」

　梨乃を心配している侑斗の声に、梨乃は顔が熱くなるのを感じた。

　そして、今夜にでも社内報やホテルのＨＰに載っている侑斗のプロフィールをチェックしようと思った。




　梨乃のスマホが最新機種に変わってから数日、彼女の周辺はざわついていた。ホテル内を歩いているとあらゆる場所から視線が向けられ、妙に落ち着かない。視線の多くは女性からのもので、決して好意的なものではない。すれ違いざまに厳しい目で睨まれたり、聞こえよがしにため息をつく女性もいたりと、梨乃は訳がわからず困っていた。

「この状況って……私、なにかやっちゃった？」

　昼休み、営業企画部の休憩室でお弁当を広げながら、梨乃は困りきった声でつぶやいた。

　ここ最近がらりと変わった周囲の態度に、心あたりがなくどう対処すべきかわからない。

　梨乃は八人掛けのテーブルに向かい合って座る、同期で経理部の茅かや野の千ち紗さにそう言ってため息をついた。千紗は驚いた様子もなく、それどころか興味津々とばかりに梨乃に視線を向けた。

　明るく同期の中でも中心的存在の千紗を、梨乃はなにかと頼りにしている。

　時間が合った今日は久しぶりに昼食をともにしているが、梨乃は席に着いた途端、困りきった顔で相談を持ちかけたのだ。

「でもこんな写真が拡散しちゃったら仕方ないよね。私も詳細な説明が欲しいんだけど？」

「写真……って、なんの話？」

　スマホを手に意味ありげに笑う千紗に、梨乃は嫌な予感がした。

「これよ、この写真。うちの部署の女の子がたまたま撮ったらしいんだけど。先週から女性従業員たちに拡散されて大騒ぎ。で、本当のところどうなの？」

「どうって……え？　どうしてこんな写真を千紗が持ってるの」

　もったいぶった声とともに千紗から手渡されたスマホには、ホテルの地下駐車場で侑斗の車に乗り込む梨乃が映っていた。おまけに助手席のドアを開き、優しく梨乃を見つめる侑斗の姿までもがはっきりわかる。

「こ、これは、なんでもないの。私の不注意で侑斗さんにぶつかってね、スマホが壊れちゃったし、この日翔矢の面談があって急いでたから、それで」

「はいはい。落ち着いて。そんなに焦ってたら余計に怪しまれるわよ」

　千紗は必死で弁解する梨乃をなだめながら肩をすくめた。

「真実はどうであれ、侑斗さん狙いの女性社員がこの写真を見たら梨乃にいい感情は持たないよね。社長が結婚して白石家の独身男性は侑斗さんだけだから、梨乃をやっかむのも仕方ない」

「そんな……あの日はたまたま侑斗さんが車で翔矢の学校まで送ってくれただけなのに」

　梨乃は食べ終えたお弁当箱を片づけながら、肩を落とした。

　写真を撮られた日、侑斗はタイミング悪くぶつかった梨乃を気遣い、面談に間に合うよう送ってくれただけだ。そう、ただそれだけ……。

「梨乃、どうかした？」

「え、あ、なんでもない」

　いつの間にかうつむいていた梨乃は慌てて頭を上げた。

「そう？　顔が赤いけど。あまり女の子たちのやっかみは気にしない方がいいわよ。どうせなにもないんでしょう？　梨乃は今、翔矢君の受験で頭がいっぱいだし」

「うん。なにもない」

　梨乃は写真を撮られた日の出来事をかいつまんで千紗に話した。侑斗と特別なあれこれはないと強調したのはもちろんだ。これまで梨乃の口から侑斗の名前どころか男性との関わりひとつ聞いた覚えがないからか、千紗は梨乃の言葉をすんなり信じたようだ。

　自分の楽しみは後回しにし、翔矢のために時間もお金も使っている梨乃を一番知っているのも千紗なのだ。

「それに、女の子たちが私に冷たい理由がわかってちょっと落ち着いた。そのうちみんな忘れるだろうしね」

　梨乃はそう言って乾いた声で笑うも、梨乃を抱き抱え人だかりの中から連れ出してくれた侑斗の腕の温かさがよみがえり、思わず体が震えた。それに、セキュリティに問題があるからと心配し、早く引っ越すようにと忠告した侑斗の真剣な眼差し。

　どれもこれも梨乃の心の奥深くに残ったままだ。

「だけどこの写真はまずかったわよね。普段あまり感情を顔に出さない侑斗さんが、優しく微笑んでるもん。こんなレアな写真が拡散しちゃって……ご愁傷様」

　スマホの写真に向かって冗談めかして手を合わせる千紗に、梨乃は顔をしかめた。

「たしかにレアだとは思うけど……」

　梨乃は千紗のスマホに再び視線を落とし、レアだと言われる侑斗の笑顔を見る。

　そこにはスタイル抜群のスーツ姿で笑みを浮かべている侑斗。少し離れた場所から撮ったのか、画像は荒いが侑斗の端整な顔に浮かぶ笑みは、どう見ても格好いい。

　けれど、翔矢と車の話で盛り上がっていたときに見せた笑顔の方がもっと素敵だなと、梨乃は思い返す。高校生の翔矢とまるで変わらない笑顔で話を弾ませていた侑斗の格好よさに、ときめいたのだ。それに、侑斗のプロフィールに興味がなかったと言った梨乃に驚き、一瞬見せた拗すねた表情。

　それらすべて、思い出すとなぜか落ち着かなくなる。

「りーの。ぼんやりしてるけどどうかしたの？　この間の強盗事件から落ち着かないね。やっぱりまだ不安……だよね」

　声のトーンが変わった千紗が、心配そうに眉を寄せる。

「あ、それは大丈夫。我が家が被害に遭ったわけじゃないし、犯人は捕まってるから」

　侑斗を思い出してぼんやりしていた梨乃は、慌てて笑顔をつくりごまかした。千紗の鋭い指摘通り、たしかにあの日以来気持ちが揺れて落ち着かない。まさか千紗がそれに気づいているとは思ってもみなかった。

「また無理して……。梨乃はいつもなんでもないって我慢するから心配なのよ。翔矢君がいるとはいっても用心しなきゃ。なにかあったらすぐに言いなさいよ」

「あ、ありがとう。うん、わかった」

　強盗事件の影響で落ち着かないのだと千紗が梨乃を誤解していると気づいたが、曖昧に笑うにとどめた。

　もしもその原因が侑斗だと知られれば、とことん追及されると思ったのだ。

　梨乃はすでに画面が暗くなっている千紗のスマホをちらりと見ながら、自分でも理解できない感情に戸惑っていた。




　侑斗との写真が拡散して以来、梨乃は興味本位の視線を面倒に感じながら仕事を進めていた。

　幸いにも営業企画部の面々は皆、騒ぎ立てるどころか興味もなさそうだ。単に仕事が忙しくて他人の噂にかまっていられないのだろうが、それは梨乃も同様だ。

　今はクリスマスシーズンのイベントの企画の追い込みで、残業続きの毎日に疲れている。

「今日は昨日作ったシチューの残りでいいか……」

　残業後、地元駅にようやく着いた梨乃の足取りは重かった。終電より数本早い電車で帰ってきたが、すでに十一時を過ぎている。

　住宅街だから仕方がないのだが、駅前には飲食店がいくつかあるだけで人通りも少ない。街灯を頼りに梨乃は家路を急いだ。

「疲れた……」

　ここ数日の忙しさは半端なものではなく、今日は昼食も取り損ねていた。

　翔矢は学校が創立記念日で休み。久しぶりに両親の家に泊まりにいっていて明日はそちらから登校すると言っていた。

　滅多にないひとりの夜。梨乃は自宅までの徒歩二十分の道のりを、疲れた体でとぼとぼ歩く。その歩みはかなり遅く、今日は三十分以上かかりそうだ。

　駅近のマンションに引っ越したいが、そうなると当然家賃も今以上になり、あきらめざるを得ない。

「とにかく翔矢が大学を卒業するまではがんばらないと」

　そう言って自分を励ますが、予備校の特別講習の費用の振込期限が近かったと思い出し、疲労感がさらに増したような気がした。

　そのとき、前方の角から黒い影が飛び出してきた。

「えっ、なにっ」

　梨乃は急いでよけようとするが、街灯頼みの暗い中ではそれも難しく、気づけば全身に強い衝撃を受け、地面に倒れていた。

「金をよこせ」

　かすれた男の声と舌打ちが聞こえたかと思うと、腰に鋭い痛みを覚えた。ぶつかった男に蹴られたようだ。

「いた……」

　梨乃は恐怖と痛みに耐えながら体を小さくし、とっさに身を守ったが、頭上から手が伸びたかと思うと、両腕に抱えていたバッグを取り上げられそうになった。

「な、なにをするんですか」

「ちっ、それを寄こせよ」

　強い力でバッグが引っ張られ、梨乃は必死でそれを胸に抱え込んだ。そしてそのまま地面にうつぶせになり、さらに体を丸めた。

　そのときになってようやく、自分はひったくりに襲われたのだと気づいた。

「面倒をかけるな、くそっ」

　梨乃の手からバッグを取り上げようとする殺気立った男性の声がその場に響き、梨乃は恐怖で目を閉じた。胸の中のバッグを必死で抱え、砂利交じりの地面の冷たさに震える。

「やめろ」

　突然辺りが明るくなった。

　鋭い声に恐る恐る目を開くと、ひったくりが現れた角からライトを手にした警察官が駆け寄ってきた。

「おい、なにをしてるんだ」

「あ、あの男です、さっきも私の後をついてくるから怖くて」

　警察官に続いて現れた女性が、ひったくりを指さし大声で叫んだ。

「女性相手にひったくりを繰り返しているのはお前か」

　警察官はそう言うが早いか、梨乃に馬乗りになっていた男をあっという間に羽交いじめにした。

「なんだよ、俺がなにをしたっていうんだ」

　警察官は暴れる男の手を背中でまとめ上げる。

「うっ。痛いだろ、離せよ」

　ひったくりのうめき声を間近で聞きながら、梨乃は丸めていた体からようやく力を抜いた。遠くからパトカーのサイレンの音も聞こえてくる。

「大丈夫ですか？」

　ここまで警察官を連れてきた女性が、梨乃の傍らに膝をついた。

「は、はい……」

　梨乃は助かったとホッとしながらゆっくりと体を起こしたが、気持ちが緩んだせいか目眩を覚え気分が悪くなった。

「あ……」

　どうしようと頭の中で繰り返しながらも、くらくらと揺れる視界がどんどん小さくなる。

「しっかりしてくださいっ」

　女性の声を聞きながら、梨乃は再び地面に倒れ込んだ。

　気が遠くなる意識の中で、梨乃は胸に抱えたバッグの中からスマホの着信音が聞こえたような気がしていた。




「……あ、あの」

「目が覚めたか？　気分はどうだ」

　梨乃はぼんやりする意識の中、目の前の侑斗の姿に驚いた。

「あの、どうして侑斗さんがいるの……」

　梨乃は混乱しかすれた声で問いかけるが、肩に激痛が走り顔をしかめた。

「痛むか？　薬がすぐに効くらしいから、我慢しろ」

「薬……」

　梨乃は自分がベッドに横になっていると気づいた。腕には点滴の針が刺さり、侑斗はベッドの傍らの椅子に腰掛け梨乃を心配そうに見つめている。

　痛みに耐えながら視線を動かすとここは病室のようで、梨乃はますます混乱した。

「ひったくりに襲われて意識を失ったんだよ。そのときちょうど俺が折原さんのスマホに電話をかけていて、警察の人が出てくれたんだ。救急車で病院に搬送するって言われて、慌てて駆けつけた」

「ひったくり。そうだった……家に帰る途中でぶつかって」

　次第に記憶がよみがえり、暗闇の中ひったくりとぶつかったときの痛みと恐怖を思い出した。

「や……あ……」

　梨乃は倒された衝撃と地面の冷たさ、そして梨乃に馬乗りになり無理やりバッグを取りあげようとした犯人の荒々しい声を思い出した。

「怖い……」

　犯人の顔は覚えていないが、だからこそいっそう強い恐怖が梨乃の中に残っている。あっという間に地面に倒れ、ひったくりは梨乃の腰を蹴り上げ馬乗りになった。

「や……怖い」

　トクトクと心臓が大きく音を立て、唇の震えが止まらないばかりか吐気も感じる。

　襲われた直後よりも安全な状況にいる今の方が、強い恐怖に体が支配されているようだ。

「大丈夫だ」

　声を震わせ目をぎゅっと閉じた梨乃の手を、侑斗が強く握りしめた。

「なにも考えるな。俺がついてるからもう大丈夫だ」

　梨乃の額にかかる髪をそっと梳き、安心させるように何度も頭をなでる。

「肩の打撲がひどいそうだが、脳にも異常はないし骨折もしていない。……無事でよかった」

　ホッとしたように息を吐き出した侑斗の声も震えていて、梨乃は閉じていた目をゆっくりと開いた。

「侑斗さん……」

　梨乃の手を自分の口もとに寄せ、眉を寄せている侑斗の苦しげな顔。

「あ、あの……」

　翔矢もいない今夜、侑斗がいなければ独りぼっちで不安と恐怖の中過ごさなければならなかった。

　侑斗の手の温かさが梨乃の鼓動を徐々に鎮めていく。

「あの、ありがとうございます。侑斗さんには関係ないのに、わざわざ来てもらって」

　梨乃のかすれた声に、侑斗は眉を寄せ「いや、いい。気にするな」とつぶやいた。

「この間マンションに強盗が入ったときもついていてくれたし。迷惑をかけてばかりですよね……。本当に、ごめんなさい」

　梨乃はベッドの中からほんの少し頭を動かし、礼を述べた。

　点滴に鎮痛剤が入っているのか、体の痛みが少し和らいでいる。おかげで吐気も治まり事件への恐怖も小さくなった。梨乃はホッとしたが。

「だからあのとき、俺は言ったんだ」

　それまで梨乃を心配し言葉少なだった侑斗が突然低い声でつぶやき、目を細めた。

「あのマンションはセキュリティも甘いし、駅からも遠すぎる。だから早く引っ越せって言ったんだ」

　いきなり強い口調で怒り始めた侑斗に、梨乃は目を丸くした。目覚めたばかりのぼんやりとした意識があっという間にはっきりする。

「ゆ、侑斗さん……？」

　侑斗は戸惑う梨乃を無視し渋い表情のまま言葉を続ける。

「暗い夜道を女性がひとりで歩くのが危険だって思わなかったのか？」

「えっと……今までなにもなかったし」

「それが幸運すぎたんだよ。こうしてケガまでさせられたんだ、よくわかっただろ」

「それはそうなんですけど」

　怒りを隠さない侑斗に、梨乃は黙り込む。ここまで怒らなくてもいいのにと思うが、梨乃の手を握りしめ、悔しげに唇をゆがめる侑斗の表情からは、怒り以上に梨乃を心配しているとわかり、なにも言えなくなる。

　それに、かなり遅い時間に違いないのに、こうしてわざわざ病院まで駆けつけてくれた。他人である梨乃のために。

　目が覚めて以来体中に巣食っていた恐怖に変わり、温かい気持ちがあふれ出すのを梨乃は感じた。

「侑斗さんの言葉はごもっともなんですけど。それに、さすがに怖い思いをしたから、これからは気をつけなきゃと身に染みてます」

　梨乃はまだ体に力が入らないながらもどうにか笑顔を作り、侑斗を安心させるようにそう言ったが、侑斗は納得するどころか眉間のしわをさらに深めた。

「身に染みたなら即引っ越しだ」

「えっ。あの、だからそれは我が家の経済状況ではちょっと無理――」

「経済状況よりも命の方が大切に決まってるだろう」

　侑斗の鋭い声が病室に響いた。

「ゆ、侑斗さんっ、声が」

　あまりの大きな声に梨乃は慌てて周りを見回すが、よく見ればここは個室で、梨乃以外に誰も患者がいないどころかソファや大きなテレビが備えつけられている。全体を木目調で整えられた特別室とでもいうべき部屋だった。

「ど、どうしてこんな部屋に。あの、私、相部屋で十分で……こんな高そうな個室はちょっと」

　いったいいくらかかるのだろうと梨乃は顔をしかめた。

「俺がこの部屋にしてほしいって頼んだ」

　侑斗が予想外の言葉を口にした。

「この病院、親戚が院長をしてるんだ。だからなにも心配するな」

「あ、『白しら石いし病びょう院いん』……」

　白石家はホテル業だけでなく病院経営も行っている。グループ企業の健康診断が行われる白石病院には梨乃も毎年来ている。

「そうだ。だから心配しなくていい。まあ、明日もう一度検査をして異常がなければ退院できるらしい」

「よかった。でも、費用はちゃんと自分で用意します。あ、翔矢に連絡は……まさか」

「いや、わざわざ心配をかけなくてもいいだろうと思ってしてない。俺がついてるし。今日はご両親のところに行ってるんだろう？　昨日メッセージをもらった」

　梨乃はそれを聞いてホッとした。

　翔矢はこの間の面談や予備校の模試の結果からＫ大の合格までもうひとふんばりと言われ、勉強時間を増やしてがんばっている。だから余計な心配はかけたくない。おまけに今日は久しぶりに両親と過ごしているのだ。侑斗の配慮はありがたい。

　それにしても。翔矢はいつの間に侑斗とメッセージのやり取りをするほど親しくなったのだろうと梨乃は不思議に思った。

　梨乃はといえば、侑斗と連絡先を交換して以来一度礼を伝えただけでその後のやり取りはしていない。

「気を使っていただいてありがとうございます。心配をかけたくないので……。でも、明日翔矢が帰ってきたら、ばれて心配するかも……」

　ふと考え込んだ梨乃に、侑斗は変わらず強い口調で言葉を続けた。

「翔矢君には明日話す。そしてふたりともすぐに引っ越しだ」

「だ、だからそれは無理です。それに、すぐにって言われても、どこに引っ越せば……」

　侑斗に振り回されるのは初めてではないが、今回ばかりはさすがに従うわけにはいかない。すぐに引っ越しなどできるわけがないのだ。

「侑斗さんの心遣いはありがたいんですけど、引っ越し先を決めるのにも時間がかかりますし」

　梨乃の言葉に、侑斗は笑みを浮かべた。

「引っ越し先なら決まってる。Ｓ高の近くに俺が持ってる単身者用のマンションがあるから翔矢君にはそこで暮らしてもらう。実家で長く働いている家政婦に通ってもらうし、優秀な家庭教師をつけて受験まで勉強中心の生活だ」

　決定事項であるかのようにスラスラと話す侑斗に、梨乃は目を見開いた。

「で、折原は、俺が今住んでるマンションで一緒に暮らす。俺の婚約者として」

　侑斗は梨乃の手を再び強く握りしめ、にっこりと笑った。

　梨乃はしばらくの間眉を寄せて黙り込み、その後気を取り直したように口を開いた。

「私、頭を打ったんでしょうか。今、婚約者と聞こえたんですが。おかしいですね」

「おかしくない。婚約者、たしかにそう言ったんだ。折原……いや、梨乃、早速俺のマンションに引っ越してこい」

　梨乃は目の前にある侑斗の端整な顔に見とれながら、やはり自分は頭を強く打ったに違いないと思った。










第二章　甘やかされて振り回される




　侑斗は梨乃の戸惑いにも『これからはなにも心配しなくていい』と簡潔に答え、退院した彼女を躊躇なくそのまま自分が住むマンションに連れてきた。

　世界的に有名な高級ブランドのブティックや貴金属店が立ち並ぶ一等地。その中に立つタワーマンションの最上階が侑斗の自宅だった。

　最上階に通じる専用のエレベーターを降りれば目の前には玄関ドア。同フロアに侑斗以外の住人はいないらしく、そのあまりにも静かな空気に梨乃は一瞬立ちすくんだ。

　侑斗に背を押されるまま恐る恐る部屋に入ると、４ＬＤＫという響き以上に広い室内に再びたじろぐ。玄関だけでも梨乃が住んでいたマンションのリビング並みの広さだ。

　侑斗はリビング近くの部屋のドアを開いた。

　そこは大きな窓から入る日差しがまぶしい広い洋室で、ベッドやサイドテーブルが置かれ、奥には小部屋が見える。

「奥のウォークインクローゼットに梨乃の荷物は入れておいた。今まで使っていた家具や電化製品は翔矢君と相談してほとんどを処分したし、うちの弁護士がマンションの契約解除の手続きを始めているから問題ない」

「はあ……」

「翔矢君が住むマンションも荷物の搬入は終わってるから安心していい。家政婦の吉よし川かわさんは料理上手な優しい六十代の女性だ。長くうちで働いていたんだが、年を重ねてそろそろのんびりしたいと言っていた時期に翔矢君の話を聞いて、がぜんやる気になったみたいなんだ。聞けばお孫さんと翔矢君が同い年らしい」

　部屋を案内されながら侑斗の言葉に耳を傾けるも、梨乃はこの展開についていけずにいた。

　午前中の検査で打撲と挫ざ傷しょう以外なにも異常はなく退院の許可が下りた。仕事の区切りをつけた侑斗が病院まで迎えにきたかと思うとさっさと入院費用の精算を済ませ、自分のマンションに梨乃を連れてきたのだが、どう考えてもこの流れはおかしい。

　梨乃は病院を出た後に押し込まれた車の助手席で何度も『入院費用はお返ししますし、自宅に帰してください』と訴えたのだが、結局こうして侑斗の自宅に連れてこられた。

　それどころか引っ越し業者が手配され、学校から帰宅した翔矢とともに自宅の整理があっという間に行われた。梨乃の荷物は侑斗のマンションに、そして翔矢も侑斗が所有する別のマンションに向かったらしい。同時にマンションを引き払う手続きも始められているようだ。

「疲れただろう、コーヒーでも淹れるから座ってろ」

　梨乃の手を引き部屋を案内していた侑斗は、リビングのソファに梨乃を座らせるとキッチンでコーヒーを淹れ始めた。

　しばらくの間その慣れた手つきと嬉々とした侑斗の表情をぼんやり見ていた梨乃は、ふと気づいたように立ち上がり、慌てて侑斗の傍らに立った。

「すみません。私が淹れます」

　梨乃は侑斗からコーヒーの粉が入った缶を受け取り、コーヒーメーカーにセットした。

　慣れない機械をぎこちない手つきで操作する梨乃を、侑斗はテーブルにもたれ、見守っている。

「あの、コーヒーカップは……」

　コーヒーのできあがりを待ちながら、梨乃はキッチンを見回した。

「ああ、食器ならここに全部入ってるから好きに使ってくれ。冷蔵庫も自由にどうぞ」

　侑斗は白い食器棚からコーヒーカップを取り出し、テーブルの上に置いた。

　そしてそのまま梨乃の腕を取ると、ゆっくり引き寄せた。

「というよりこの家はもう梨乃の家でもあるから、なにもかも気にせず使っていいし」

「え、あの、ゆ、侑斗さん」

　突然侑斗の顔が目の前に現れ、おまけに腰には侑斗の手が回されている。まるで抱き寄せられたような状況に、梨乃の体は固まった。

「さて、俺の婚約者の顔をじっくりと見せてもらおうか」

　侑斗は腰を落として梨乃の顔を覗き込んだ。

「婚約者って……あの、いったい誰のことですか？」

「お前のことに決まってるだろう。今さらなにを言ってるんだ」

　語気を強めた侑斗の言葉に、梨乃は目を丸めた。

「……あの、やっぱりおかしいです。この家が私の家っていうのも違いますし」

　侑斗に見つめられ、それまでぼんやりしていた心が一気に動きだす。

「いきなり私を自分の家に連れてくるし、荷物だって翔矢と勝手に処分して。いったいどうなってるんですか」

　昨夜から予想外の展開ばかりが続いて脳の働きが鈍っていたが、ここに来てようやく思考回路が通常運転を始めたようだ。本当なら、病院を出る前に聞いておくべきだった。というよりも、昨夜のうちに引っ越しなどしないときっぱり言っておかなければならなかったのだ。昨日まで住んでいたマンションが引き払われた後で抗議しても遅いとわかっているのだが、やはり納得できない。

「私、引っ越しをＯＫした覚えも、侑斗さんのこ、こん……婚約者……になったつもりもなくて。あの、どうして笑ってるんですか」

　梨乃は口もとを上げて楽しそうに笑う侑斗に顔をしかめてみせた。

「いや、文句も言わずにここまで連れてこられる梨乃も俺のものって感じでいいけど、ようやく昨夜のショックから立ち直ったみたいで安心した」

「俺のもの……」

　照れずにさらりと侑斗が口にした言葉に梨乃は後ずさるが、腰に置かれたままの侑斗の手がそれを阻んだ。

「そう、俺のもの。なんといっても婚約者だからな。こうして俺の手の中で守るし存分にかわいがってやる」

「えっと……あの。侑斗さん、私はいつあなたの婚約者になったんでしょうか。……ううん、やっぱり私、昨日の晩、倒れたときに頭を打って、どこかおかしくなったのかな」

　今朝の検査ではどこにも異常はなかったが、ＣＴでは見つけられない損傷が脳に残っているのかもしれないと、梨乃は不安を覚えた。

　うつむく梨乃の顔を覗き込み、侑斗は肩をすくめる。

「心配しなくても大丈夫だ。打撲の痛みとちょっとひどい擦り傷は残ってるが、そのうち治る」

「それはうれしいんですけど、やっぱりおかしい……」

「ああ。それと、梨乃がいつ俺の婚約者になったかというと……三カ月前でいいよな。六月七日の梨乃の誕生日に俺がプロポーズして、婚約」

「誕生日にプロポーズって、たしかに私の憧れだけど、でも」

　今年の誕生日にプロポーズされたなんて、まったく記憶にない。侑斗が梨乃の誕生日を知っているのも驚きだ。

　侑斗は梨乃の頬を手のひらでゆっくりとなでた。

「折原、俺の婚約者として一緒に暮らしてくれ。その代わり、翔矢君の生活のサポートはもちろん、予備校の費用と大学の学費も俺が用意する」

　やわらかな表情ながらもどこか硬い口調に、梨乃は仕事の指示を受けているように感じた。

　昨夜婚約者として一緒に暮らせと言われたとき以上に混乱し、うまく言葉が出ない。久しぶりに名字で呼ばれて距離も感じ、違和感を覚えた。

　そのとき、コーヒーメーカーがカチリと音を立てた。

「ちょうどコーヒーが入ったな。ゆっくり飲みながら説明するから、リビングで待ってろ。あ、話を聞いてからの反論と拒否権はないから、そのつもりで」

「また……」

　反論や拒否権どころか、梨乃はただ侑斗に強引に振り回されてばかりだ。

　今さら説明されたとして、梨乃が納得するしないにかかわらずきっと侑斗の思うがまま進められるのだろうと、すでにあきらめの心境だ。




「じゃあ、侑斗さんもあの写真を見たんですか？」

　飲んでいたコーヒーをローテーブルに置き、梨乃はラグに座っていた体を正した。

「そうだ。たぶん梨乃が見た写真と同じものだと思うけど」

　ソファに腰掛けている侑斗は、梨乃にスマホを差し出す。

「あ、これです。私が千紗……いえ、同期から見せられた写真です」

　侑斗のスマホには、この間、千紗に見せられたものと同じ写真が表示されている。

「ホテルの従業員たちに拡散された写真はほかにもあるんだ」

　侑斗はスマホの画面に次々と写真を呼び出した。そのほとんどは地下駐車場で撮られた写真だが、なぜか翔矢の面談の後カフェで向かい合っている写真まである。

「え、これってどうして」

　梨乃は侑斗の手から慌ててスマホを取り、呆然と写真を見つめた。ホテルで撮られるのならわかるが、どうして翔矢の通う高校の近くで写真が撮られたのかわからない。梨乃は不安を覚え、侑斗を見上げた。

「あのカフェに、Ｓ高の学生がいたのを覚えてるか？　その中に翔矢君を好きな女の子がいて、こっそり写真を撮っていたんだ」

「翔矢を好きな女の子……」

　驚く梨乃に、侑斗は「これなんていい写真だよな」とつぶやき、スマホに一枚の写真を呼び出した。

　それは梨乃の隣でカフェオレを飲んでいる翔矢。一応、梨乃と侑斗も写っているが、翔矢にピントが合っていて、まさにこれは翔矢が好きな女の子が撮った写真だ。

「この写真を撮った女の子のお姉さんがうちのホテルの従業員。妹のスマホをたまたま見て俺と梨乃に気づいたらしい。そして拡散だ。世間は狭いよな」

　おもしろがるように話す侑斗に、梨乃は眉を寄せた。

「そんな他人事みたいに言わないでください。じゃあ、駐車場の写真は誰が？」

「別の従業員。出先から帰ってきた経理部の女性が、俺たちに気づいて撮ったそうだ。諒太の秘書が写真の出どころを探ってわかった」

　梨乃は侑斗のスマホに写る写真をまじまじと見る。翔矢が侑斗の話に目を輝かせている、たわいもない写真。翔矢の隣に座る梨乃の横顔もはっきりと写っていて、ホテルの従業員が見ればすぐに誰だかわかるだろう。

「女性従業員たちを中心に写真が拡散されて、俺と梨乃が付き合ってるって噂が流れたんだ」

「こんな写真でデマが広がるなんて、信じられない」

　梨乃はスマホを侑斗に返し、肩を落としてうつむいた。

「このところやたら女の子たちからの視線が厳しくて仕事がやりづらかったんです。あ、侑斗さんは大丈夫ですか？　仕事に支障はないですか？」

　梨乃はハッとしたように顔を上げた。単なる従業員の自分でさえ周囲からの興味本位の視線に辟易しているのだ、侑斗の立場を考えれば自分以上だろうと心配になる。

　侑斗は肩をすくめると、ソファから下りてラグに座り直し、梨乃に並んだ。

「実は支障が出ているんだ」

　梨乃をまっすぐに見すえて話す侑斗の低い声に、梨乃は表情を硬くした。

「まさか女性たちから睨まれたり聞こえよがしに嫌みを言われたり、食堂に入った途端女の子たちから視線を向けられて居心地が悪かったり……それはないですね、さすがに」

　梨乃は思わず勢い込んで口にした言葉をごまかすように笑うが、侑斗はため息をひとつついた。

　侑斗は梨乃の肩を抱き寄せ「そんなにひどかったのか」と顔をゆがめた。そして体ごと梨乃に向き直り、詫びるように梨乃の頬を手のひらで包み込んだ。

　肩を抱かれた上に目の前には侑斗の顔、おまけに頬への刺激。梨乃は思わず息を詰めた。

「俺が気をつけるべきだった。諒太からこの写真を見せられたとき梨乃の様子が気になったんだけど、俺にもなにかと面倒なあれこれがあって出遅れたな。悪かった」

「面倒な？　やっぱり写真のせいで仕事に影響が？」

　侑斗との距離は変わらず近く気になるが、それよりも彼の言葉の方が梨乃は気になった。

「いや、この写真だけが理由じゃない。諒太が社長に就いて以来慌ただしいのもあるし本格的にフランスに進出する件もあって仕事に集中したいのに、このところ見合いの話がいくつも持ち込まれてわずらわしくて仕方がないんだ」

「え、見合い？」

　予想外の言葉を耳にし、梨乃の声は裏返った。

「そう。諒太が結婚してからはとくに多い」

　侑斗はわずらわしそうにつぶやきソファにもたれた。同時に梨乃の肩に回していた手に力を込め、ふたりの距離をぐっと縮める。

「白石の名前はよっぽど魅力的らしいな」

　侑斗は梨乃の顔を覗き込み、おもしろがるように笑った。

　肩を抱かれている緊張感も半端なものではないのに、吐息がかかるほどの近くに侑斗の端正な顔。そして甘やかな視線。梨乃はあまりの緊張感と居心地の悪さから少しでも距離を取ろうとするが、肩を抱かれている上に背中のソファが邪魔で動けない。

　仕方なく視線を逸らし、どうにか気持ちを落ち着ける。

「それは、そう、ですね。たしかに魅力的だと思いますが……お見合いですか」

　白石家の御曹司だ、お見合いの話が持ち込まれるのも当然だろう。相手の女性は白石家と釣り合いが取れた名家の女性が多いに違いない。

　梨乃は自分との立場の違いを突きつけられたような気がした。

　今侑斗は、梨乃が手を伸ばせば届く場所にいる。その距離の近さに錯覚し、現実を忘れていたのかもしれない。梨乃は胸の奥に鈍い痛みを覚えた。

「まあ、今までは実家に行く機会も減らして見合いの話は無視してたんだけど。この梨乃との写真を両親が目にして呼び出された」

「あ、きっとお叱りを受けたんですよね。すみません。あの日私がぶつからなければこんなご迷惑をおかけせずに済んだのに」

　見合いの話がいくつも持ち込まれているのだ、単なる従業員との写真が広まって侑斗の両親は気分を害したに違いない。梨乃はそれが申し訳なく体を小さくした。

「いや、その逆だ。両親は見合いを片っ端から断る俺には結婚する気がないかもしれないと気をもんでいたから、梨乃を希望の星だと言って期待してる。梨乃との結婚を本気で待ち焦がれてると言ってもいい」

　侑斗が口にした言葉が理解できず、梨乃は一瞬黙り込んだ。

「……で、でも、私は単なる従業員で、名家のお嬢様でもないし」

「お嬢様なんて、誰も望んでない。両親は俺が結婚するかもしれないという一点だけで大喜びだ。それに、諒太の秘書から梨乃の仕事ぶりや周囲からの評判を聞いて安心したらしい。絶対逃がすなって、すごい勢いで言われたよ」

　しれっと簡単に言う侑斗を、梨乃は呆然と見つめた。

「あの、早く誤解を解いた方がいいと思いますけど」

「いや、逆に助かった。梨乃と婚約すれば今後いっさい見合いの話が持ち込まれないだろうから、仕事に集中できる」

　侑斗の潤みがちな瞳の奥がきらりと光る。ゆったりとした笑みを浮かべた口もととも相まって、色気十分だ。梨乃は見とれそうになるのをこらえ、うつむいた。

　すると、そのタイミングを図っていたかのように侑斗は梨乃の体を抱き上げ膝の上で横抱きにした。

「侑斗さんっ」

　抵抗する間もなくいきなり横抱きにされ、梨乃は慌てて侑斗の首にしがみついた。

「梨乃、ここに婚約者として住んでほしい。まだ非公表だが、どうしてもうちが引き受けたい仕事があるんだ。それに集中したいのもあるから婚約は好都合。もちろん梨乃や翔矢君の生活は完璧にサポートする」

　侑斗は梨乃の顔を覗き込み、強い声で言い聞かせた。その口調はお願いするというよりも単に愛のない、互いにメリットのある打算的な婚約を迫っているようだ。梨乃は言葉を詰まらせ目の前の侑斗の顔を見つめた。侑斗によってすべてが決められるのは不安で納得できない部分もあるが、今さらもといたマンションには戻れない。だとすれば、結局、侑斗の提案に従うしかないのだろう。

「梨乃の生活を守るし大切にする。だから、今日から梨乃は俺の婚約者だ。いいな」

　侑斗は困りきって目を丸くする梨乃に笑顔を向ける。

　そして「婚約成立の証だ」とつぶやくが早いか、梨乃の額に優しく口づけた。




　侑斗と同居を始めて二週間が経ち、梨乃はようやくその暮らしに慣れてきた。

　ふたりとも仕事の帰りが遅く基本的には梨乃が食事の用意をするのだが、朝食はふたりで食べ夕食はそれぞれ帰宅してから食べようと決めた。けれど、梨乃は大抵侑斗の帰りを待ち一緒に食べている。

　同居初日は侑斗とひとつ屋根の下だと思うと緊張しなかなか寝つけなかったが、梨乃に用意された部屋の整理も終わった今は寝心地抜群のベッドに体をすべり込ませた途端夢の中。自分は意外に心臓が強いのかもしれないと、梨乃は感じている。

　ただ気がかりだったのは、初めてのひとり暮らしに苦労しているだろう翔矢のこと。

　けれど、その心配も杞憂だった。高校から徒歩十分という近さと侑斗の実家から通ってくれている家政婦との相性もよく、なんの不自由もないらしい。

　それだけでなく、侑斗はＫ大合格までもうひと踏ん張り必要な翔矢のために家庭教師まで派遣してくれていた。以前にも増して受験勉強に打ち込む翔矢を逞たくましく感じると同時に、梨乃は弟離れの時期なのかもしれないと、寂しくもあった。

　それにしても、梨乃はどうして侑斗がここまで自分たちのために動いてくれるのかわからない。

　見合い話を拒むのがそれほど難しいのだろうかと不思議に思うが、自分とはあまりにもかけ離れた世界で生きる御曹司にしかわからない苦労があるのかもしれないと、一応納得している。

　それに、今までの住居はすでに引き払われていて行くあてもない。

　こうなれば婚約者のふりをして侑斗のために力を尽くすしかないと、気持ちを切り替えた。

「婚約者っていうのがいまひとつピンとこないけど」

　終業後、梨乃は苦笑交じりにつぶやきながらロッカールームを後にした。

　スマホを見れば八時を過ぎている。毎日残業が続いているが、今日はまだ早い方だ。

　夕食の段取りを頭の中で考えながらエレベーターを待っていたら、スマホが震えるのに気づいた。画面を見れば侑斗からメッセージが届いていた。

【仕事は終わったか？】

　梨乃はちょうど来たエレベーターに乗り込みながら返信する。

【お疲れ様です。今から帰ります。夕食の用意をしておきますね】

　侑斗の実家から定期的にやって来る家政婦の橋はし田だ澄すみ子こが補給してくれた食材を使って調理するのだが、これまで梨乃には手が出せなかった高価な食材も多く、そのたびネットで調理の仕方を検索したり澄子に尋ねたりしている。

　食材だけでなく有名店の高級スイーツが大量に入っている日もあり、自分と侑斗の生まれの違いを実感する毎日だ。

　エレベーターが一階に着いたとき侑斗からの返事が届いた。

【俺も終わったから夕食を食べて帰ろう。ホテルのロビーで待っていてくれ】

「え、ロビーって……」

　梨乃はエレベーターから降り、メッセージを何度も読み返した。ホテルで待ち合わせるのはまずくないだろうか。ただでさえ拡散された写真のせいでふたりの仲が噂されているのだ、もしも従業員に見られたら、一気に噂が広まるに違いない。

　梨乃はホテルから離れた場所で待とうと思い、従業員用の出入口へ足を向けた。

「梨乃」

「あ……侑斗さん」

　ちょうどロビーに降りてきた侑斗が梨乃に向かって歩いてきた。

「今日は早く終わったんだな。梨乃の手料理は捨てがたいけどたまには外食もいいだろう」

　侑斗は梨乃の前に立ち、周囲に聞こえるのもかまわずそう言って梨乃の腕を掴んだ。

「あ、あの侑斗さん」

　ロビーには従業員の姿もあり、ふたりの様子を気にかけている。

　梨乃はそっと侑斗から離れた。

「ここで待ち合わせはまずいですよ。またとんでもない噂が広まります」

「噂？　気にしなくていい。それより今日はおいしいものを食べにいこう。あ、梨乃の手料理も絶品でおいしいぞ。ただ、忙しい中毎日作るのも大変だろうしたまにはゆっくりしてほしいんだ」

　侑斗はそう言いながら歩みを進める。それも従業員出入口に向かわず、ロビーの真ん中を突っきっている。宿泊客や従業員とすれ違いながらも堂々と歩くうしろ姿を見ながら、梨乃は引きずられるようについて歩く。

「侑斗さん、あの、絶対にまずいです。それに私たちになにかあると誤解を招くような言葉は避けた方がいいです」

　引きずられながら梨乃が必死で言い聞かせても、侑斗に立ち止まる気配はない。

　それどころか梨乃の腕を掴んでいた手をそのまま腰に回し、ぐっと引き寄せた。

「……ゆ、侑斗さん」

　突然抱き寄せられた梨乃は、周囲の目が気になりうつむいた。視線の端にちらりと見えたのは、梨乃が侑斗の車に乗り込む写真を拡散させた経理部の女性だ。

　千紗の言葉通り侑斗を気に入っているようで、梨乃に鋭い視線を向けている。

「どうした？　ああ、彼女か。なにがあっても俺が守るから大丈夫だ、婚約者として堂々としてろ」

「そう言われても……それに婚約者っていうのもご両親に対してだけの――」

「なにを言ってるんだ。ここでも梨乃は俺の婚約者だ」

「……は？」

　思ってもみなかった言葉に、梨乃の足もとがふらついた。

「大丈夫か？　疲れてるならこのまま家に帰ってゆっくりしてもいいぞ。なにか買って帰ってそれを食べてもいいし」

「侑斗さん……」

　決して小さくない侑斗の声に梨乃は顔をしかめた。ふたりの様子を遠目から見ていた経理部の女性の耳にも今の侑斗の言葉は届いたはずだ。それどころかロビーにいる従業員たち皆が聞いていたに違いない。

　梨乃と侑斗が一緒に暮らしていると想像できる意味深な言葉。

　梨乃と侑斗の新たな噂が早々に広まるに違いないと、梨乃は不安を覚えた。

「で、どうする？　まっすぐ帰るか？　俺としては普段家事をがんばる梨乃の慰労を兼ねてごちそうさせてほしいんだけどな」

　軽い口調で言葉を続ける侑斗に、梨乃は小さく息を吐き出した。

　侑斗の思うがままに同居も婚約も決められてきた。梨乃の意思が反映されたものなどないに等しい。

「じゃ、食べて帰りましょう。侑斗さんおすすめのとんでもなくおいしいもの、ごちそうしてください」

　今さら梨乃がなにを言っても侑斗は自分がしたいように動くのだ。もう、それに従うしかない。

　こうなったら舌が肥えている侑斗のおすすめをごちそうしてもらおうと、梨乃は決めた。




　それから一時間後、梨乃は生き生きとした表情で箸を動かしていた。

「このチャーシュー、絶品だろ？」

「はい、今まで食べた中で一番です。味がしっかりしみていてとろけそうにやわらかくて最高です。おまけに煮干しベースのスープ。替え玉をお願いしてまだまだ食べたいくらいおいしい」

　梨乃は弾む声をあげながら器を両手で抱え、スープを味わった。

「まさしく、とんでもなくおいしいものですね、このラーメン」

　再び箸を動かす梨乃を横目で見ながら、侑斗も頬を緩める。

　ホテルを出たふたりは、侑斗が贔屓にしているラーメン店にやって来た。

　そこは白石ホテルからタクシーで十五分ほどの住宅街の片隅にある店で、侑斗の大学時代の友人夫婦が営んでいた。

　侑斗おすすめの店だと聞いたときには、どんな高級料理店に連れていかれるのだろうかと梨乃はドキドキしたが、意外にもラーメン店だった。

「二号店を出すならうちのホテルにしろよ。毎日でも食べにいく」

　侑斗は箸を動かす手を休め、カウンターの向こう側の店長に声をかけた。

　店長の中なか村むらは、笑うと目がなくなる優しい雰囲気の男性だ。黒いコックコートがよく似合っている。

　店内の八人掛けのカウンターとテーブル席四つはすべて満席で、てきぱきと動く中村の妻も忙しそうだ。

「やだよ。あんな高級ホテルに泊まるようなお偉い方の口には合わねえだろうし、外国からの客も多いんだろう？　無理無理」

　中村はスープが入った大鍋をかき混ぜながら、あっさり笑い飛ばした。

　中村の言葉を聞いて、侑斗は苦笑する。

「Ｋ大を首席で卒業して官僚の道もあったのに、ラーメン店の店長だもんな。男前すぎて尊敬するよ」

　肩を揺らして笑う侑斗に、中村も肩をすくめている。

「あ、梨乃さんだっけ、替え玉と煮卵をサービスするよ。強引な侑斗に振り回されて疲れてるよな」

「え、いいんですか？　ありがとうございます」

　突然話しかけられ、ふたりの話に耳を傾けていた梨乃は慌てて答えた。

「おい、否定しろよ。俺が強引なのは認めるけど、振り回してないだろ」

「自覚がないんですか？」

「な、俺はただ、梨乃が心配で――」

　本気で振り回していないと思っていたのか、侑斗は目を丸くした。しばらくの間なにか言いたげにしていたが、ふっと肩の力を抜き小さく笑った。

「……いや、いい。たしかにこのところ梨乃に関しては強引だったよな」

　侑斗は梨乃のグラスにビールを注ぐと、ちらりと中村に視線を向けた。

「俺にも替え玉と煮卵」

「はいはい」

　侑斗の言葉をあらかじめ予想していたのか、中村はすぐに替え玉と煮卵を用意した。

「じゃ、ゆっくり食べてくれ」

　中村はそう言って仕事に戻った。

「その煮卵もうまいぞ。ここに来たらこれを食べずには帰れない」

　まるで自分の功績のようにそう言って、侑斗は煮卵をれんげですくった。

「ほら、梨乃も早く食べろ。スープに合うし絶品の半熟加減。最高だぞ」

「あ、はい」

　侑斗の視線に促され、梨乃も煮卵を口にした。その途端、口の中にじわりと旨味が広がった。言葉を失い侑斗を見ると、梨乃の反応に満足したように笑っていた。




　ラーメンを食べ終えた梨乃と侑斗は、駅までの道のりを並んで歩いていた。大きな家が建ち並ぶ住宅街には街灯も多く、夜十時を過ぎてもかなり明るい。

　十月に入り夜は少し肌寒さを感じるがラーメンで温まった体にはちょうどよく、ビールのおかげでほろ酔い気分。

　梨乃はきょろきょろと周囲に気を配りながら、侑斗から遅れないよう歩を速めた。

「店長さん、Ｋ大でラーメンの研究をしていたなんてびっくりです」

「Ｋ大に脳の研究の中でも味覚に関して有名な教授がいて、その人から学びたいという思いで地方から出てきたんだ。最初はどこまでラーメン好きなんだよってあきれた」

　当時の出来事を思い出したのか、侑斗はくすくす笑う。

「でも、ひとつの目標に向かって突き進むって素敵ですね。おかげでこうしておいしいラーメンが食べられて幸せな気持ちになれる。世のため人のためですね」

「大げさだな。だけどたしかにあれだけ客が来るんだから、世の中に役立ってるんだろう。一点集中ってのはすごいと思うよ」

　梨乃は侑斗が人を褒めるのを初めて聞いたような気がした。

　同居が始まって以来その押しの強い性格と自信あふれる言葉ばかりを耳にしていたが、中村に一目置いているとわかる今の声音にはそれ以外のなにかが感じられた。

「中村と翔矢君、似てるんだ」

「翔矢が……ですか」

　突然翔矢の名前が出て、梨乃は首をかしげた。似ていると言われても、ふたりの共通点が思い浮かばない。

「あいつの実家は経済的に苦しくて、奨学金でＫ大に通ってたんだ。だけどラーメンのために勉強を続ける姿はたとえ生活が苦しくても幸せそうで、生き生きしてた。そういうところ、医者を目指して勉強に励む翔矢君と似てる。俺にはできなかったからうらやましいな」

　思いがけず口を突いて出たような最後のひと言が、静かな住宅街に響いた。

　人をうらやむ侑斗の姿を見るのはこれが初めてで、その言葉に梨乃はハッと動きを止めた。

　侑斗の生まれを考えたら、自分の思うがままに未来を決める自由はなかったのだろうと梨乃は思った。

「なにか、目指していたものはあったんですか？」

　なにも気づいていないふうを装い問いかける。

「とくになかったな。諒太を支えて白石ホテルを魅力的なホテルにするという未来しかなかったし」

　あっさりと言いきった侑斗の表情は明るく、それを悲観している様子は見えない。今となればすべてふっきり現状を楽しんでいるのだろうと察し、梨乃はホッとする。

「だったら、侑斗さんは白石ホテルに一点集中ですね」

　白石ホテルという誰もが知る高級ホテルの創業家の御曹司。たとえ生まれたときから将来を決められていたとしても、梨乃はホテルのために力を尽くす侑斗の姿を何度も見ている。

　その姿は遠目から見ても頼りがいがあり、ホテルの未来を託すにふさわしい存在感があった。

「実は侑斗さんがホテル経営を仕切ってるという話は何度も耳にしてますし、侑斗さんは白石ホテルが大好きですよね。忙しくても毎日楽しそうだし」

　梨乃は角を曲がる侑斗から遅れないよう、歩みを速めた。ふたりの影が重なり歩道に長く伸びている。

「仕切ってるのは社長の諒太だ。俺は諒太が望む方向に地ならしをしてるだけ。諒太の意図を汲み取って先手を打つのが仕事だ。だからといって社長になりたいわけじゃないから誤解するなよ」

　ゆったりと笑いながらそう言ったかと思うと、突然侑斗は真面目な表情で梨乃の手を取った。

「悪い。早く気づけばよかったな。夜道が怖いんだろ？」

「え、あ……」

　梨乃は口ごもりうつむいた。侑斗の大きな手に包まれた自分の手が目に入り、体の中から力が抜けるのを感じた。

「周りを気にして落ち着かないし、俺のそばから離れようとしない。またひったくりにでも遭うのが怖くて落ち着かないんだろ？」

「あの。自分では気にしないようにしているつもりなんですけど、やっぱり夜道は怖いかも……」

　あまり深刻にならないよう笑みを浮かべるが、実のところ梨乃は夜道でなくても暗い場所にいると不安を覚えるようになっていた。

　こうして侑斗のそばにいても、無意識に辺りを気にしながら歩いている。

「大丈夫だ。なにかあったらちゃんと守る。安心しろ」

　守るとか安心しろとか。侑斗の優しい言葉が耳もとに響き、梨乃は泣きそうになるのを隠して笑顔を向けた。

「まだ体に少し傷跡はありますけど痛みはなくなったし。そのうち夜道も平気になると思います。それに、あのときはぼんやりしていた私も悪いから」

「平気になってどうする。いや、怒ってるわけじゃない。……泣きそうな顔をするな」

　こらえたつもりが、泣きたい気持ちは隠せていないらしい。梨乃はくしゃりと顔をゆがめた。

　侑斗は梨乃のその顔を見るや否や、掴んでいた梨乃の手を引き寄せ抱きしめた。

「あ、あの侑斗さん……？」

　突然、侑斗の胸に押しつけられ身をよじるが、侑斗は梨乃の肩に顔をうずめるように体をかがめ、大きく息を吐き出した。

「俺も、梨乃を病院に搬送するって警察の人から伝えられたときの衝撃はまだ覚えてる。だから梨乃に電話をかけるときは今も緊張するし、梨乃が出たらホッとする」

「そんな、あの、ごめんなさい」

「謝るな。悪いのは梨乃にケガをさせたあの男だ。ぼんやりしていたかもしれないが、梨乃は悪くない」

　侑斗がさらに強い力で梨乃を抱きしめた。

「今のマンションは駅から徒歩一分で安心だろ」

「はい。暗いどころかにぎやかで明るくて。全然怖くないです」

「そうか」

　侑斗はそれからしばらくの間、梨乃を安心させるように抱きしめていた。

　規則正しい侑斗の鼓動が心地よく、不安混じりの梨乃の心も次第に落ち着いていく。

　ふと、侑斗が気に入っているのだろう柑橘系の香りを感じた。

　いつ誰が通ってもおかしくない住宅街のど真ん中。こんな場所で抱き合うなんて恥ずかしすぎる。それでももうしばらくこのままでいたいと、梨乃は侑斗の胸の中でその香りに身を委ねた。

「おなかがいっぱいで眠いのか？」

　侑斗が優しく体を離し、梨乃の顔を覗き込んだ。

「大丈夫です。まだ眠くないです」

　目の前に侑斗の端正な顔が現れ、梨乃は視線を揺らし口ごもる。

「駅前でタクシーに乗ろう。あ、家の近くの店でワインでも買って、ふたりで飲み直すか？」

　侑斗は梨乃の背中を押しながら、駅に向かって再び歩き出す。

「ワインならセラーにたくさんありましたけど、また買うんですか？　もったい……」

　もったいないと続けそうになり、梨乃はハッと口を閉じる。侑斗の生活にそんな言葉は似合わない。地味でつつましい生活を送ってきた自分とは違うのだと、梨乃は自分に言い聞かせる。

「あ、でも。侑斗さんの家の近くには素敵なお店がたくさんあって楽しそうですね。私にはなじみがないからよくわからないけど、外から眺めるだけでもワクワクします」

　うわずった声で顔を上げると、侑斗のやわらかな視線と絡み合った。

　背中に置かれた侑斗の手がいっそう熱くなったようで、梨乃の頬も同じくらい熱を帯びる。

「俺の家は、梨乃の家だ」

「……え、でも」

　侑斗のきっぱりとした口調に、梨乃は戸惑った。単なる居候の身で自分の家だとはどうしても思えない。

「マンションのコンシェルジュも梨乃は俺の婚約者だと理解してる。気を使わずに過ごしてほしい。あ、休みの日にでも俺が気に入ってる近所の店に連れていくよ」

「また婚約者って……。ご両親以外に広めたら、後々ややこしくなると思うんですけど」

　梨乃はこれまでとは違う意味で泣きそうな顔をし、ぶんぶんと首を横に振った。家族以外の人にまで誤解を招くような言葉は口にしない方がいい。

「コンシェルジュさんならまだいいとしても、さっきもホテルの従業員がいるのに私たちの関係が誤解されるような言葉を連発してましたよね。あれは……困ります」

　ただでさえ女性従業員たちからの嫉妬交じりの視線に辟易しているというのに、これ以上誤解が広がれば仕事に影響が出る可能性もある。

「侑斗さんにこれ以上の迷惑をかけたくないですし」

　梨乃の足取りが次第に重くなり、侑斗は立ち止まった。

「なにかあれば俺が守るし、うちの弁護士にも動いてもらうから安心しろ」

「弁護士……」

　梨乃の生活にはなじみのない言葉だ。改めて自分はこの先侑斗とうまくやっていけるのだろうかと心細くなった。

「弁護士が入るような大ごとになれば、うちの両親がしゃしゃり出てきて梨乃と早く結婚すればいいって説教しそうだな。まあ、それもいいか」

「よくないです。そんな誤解の上塗りばかり……」

　現実味のない話を続ける侑斗に慌てた。たしかに侑斗の婚約者のふりをする約束はしたが、それは侑斗が見合いを断る理由づくりにすぎない。侑斗の両親に嘘をつくというだけでも気が重いというのに、それ以外の人まで巻き込むのは契約外だ。

「同居しているのが公になると、それこそ大騒ぎになります」

「そのときはそのときだ。俺がなんとかする。梨乃はなにも心配しなくていい」

　目の前の侑斗は平然としていて落ち着いている。よく見れば口もとに笑みを浮かべていて楽しそうだ。

「あ……」

　さっきの言葉は冗談だったのだ。梨乃はホッとする反面寂しさも感じた。

　まさか自分のような単なる従業員が侑斗と結婚できるわけがない。今は単に侑斗が仕事に集中できるよう婚約者のふりをしているだけだ。

　梨乃は心の中で自分にそう言い聞かせた。

「帰りましょう。今日はなんだか疲れました」

　仕事の忙しさに加えて侑斗との新しい生活だ、慣れつつあるとはいってもまだまだ気を張っている部分も多い。

「この先、大丈夫かな」

　駅に向かう途中、思わず口を突いて出た梨乃の言葉に、傍らの侑斗は「考えすぎるな」と軽やかな言葉で答えた。あまりにもあっさりとした声に、梨乃は侑斗の真意が掴めず、さらに気が重くなった。

「悪いな。だけどもう、逃げられないぞ」

「ま、また……冗談ばかり言わないでください」

　自分は侑斗に求められていると誤解しそうな甘い声に、梨乃は唇を噛みしめた。




　その後家に帰ってからも、これまでになく梨乃は侑斗を意識していた。

　同居が始まってから二週間、朝夕の食事をともにし、たまに酒を楽しむ時間があるにはあれど、連日仕事を持ち帰る侑斗は深夜まで仕事を続け、ふたりの関係が変化する気配はなかった。

　新しい生活に梨乃が早く慣れるようにと気遣いながらも、互いの生活に必要以上に踏み込まないよう侑斗から一定の線を引かれているように感じていた。

　仲のいい同居人、とでもいうような空気の中、梨乃は侑斗との暮らしになじんでいったのだが。

　今夜帰り道で侑斗に抱きしめられ、梨乃はそれまで保っていた距離があっという間に崩れたような気がした。

　そして今夜侑斗と同じ部屋でどう過ごせばいいのだろうと悩み、そわそわしていた。

　単なるふりだとはいえ、自分は侑斗の婚約者として同じ家で暮らしている。その事実に今さらながら気づき、タクシーの中でも黙り込んだまま緊張していた。

「どうした？　疲れたか？」

「え、えっと、大丈夫です。おいしいラーメンを食べたので疲れは取れました」

　梨乃は侑斗の視線にどぎまぎし、リビングのソファにバッグを置いていそいそとキッチンに向かう。

「お茶でも淹れますね。あ、ワインの方がいいですか？」

　侑斗を意識しているのを悟られたくなくて、明るい声で尋ねた。

「そうだな。この間諒太が持ってきたワインでも開けるか」

　侑斗はリビングの片隅にあるワインセラーを覗き、楽しげに選び始めた。

　明日も仕事でそれほど夜更かしはできない。おまけに侑斗を意識して疲れている。

　早く休んだ方がいいとわかっていても、もう少し侑斗と一緒にいたい。

　梨乃は慣れない感情に振り回されながらも、甘いなにかを期待している自分を持てあます。

　こんなとき、どんな顔をすればいいのだろう。

　経験のなさにがっかりし、梨乃はこれまでの自分を後悔する。

「あの、なにか食べるものでも用意しますね」

　気持ちを切り替えようと冷蔵庫を開き、目についたフルーツトマトを取り出した。

　ひとまず料理をしながら落ち着こう。

「カプレーゼはどうですか？　あ、キッシュがありますけど食べます？　えっ」

　冷蔵庫の扉を閉めて振り返ると目の前に侑斗が立っていた。

　なんの気配も感じなかった梨乃は、その近さに驚き慌てて距離を取った。

「悪い。……もしかして、まだ怖いか？」

　侑斗はすっと梨乃から離れた。腰をかがめ、梨乃に探るような視線を向ける。

　その真剣な眼差しにたじろぎ、梨乃は首をかしげた。

「怖いって、あの？」

　侑斗を怖いと思う理由などないのだが、目の前の侑斗を見れば、冗談を言っているようでもない。

「侑斗さんが怖いなんて、ありえません。……強引で振り回されてますけど」

　梨乃のつぶやきに、侑斗は苦笑した。

「最後のひと言は余計だ。だけど、怖くないならそれでいい」

　安堵する侑斗の声に、梨乃は眉を寄せた。

「どうしてそんなふうに思うんですか」

「いや。俺というよりも、男が怖いだろうと思って。あの日以来、夜道だけでなく暗い場所が苦手だと言ってたし。帰りのタクシーの中でも難しい顔で黙り込んでただろう？」

「あ、それは、その……」

　梨乃は目を泳がせた。

　今夜侑斗との関係がどうなるのだろうと想像してなにも話せなかったとは、まさか言えるわけがない。

「別に、難しい顔をしていたわけではなく、いろいろ考えていて……えっと、気にかけていただくほどではないので」

「いろいろ？」

「そうです、いろいろ。えっと、今日のラーメンはおいしかったな、今度は翔矢も連れていってあげたいなとか、いろいろです。たしかに暗い場所は苦手ですけど、侑斗さんは怖くないですし、それに今日は侑斗さんがいてくれたから安心できたし」

　梨乃はそう言ってごまかし、乾いた声で笑った。

「……そう言うのならそれでもいいけど」

　梨乃の言葉を疑うような視線を向けつつもそれ以上なにも聞かず、侑斗は梨乃の手からトマトを取り上げ、傍らのカウンターに置いた。

　同時に、すっと梨乃との距離を詰める。

「怖くないなら、これも大丈夫か？」

「え……？」

　侑斗の明るい茶色の瞳が一瞬で深みを帯びた。切れ長の二重が鋭さを増し、梨乃を射るように見つめる。

　部屋の空気がいきなり濃密なものに変わり、梨乃は息苦しさを覚えた。

「あの日の恐怖を思い出させたくなくて、近づきすぎないように気をつけていたんだけど。そろそろ、いいか？」

「いいって、なにが……？」

　侑斗はくすりと笑い、じりじりと梨乃を冷蔵庫の扉に追いつめた。

「俺がこうして近づいても、怖くないんだよな？」

「は、はい……。怖くないです」

　怖くはないが心臓の動きが速すぎて苦しい。それでもこの場から逃げたいとは思わない。

「だったらそろそろ婚約者として梨乃をかわいがってもいいよな」

「私は婚約者……じゃありません、ひゃっ」

　侑斗が互いの額を合わせ、ぐりぐりと押さえつけた。

「だったら婚約者だと自覚させるまでだ。今まで遠慮してたが、俺が怖くないならその必要はないよな」

　侑斗の手が梨乃の髪を掴み、その手触りを楽しむ。額は変わらず重なったままだ。

　梨乃は少しでも距離を取ろうとするが、背中の冷蔵庫に邪魔され、逆にいっそう侑斗が近づいてくる。視線を避けるように顔を横に向けるが、侑斗の吐息が頬にかかり鼓動が激しくなるばかり。

「あの、私は……ただ婚約者のふりを。ご両親がお見合いをあきらめるためにって……」

　まともに侑斗の顔が見られず薄く目を開けて力なくそう言っても、侑斗はくすりと笑って取り合おうともしない。梨乃の手を掴んで動きを阻む。

「侑斗さん、どうして……？」

　全身で侑斗の体重を感じ、梨乃は足もとから力が抜けてくずおれそうになる。それに気づいた侑斗が梨乃の腰を支えて抱き寄せた。

　飛び込むように侑斗の胸に預けた梨乃の体が一気に熱を帯びた。

「婚約者のふりというのが気になるか？　だったら――」

「あ……」

　梨乃の耳もとをくすぐるような侑斗の甘い声が突然途切れ、梨乃と侑斗は顔を見合わせた。リビングからスマホの着信音が聞こえてきたのだ。

「悪い。仕事の電話だ」

　侑斗は天井を見上げいら立つ声でそう言うと、梨乃を連れてリビングに戻った。

「長くなると思う。先に風呂に入って、待たずに寝てくれていいから」

　侑斗はそれまでとは打って変わった落ち着いた声でそう言うと、ローテーブルに置かれていたスマホを手に取った。すでに表情も仕事モードに切り替わり、甘さの欠片かけらも見あたらない。

　梨乃はまだふらつく足をかばうようにソファに腰を下ろした。

　今の今まで侑斗は梨乃を胸に抱き含みのある言葉を連ねていたというのに、電話ひとつであっという間にスイッチが切り替わった。

「もしもし、あ、回答が来たか？」

　侑斗はスマホを耳にあて、冷静な声で話し始めた。日付がそろそろ変わる頃だというのに誰と話をしているのだろうと、梨乃はぼんやりと侑斗を見上げた。

　梨乃の傍らに立ったまま、時折厳しい声で指示を出している。その姿は凛々しく、きっぱりとした口調からはいっさいの迷いも感じられない。

　巨大ホテル創業家の御曹司。わかってはいたが、梨乃はそれを実感した。

　こうして同じ部屋にいても、侑斗と自分にはなんの共通点もないと改めて感じ、胸が痛んだ。

　うつむいた梨乃の頭を、侑斗がくしゃりとなでる。

　ピクリと体を震わせた梨乃の頬に、侑斗の唇が触れた。

「あ……」

　慌てて両手で頬を押さえる梨乃をくすりと笑い、侑斗は難しい話を続けながら自分の部屋に入っていった。よっぽど重要な案件のようで、部屋に入る間際に見えた横顔は、これまでになく強張っていた。結婚式や競合という言葉が聞こえたが、どういう話をしているのかまったくわからない。

　なんのサポートもできない自分のふがいなさをもどかしく思いながらも、ホテルの中枢で扱う仕事に触れるのもなんだか怖い。

　結局、自分は単なる偽物の婚約者。こうして侑斗から距離を置かれても仕方がない。

「あ、だけど、侑斗さんはさっきなにを言おうとしてたんだろう」

〝婚約者のふりというのが気になるか？　だったら――〟

　電話がかかってくる直前に侑斗が言いかけた言葉が気になった。

　梨乃を冷蔵庫に押しつけ、強い視線で動きを阻んでいた。なのにそれは夢だったのかと思うほど、あっという間に自分の部屋にこもった。

「はあ……」

　どうすれば侑斗に振り回されずに済むだろう。

　侑斗と出会って以来がらりと変わった日々を思い返し、梨乃は肩を落とした。

「でも……」

　梨乃は思い直す。

　侑斗は同居を始めて以来、必要以上に梨乃の生活リズムに立ち入らずほどよい距離感で気を配ってくれていた。おかげで梨乃は徐々に心地よさを感じ始めていた。

　それに、予想していた以上に侑斗は忙しく帰宅後も毎晩遅くまで仕事をしている。

　時差のある海外との打ち合わせで流暢に英語を話す横顔に見とれて家事が手につかなくなったりもしたが、別々に過ごす時間が多いおかげで必要以上に侑斗を意識せずに過ごしてきたのだ。

　けれど今晩、侑斗はこれまでとは別人のような表情を見せ、思わせぶりな言葉で梨乃を追いつめた。それなのに、電話一本であっさりと背を向けた。

　梨乃はその後、熱い湯船の中でも考えるのは侑斗のことばかり。ふと気づけば体中が真っ赤でのぼせる寸前。慌てて入浴を終え、冷たい水で体と頭を冷やした。

　少し開いていたドアの隙間からそっと侑斗の部屋を覗くと、侑斗は着替えもせず難しい顔でパソコンに向かっている。

　よっぽど大変な状況なのかもしれないと思い、梨乃はなにも言わず自分の部屋に戻ってベッドにもぐり込んだ。

　毛布にくるまり、自意識過剰な自分に苦笑する。

「まさか侑斗さんとなにかが起こるなんて、考えるだけ無駄なのに」

　今夜、侑斗は気の置けない友人の店でラーメンが食べたかっただけに違いない。たまたま時間が合った梨乃をそこに連れていっただけ、それだけだろう。

　夜道や暗い場所を怖がる梨乃を心配してくれたのも、ひったくりに遭った直後の梨乃を知っているからに違いない。そこに特別な感情などないと、落ち着いて考えればわかるはずなのに。

「恥ずかしい……」

　どこまで自分は侑斗を意識していたのだろう。梨乃はあまりにも恥ずかしくてベッドの中で体を丸めた。

　その途端、侑斗の胸の中で感じた柑橘系の香りを思い出した。

　暗い夜道に落ち着かない梨乃を抱きしめた侑斗の腕の感触もよみがえる。ときどきジムに通っているだけあって服の上からでも容易にわかる逞しい体。

「頼りがいがありそうだったな……やだやだ、忘れなきゃ」

　梨乃は思い出してはドキドキする自分を持てあまし、寝返りを打っては落ち着こうとしたがうまくいかず、明け方近くまで抱き枕を胸に抱えて悶々とした。

　梨乃は再びこの先やっていけるのだろうかと不安を覚えたが、〝逃げられないぞ〟と言った侑斗が見せた優しい眼差しが浮かび、思いがけず胸が高鳴った。










第三章　正真正銘の婚約者




　優しい日差しが揺れる秋。

　週末ともなれば、白石ホテルのチャペルでは何組ものカップルが結婚式を挙げる。

　彩り豊かな花が咲き誇る庭に建てられたチャペルは、荘厳なステンドグラスが有名だ。ブライダル雑誌の特集に何度も取り上げられ、白石ホテルといえばステンドグラスというイメージもできあがっている。

　そして、梨乃が提案したチャペルの中でステンドグラスを背に前撮りできるというブライダルプランがヒットし、今も一年先まで挙式の予約が入っている。

　これ以外にも梨乃はいくつものイベントの企画でヒットを出し続け、上司からの評価も高い。

　今日も〝チョコレートづくしのティータイム〟の打ち合わせが続いていて、女性課長の塩しお森もりとリーダーの梨乃を含む担当者六人と部長の木きの下したが意見を交わしている。今年五十歳を迎えた木下は、入社以来いくつもの部門を歴任したためホテル内で顔が広い。男性が多い職場ではあるが、梨乃を始めとする部内の女性たちの意見にも熱心に耳を傾けてくれる、梨乃にとっては尊敬すべき上司でもある。

「最近はスイーツ好きを公言する男性が増えてるから、ボリュームのあるものをあと数点加えてもいいと思うんです。パフェの器をひと回り大きくしたり、チョコレートケーキをホールごと提供するとか」

「えー、僕は絶対に無理ですよ。チョコレートなんてひとかけ食べるだけで精いっぱい。甘いものは基本的に苦手なんで」

　梨乃の提案に眉を寄せて首を横に振る後輩の小お野のに、梨乃は苦笑した。

「小野君の好き嫌いは聞いてないから。自分の好みを企画に影響させるなんて論外。世間の流れをフラットに考えなきゃ、いい企画は作れないよ」

「わかってます。でもチョコレートケーキをまるごとなんて、考えただけで胸やけがします」

　小野は手もとの企画書に目を通しながら「無理無理」とつぶやいている。

「小野の好みはさておき、男性の好みを取り入れるのはいいんじゃないか？」

　部長の木下の声が、会議室に響いた。

「ターゲットを女性同士で訪れるお客様に絞ると集客に限界があるからな。恋人同士や男性同士でも楽しめるラインナップを考えた方がいい」

　その意見には梨乃も賛成で、フェアの会場となるレストランの内装を一部変更し、男性でも足を踏み入れやすい落ち着いたものにしようと考えている。食器も洋食器ではなく和食器を使い、味覚も視覚もシックにまとめるつもりだ。

「じゃあ、来週の打ち合わせまでに、今折原が提案してくれた男性にも受け入れられるスイーツの具体案、大丈夫か？」

「大丈夫です。レストランの料理長とパティシエたちにもアイデアを伺ってみます」

　梨乃は木下に答えながら手もとの資料を片づけた。

「すみません。そろそろ来客があるので、今日はここで終わらせてください。あ、小野君早めに議事録作って回してね。企画の経過はのちのち役立つから正確に」

　席を立ちながら、梨乃は隣の小野に声をかけた。

「わかってますよ。毎回言われなくても大丈夫です。僕ってまるで出来の悪い弟みたいじゃないですか」

　拗ねた口ぶりで目を細める小野に、梨乃は小さく笑った。

「弟なら出来のいい男前がいるから間に合ってる。じゃあ、よろしくね」

「弟なんて、そのうちお姉さんの手を離れて独り立ちするんですよ。いい加減弟離れして自分も恋人を見つけて……あ、恋人といえば侑斗さんとは実のところどうなんですか？」

「どうって……」

　それまでののらりくらりとした様子から一変、小野は前のめりで梨乃に問いかけた。ホテル内で梨乃と侑斗の関係が噂になっているが、面と向かって聞かれたのは初めてだ。心なしか同僚たちの視線がいっせいに自分に向けられたようで、梨乃は口ごもる。

「おい、個人的な話を業務中に持ち込むな」

　木下のあきれた声に、小野は「でも、気になりません？」と懲りない笑顔を梨乃に向けた。

「白石家の御曹司、それも若手最後の独身男性ですよ。いざ折原さんと結婚となればすごくないですか？　それこそ玉の輿、シンデレラストーリーの体現ですよ」

「小野君……玉の輿なんてそんな……」

　梨乃は小野の言葉を否定しようとしたが、ふと言い淀み口を閉じた。

　侑斗と結婚して玉の輿に乗るなどあり得ないが、侑斗の両親は梨乃が侑斗の婚約者だと信じている。侑斗の父親が従業員たちの噂からそれが事実ではないと知れば、侑斗が困るに違いない。

　とっさにそう考えた梨乃は、はっきり否定できないまま曖昧な笑みを浮かべた。

　小野はそれに敏感に反応した。

「え、折原さん、やっぱり侑斗さんとは」

「えっと、急ぎますので」

　梨乃はこれ以上小野や同僚たちから突っ込まれても困ると、慌てて資料を手にした。

「しばらく来客室にこもります。お先に」

「え、折原さんっ」

　いそいそとその場を後にする梨乃の背を、同僚たちが興味津々な目で見送っていた。




　梨乃は来客との打ち合わせを終えても来客室で仕事を続けていた。

　危惧していた通り、従業員の間で侑斗との関係が噂になっている。ふたりでラーメンを食べにいったあの日、わざわざホテルのロビーを抜けて出ていくふたりの姿を目撃した従業員は多く、あっという間に広がったようだ。

　それにしても。

『営業企画の折原さん、白石家には興味ありませんって顔をしていたくせに、いつの間に侑斗さんに取り入ったんだろう。図々しい』

　写真を拡散させた経理部の女性が給湯室で声高に話しているのを聞いたとき、梨乃は侑斗の人気と注目の高さを甘くみていたと痛感した。

　面倒だなとため息をつきながら、梨乃が婚約者のふりをするお礼として侑斗が翔矢の大学の学費まで負担すると言っているのも無理はないような気がした。もちろんそこまで面倒を見てもらうつもりはないのだが、侑斗はこの面倒な展開を予想していたのだろう。

　今後小野以外にもふたりの関係を聞いてくる従業員はいるはずで、どう答えるのがベストなのかわからない。事実を伝えて否定するわけにはいかず、かといって職場でも婚約者のふりをするのは違うような気がするのだ。

　それに、たとえカモフラージュだとはいえ梨乃は侑斗と同居している。この先その事実が明るみに出た場合どうごまかせばいいのだろうと、梨乃は頭を抱えた。

　ひとまず今夜にでも侑斗と相談しようと決め、気持ちを切り替えた。

　その後無理やり仕事に集中していたら、あっという間に終業時刻を迎えた。そろそろ席に戻ろうと椅子の上で大きく背を伸ばしたとき、手もとのスマホが着信を告げた。見ると小野の名前が表示されている。

「そろそろ戻ってこいって電話だろうな」

　梨乃は渋々スマホを手に取った。

「お疲れ様。そろそろ戻るから――」

『あ、折原さん、いらっしゃってますよ、侑斗さんが』

「……え」

　小野の興奮した声に、梨乃は目を見開いた。

「ゆ、侑斗さんが？　え、どこに？」

『どこにって、営業企画部にですよ。今部長と打ち合わせをしてます』

「は？　どうしてわざわざ」

　侑斗がこれまで営業企画部に顔を出した記憶はない。なにがあったのだろうと梨乃は慌てた。

『チョコレートの企画の件で部長が侑斗さんに声をかけたらしいんですけど。折原さんリーダーだし、戻ってきてください』

「え……わかった。すぐに戻る」

　梨乃は会話を終え、パソコンや資料を慌てて片づけた。




　席に戻ると、木下と侑斗が片隅の打ち合わせテーブルで話をしていた。笑い声が聞こえ、遠くからでも会話が弾んでいるとわかる。梨乃は急いでふたりに近づいた。

「あ、折原。さっき言ってたチョコレートの件だけど、うちのホテルには絶好のつてがあるのを思い出して侑斗に声をかけたんだ」

「ゆ、侑斗……？」

　侑斗を呼び捨てにする木下に、梨乃は目を丸くした。

　すると、木下の向かいに座っている侑斗が梨乃に顔を向けた。

「木下部長は俺が新入社員のときの上司なんだ。当時は経営企画部の課長でかなり厳しい鬼上司だった」

「鬼は言いすぎだろう。いずれホテルの経営に携わる侑斗と諒太……いや、社長のために泣く泣く厳しい言葉をかけていたんだからな」

　椅子の背に体を預けて機嫌よく笑う木下に、侑斗は苦笑している。

「木下部長くらいですよ。俺と諒太に出来の悪い白石家の若造なんて言いながら仕事を押しつけたのは」

　そう言いながらも侑斗は木下を慕っているのだろう、その表情は楽しそうだ。

　梨乃は手にしていたパソコンや資料をテーブルの片隅に置いた。

「それで、あの。侑斗さんがここにどうして？　それにつてってなんですか？」

　首をかしげる梨乃に、木下は席に着くよう身振りで指示しそれまで侑斗と見ていた資料を梨乃の手もとに差し出す。

「え、なんですか？」

　遠慮がちに資料を手に取った梨乃は、向かいに座る侑斗をちらりと見るが笑顔を返されただけで要領を得ない。

「そのショコラティエ、フランスでかなり有名らしいぞ」

　嬉々とした木下の声に、梨乃は急いで席に着き資料に視線を落とした。

「あ、この方なら知ってます。フランスどころか世界屈指のショコラティエですよね」

「おー、さすが知ってるんだな」

　木下は即座に答えた梨乃に感心し、言葉を続けた。

「俺は名前も知らなかったんだ。それ、社長の奥さんが用意してくれたんだけど、やっぱり女子はチョコレートには詳しいんだな」

「すみません。おっしゃってる意味がわからないんですが。奥さんというのは、あの、社長の奥様が用意してくださったんですか？」

　社長である白石諒太の妻・彩あや実みは、実家が国内屈指の有名ハウスメーカー『如きさ月らぎハウス』を経営しているお嬢様で、彼女自身も如月ハウスで精力的に働いている。

「彩実さんにはフランスの血が流れていて向こうに親戚も多いんだ。親戚は皆かなりのお金持ちで有名人。有力な政治家やいくつかの国の王族との縁がある。ここに書いてあるショコラティエと彩実さんはその親戚を通じての知り合いだそうだ」

「そうなんですか……社長の奥様はすごい家系の方なんですね」

　梨乃は手にした資料をまじまじと見た。そこに写真つきで紹介されているのは知る人ぞ知る有名ショコラティエだ。彼が作る美しいチョコレート菓子は、口にできるだけで奇跡だと言われるほどの希少価値を持っている。

「でも、この方がどうかされたんですか？」

「ん？　さっきの打ち合わせの後、ちょっと思いついたんだよな。折原が言うようなボリュームありのチョコレートで攻めるなら、それに有名ショコラティエとのコラボというオプションをつけたらどうかと」

　胸の前で腕を組み、木下がそう言って胸を張る。

「うちのレストランのパティシエやショコラティエの成長にもつながるし、ここは超有名人に来てもらってスペシャルなチョコレートスイーツを製作してもらおう」

「来てもらうって、え、む、無理ですよ」

　フランスの誇りだと言われている彼がわざわざ来てくれるとは思えない。梨乃はぶんぶんと首を横に振った。

「それが、無理じゃないんだな。さっき木下部長から俺と諒太に話があってすぐ、諒太が先方と話をつけたんだ。とはいっても、彩実さんの親戚を通じての依頼だけど」

　あっさりそう話す侑斗に、資料を持つ梨乃の手が震えた。

「話をつけた、とはいったい？」

「そのショコラティエ、若い頃フランスに住む彩実さんのおばあさんが才能を見込んで学費の援助をしていたんだ。だから時差も無視した電話一本で快諾してくれたそうだ。十一月初めにうちに来て打ち合わせ。彼のスイーツは日本初上陸。マスコミも呼んで大々的に宣伝しなきゃな」

　声を弾ませうれしそうに話す侑斗を見つめながら、梨乃は頭の中を整理する。それでもやはり答えは出ず、再び写真に目を落とした。

　そこには自分との接点など永遠にないだろう、白いコックコートがよく似合っている有名ショコラティエの笑顔。

「え、ほんとに？」

　次第に状況を理解し、梨乃は両手を口にあてて大きな声をあげた。その声に反応し、部内のあちこちから視線が集まるが、梨乃は気にせず感激に声を震わせる。

「ま、まさか。こんな有名ショコラティエがうちのフェアのために……夢みたい」

「夢じゃないぞ。クリスマスのチョコレート企画、早急に詰めておけよ」

「は、はい」

　ほんの数時間でチョコレートの企画がかなり大がかりなものになった。梨乃はまだこれが現実だとは思えず、頭もくらくらしている。

「それにしてもこんな大物をあっさりと呼ぶとは。白石家の力を見せつけられたな」

　感心するようにつぶやいた木下に、侑斗は苦笑した。

「白石家の力ではなく彩実さんのおかげです。なんといっても母方がフランスでかなりの力を持つ一族ですからね」

　あっさりとそう言って肩をすくめる侑斗を、梨乃はぼんやりと見る。社長が結婚した当時、その相手がかなりの美人で大企業のご令嬢だというのは知っていたが、その血筋も華々しいようだ。

　やはり白石家に嫁ぐとなれば見た目がよくて仕事もでき、生まれも非凡でなければならないのだろう。

「梨乃？　どうした？」

　考え込む梨乃に、侑斗がいぶかしげな目を向けた。

「あ、なんでもないです」

　梨乃は呼び捨てにされてドキリとしたが、ごまかすように首を横に振った。

「それじゃ、私は早速これからのスケジュールを組み直します」

　職場で侑斗と顔を合わせるのは恥ずかしすぎる。梨乃は平静を装い、いそいそと席に戻った。背中に侑斗の視線を感じて居心地が悪いが、パソコンを立ち上げ気持ちを切り替える。

「折原さん、やっぱり侑斗さんとなにかあるんですね」

「は？」

　小野が椅子ごと梨乃に近づき小声でささやいた。その目は好奇心に満ち、梨乃の答えをワクワクしながら待っている。

「部長と話してる最中、何度も梨乃って呼び捨てにしてましたよ。きっと折原さんが今回の企画のリーダーだから速攻で社長の奥さんとコンタクトを取ったんですよ」

「それは、えっと、違うと思うけど……」

　梨乃は否定するが、声は上ずっていて説得力がない。小野はにやりと笑うと「玉の輿って、本当にあるんですねー」とぽつり。

「玉の輿なんて、ないない、ないから」

「そうかなあ。僕はありだと思ってるんですけど。ほら今も僕を厳しい目で見てるし」

「え？」

　梨乃と小野が揃そろって視線を向けた先には、木下との話を終えてちょうど立ち上がり、ふたりに鋭い視線を向けている侑斗の姿。梨乃は思わず視線を逸らし机に向き直った。

「ほらね。僕が言う通りでしょう？　うわ、帰っていく背中もなんだか怖いですねー。この瞬間僕の出世は確実になくなりましたよ。折原さんにまとわりつく虫けらとでも思われたに違いない」

「虫けら……」

「ま、出世して面倒な責任を負うなんて向いてないからいいんですけどね。でも今回のフェアは有名ショコラティエと会えて楽しそうなんで、ひとまずがんばります」

　小野はけろりとした口調でそう言うと、早速席に戻って資料に目を通し始めた。

「あ、折原さんが玉の輿に乗る経過観察も、がんばります」

「あのね、それって」

　梨乃は誤解を解こうと口を開くが、これもまたどうなのだろうとあきらめた。結局、侑斗との約束は守らなければならないのだ。

　そのとき、梨乃のスマホが震え、メッセージの受信を告げた。

「あ……」

　メッセージの差出人は、翔矢が通う予備校だった。冬期講習の費用の入金を確認したという内容に、梨乃は現実に引き戻された。

　梨乃が侑斗の婚約者のふりをして同居をしている理由。それはもちろん梨乃と翔矢が安全に暮らすためだが、翔矢を受験勉強に専念させるためでもある。

　同居を始めるにあたり侑斗は予備校の費用を負担すると申し出て、その言葉通り入金してくれたようだ。

　自分のような偽物の婚約者のためにここまでしてもらって申し訳ない。侑斗にしてみれば、所有する資産のうちのほんのわずかな金額でとくに影響はないのだろうが、梨乃はやはり気になった。

　しばらく考えた後、梨乃は侑斗にメッセージを送った。

【翔矢の予備校への入金、ありがとうございました。ですが私が侑斗さんの婚約者としてお役に立てているのか自信がありません。いずれお返しさせてください】

　すぐに既読がつき、梨乃はホッと肩を下げた。

　今晩帰宅した後直接伝えようとも思ったが、いつも言い負かされ気づけば侑斗の意のままに結論が出ているのを思い出し、先立ってメッセージを送ったのだ。

　ひとまず自分の思いは届いたとホッとしたときスマホが震えた。侑斗からの返事だ。

【婚約者の梨乃が遠慮する必要はない。それに梨乃の弟は俺の家族だから翔矢君をサポートするのは当然だ。悩む必要もない】

　梨乃はスマホを手にがっくりとうなだれた。直接話せば言い負かされ、メッセージを送っても速攻で跳ね返される。……仕方がない。

　ここまで侑斗が言ってくれるのなら、予備校の費用についてはひとまずこのままにしておこうと思うが、梨乃の気持ちはすっきりしないままだ。

　梨乃は手もとの資料に再び目を落とし、日本語訳つきのフランス語を読み始めた。

「フランス語なんて今まで耳にする機会もなかったな……」

　社長の奥様ならフランス語は堪能だろう。それこそ白石家の嫁としてふさわしい。

　侑斗をサポートできるような秀でたものなどなにも持たない自分など、どう考えても偽物の婚約者止まりだ。

　梨乃は思いがけず落ち込んだ気持ちを振りきるように、深く息を吐き出した。




　その後、梨乃は精力的に仕事に取り組みながら、侑斗との同居生活を順調に続けていた。これまで通り朝食と夕食を用意し、それ以外の面でも侑斗が自宅でくつろげるようにと心がけている。

　通いの家政婦と週に一度入るハウスクリーニングのおかげで梨乃が引き受けている家事は少ないのだが、料理以外にも簡単な掃除や洗濯をし、郵便物の仕分けをしたりしている。どれも簡単すぎて侑斗の役に立っているのかどうか自信はないけれど、それが梨乃と翔矢を気にかけてくれている侑斗への少なからずの恩返しになれば、と思っている。

　連日、侑斗は当然のように自宅で深夜まで仕事をし、分厚い海外の書籍や難しい専門用語満載の雑誌を広げる姿も目にする。

　侑斗は梨乃に仕事に関して現場側の意見を求めるときもあるが、それに答える梨乃の言葉にも素直に耳を傾け、決して自分の意見を押しつけようとしない聞き上手だ。

　そして、社長である諒太のバックアップという自分の役割をわきまえ、一歩下がって冷静に仕事を進めている。それらはすべて、白石ホテルへの愛情が強いからこそだ。

　同じ白石家の人間だというのに、諒太が白石ホテルのトップに立ち、侑斗はそのサポートに甘んじている。

　ホテル内にはそんな侑斗の立場に同情する者もいれば、彼自身チャンスがあったら諒太に取って代わろうと画策しているのではないかという噂がないわけではない。

　過去には梨乃もそんな根拠のない噂を耳にしたが、単なるいち社員の自分にはまるで遠い世界の話だった。

　侑斗も諒太も自分との接点など考えられない雲の上の存在で、一緒に暮らすどころか言葉を交わす日がくるなどありえない話だった。

　それなのに、人生は思いがけない出来事の繰り返しだと、つくづく実感する。

　侑斗とぶつかってスマホを壊して以来、じっくり考える時間もないまま同居が始まった。あの日から梨乃の人生は一変し、自分でコントロールするのもままならない。

　それでいて、これまでになく充実した日々が続いているのだ。

　久しぶりに重なったふたりの休日を翌日に控えた夜十一時。

「あ……」

　食後リビングで梨乃との会話を楽しんでいた侑斗が、いつの間にかソファで眠っていた。梨乃は微かすかな寝息を立てる侑斗の手から空のワイングラスをそっと取り上げ、侑斗の寝顔を見つめた。

　その輪郭の鋭さとまっすぐ伸びた鼻梁、そして形のいい唇。たとえ目を閉じていても、侑斗の顔がどれほど整っているのかがわかる。

　初めて目にする侑斗の寝顔に、梨乃は息を詰めて見入った。こんな機会は滅多にない。普段は視線を合わせるだけで精いっぱいだというのに、眠っているのを幸いにドキドキしながら顔を寄せ、侑斗のまつ毛の長さに感心する。

　端整な侑斗の顔を楽しんだ後、ソファを揺らさないよう気をつけて梨乃はそっと距離を取った。ふうっとひと息つき「寝顔もイケメン御曹司……」とつぶやいた。

　そして、再びその寝顔を見つめながら、小さな声でささやいた。

「あの日、なにを言おうとしたんですか？」

〝婚約者のふりというのが気になるか？　だったら――〟

　梨乃を冷蔵庫に押しつけ、今にもキスを落とすように顔を寄せてそう言った侑斗。

　あの日以来なにも口にしない侑斗が気になって仕方がないが、その先を聞きたいと思う反面、二の足を踏む思いもある。

　ホテル内に流れるふたりの噂のせいで仕事がやりづらい梨乃の状況を考え、婚約者のふりをやめてもいいと言おうとしていたのかもしれない……。

　そう思いついたとき、梨乃の胸はひどく痛んだ。

　落ち着いて考えれば、見合いを断る口実としての役目を果たす女性なら自分よりもふさわしい女性がいるはずだ。社長の妻である彩実のような女性が。

　侑斗もそう考えて、梨乃に婚約者のふりをやめてもいいと言おうとしていたのかもしれない。

「ん……」

　侑斗がソファの上で身じろぎ、梨乃はぴくんと体を揺らした。ふと漏れた声がやけに色っぽく、梨乃は侑斗から目が離せない。おまけに無造作に投げ出された手が目に入り、それが梨乃の背に回されたときの温かさがよみがえった。

　もう少しこのまま一緒にいたい……。そう梨乃は感じた。

　あの日の言葉の続きはやはり聞けない。聞く勇気はないと、梨乃は侑斗の寝顔を見ながらため息をついた。




　翌日、梨乃と侑斗はファッションやグルメに限らずカルチャーの分野でも流行のものが集まっていると人気の高いエリアに出かけた。お目あてはエリアの中心にあるアートギャラリーで行われている彫刻家の個展だ。

　梨乃が懇意にしている作家から招待券が届き、侑斗も楽しみにしていたのだ。

　ここ最近で人気が出た若手彫刻家だがどの作品も素晴らしく、ふたりは時間を忘れて作品に見入った。

　梨乃は普段から彫刻に限らず美術全般にアンテナを張っていて、そこから仕事のアイデアを得る機会も多いのだが、侑斗も時間を見つけては気分転換を兼ねて足を運んでいるらしい。

　今日も熱心に作品を眺めていた。

「楽しかったです。それに、作品集まで買ってくださって、ありがとうございます」

　梨乃は分厚い作品集を手に、侑斗に頭を下げた。

　大きな欄らん間まの彫刻の緻密さに目を奪われ閉館時刻間際になってもその場を離れようとしない梨乃のために、侑斗がそれを買ったのだ。

「私も欲しかったんですけど、なかなか高価なので手が出せなくて。家で一緒に見ましょうね」

「そうだな」

　侑斗は手にしていたナイフとフォークを置き、グラスに残っていたワインを飲み干した。

　そのスムーズな動きに見とれていた梨乃も、メインの肉料理を食べ終え侑斗おすすめだというワインを口に含み、ホッとひと息つく。豊潤で甘みが際立ち、疲れた体を落ち着かせる優しい味だ。普段あまりワインを飲まない梨乃でも楽しめた。

　ふたりは個展を楽しんだ後、侑斗が家族とともに昔から通っているというフランス料理店に来ていた。高級店が立ち並ぶ一等地にある有名店で、梨乃もテレビやネット情報で知っていたが、自分とは一生縁のない店だと思っていた。

　店内は広く、アンティークと思われるセンスのいい調度品が目を引き、落ち着いている。

　丸テーブルが八つほどそれぞれかなりの距離を取って並んでいるが、遠目に見える綺麗な女性は有名女優であり、反対側に見えるテーブルに着いている男性は最近大きな賞を受賞した作家だ。

「なんだか場違い……」

　梨乃はベージュのシンプルなワンピースを着ている自分の姿を見下ろし、これほどの高級店に連れてくるのなら、最初から言っておいてほしかったと体を小さくした。

「どうした？」

「あ、いえ別に。なんでもないんですけど、ただ、ここって私には向いていないというかふさわしい場所ではないというか」

　梨乃は居心地の悪さを感じながら小さくつぶやいた。周囲からの視線が気になり、きょろきょろと落ち着かない。

「俺もどちらかというと、この間一緒に行ったラーメンの方が気が楽だ」

「え、そんなふうには見えませんけど」

　疑うような梨乃に、侑斗はくすりと笑う。

「ただ慣れてるだけだ。子どもの頃から出入りしてれば自然とそうなる」

「……子どもの頃から。さすが御曹司」

　ふと口にした梨乃の言葉にも侑斗はとくに反論せず笑っている。御曹司というのは自覚しているらしい。

　そのとき、ソムリエがふたりのテーブルにやって来た。

「侑斗さん、本日のワインはいかがでしょうか？」

「初めての銘柄ですがお願いしていたものがあってよかったです。今日のメインにも合っていておいしいです」

　親しげに答える侑斗に、ソムリエは満足そうな笑みを浮かべた。

「ソムリエを信頼してくださっている侑斗さんがわざわざ銘柄を指定されるのは珍しいですが、ストックがあってよかったです。やはりマリュス家が生産するワインは人気でなかなか手に入りませんから。うちも白石様のお口添えでようやく仕入れております。彩実様にもよろしくお伝えくださいませ」

　ソムリエは傍らのワゴンに置かれていた赤ワインを侑斗と梨乃のグラスに注ぎ、その場を離れた。

「彩実さん？」

　ソムリエの言葉に、梨乃は首をかしげた。

「ああ。このワインはフランスの有名ワイナリーが生産してるんだ。彩実さんのお母さんのご実家のマリュス家だ。その縁に助けられて、白石ホテルのフランス進出が本格化してる」

「マリュス家……そうですか」

　フランスだけでなく世界的にも有名な富豪一族だ。白石ホテルがフランスのリゾートホテルを買収して現地での運営を始めているのは知っていたが、マリュス家がその後押しをしていたとは初耳で驚いた。

　それにしても、彩実を知れば知るほど白石家の嫁としてふさわしく文句のつけようのない女性だとわかる。

　そして、そんな女性でなければ白石家の嫁として認めてもらえないのだろうと、改めて感じた。

「このワイン、口に合ったか？」

　顔もよく知らない彩実についてあれこれ考え落ち込んでいた梨乃は、侑斗の声にハッと視線を上げた。

「あ、はい。甘みが強いような気がしたんですけど、とてもおいしいです」

「だよな。これ、天然の糖分がワインの中に残るように作られていて、チョコレートとの相性が抜群だと言われてる」

「チョコレートと、ですか」

　梨乃はソムリエが満たしてくれたワイングラスを手に取り、ワインと侑斗を交互に見る。

　甘みの強さは今日のメイン料理である牛肉のステーキによく合うと思っていたが、言われてみれば、たしかにチョコレートにも合うかもしれない。

「木下部長からチョコレート企画の中で、相性がいいワインやコーヒーの話が出ているからおすすめはないかって聞かれたんだ。で、このワインを思い出したからここに連れてきた」

「そうだったんですか。わざわざ、ありがとうございます」

　手にしていたワイングラスをテーブルに置き、梨乃は頭を下げた。

　有名ショコラティエとのコラボ企画が進む中で、それまで以上に話し合いにも熱が入っている。メニューも増やし、飲み物の種類や内容も検討し直していたのだ。

「このワインだったらチョコレートにも合う。梨乃に任せれば大丈夫だと木下部長も言っていたが、マリュス家のワインならすぐに調達するから頼ってくれ」

「あ、あの……はい」

　梨乃自身、今回の企画に今まで以上の力を注ぎ、知識と縁を総動員してきた。それでもやはり限界があり、有名ショコラティエの作品の無駄遣いになるのではないかと気弱になる部分もあった。

　けれど、こうしてチョコレートに合うワインを教えてもらい、頼ってもいいとまで言ってもらえた。それは企画の成功が至上命題となり気を張っていた梨乃のプレッシャーをやわらげるには十分な優しさだ。

「そこまで考えていただいて、すみません。本当にありがとうございます」

　梨乃は戸惑いを含んだ笑みを浮かべ、頭を下げた。

「梨乃が頭を下げる必要はない。白石ホテルのために力を尽くしているんだから、俺がそれをサポートするのは当然だ。それにこれくらい大した話じゃない。ただ幸運な縁が身近にあったってだけだ。礼を言うなら彩実さんに言ってくれ」

「それはもちろんです。でも侑斗さんだって毎日忙しくて疲れてるのに、わざわざこうしてお店にまで連れてきてくれて。ありがとうございます」

　その後食事を続けていると、店内でピアノの生演奏が始まった。見ればドレスアップした女性がグランドピアノに向かっている。

「あ、この曲」

　梨乃はなじみのある曲を耳にし、食事の手を止めた。目を見開き、店内に響くメロディーに一心に耳を傾ける。

　静かな泉に風が吹き水面に幾重にも広がる輪。誕生と消滅を表現したという曲だ。

「あ、あの。実は母はピアノ講師なんですけど気が向いたときに作曲もしていて、以前は映画のテーマ曲なども手掛けたんですが……この曲も母が作曲したんです。その曲がこんな素敵な場所で弾いてもらえるなんて……びっくりしました」

　梨乃はよほど驚いたのか、それまでの落ち着いた表情を崩し、頬に赤みも差している。

「そうなのか。この曲は俺も聞いた覚えがある。だったら梨乃もピアノを弾くのか？」

「いえ、残念ながら、母の指導を受けた時期もあったんですが私も翔矢も音楽の才能がなかったので、弾きません。両親からは自分の人生は自分の好きに生きなさいと言われていたのもあって、ピアノはまったくです」

　子どもの頃を思い出しふふっと笑う梨乃を、侑斗は優しく見つめた。

「俺は梨乃とは逆だな。物心ついた頃から白石ホテルのために、というか諒太のために力を尽くすようにと言われて育ってきた」

　侑斗の声に悲壮な響きはなく、あっけらかんとしている。

　梨乃は侑斗がそれを嫌々ではなく前向きに受け止め、楽しんでいるように感じた。それに侑斗が白石ホテルに誇りを持っているともわかる。同じ思いを持つ梨乃は、侑斗との距離が近づいたような気がした。

「私も、白石ホテルが大好きです。だから採用されたときはすごくうれしくて、母も大喜びだったんですよ」

　梨乃の母親は音大を卒業した後全国展開する音楽教室でピアノの講師をしていたが、持病の喘息がひどくなり二年前故郷である田舎町に引っ越した。

　それまで指導していた生徒の中には梨乃の母を慕う者も多く、田舎に住まいを移した後も直接家を訪ね指導を受ける生徒もいる。

　今でも半年に一度だが、一週間だけ教室に戻って特別講習も行っている。その一週間は事前予約制なのだがかなりの人気で、抽選倍率は十倍だ。

「そういえば、母はそろそろこっちで半年に一度のレッスンがあるんです。そのときは音楽教室のご厚意で白石ホテルに一週間泊まれるので、母は毎回楽しみにしてるんです」

　音楽以外には無頓着で世間知らずの母。いつも明るく浮世離れしたところもあるが、一緒にいると自然と笑顔になれる素敵な女性だ。今は離れて暮らしていてなかなか会えないのもあり、梨乃は母がホテルに滞在する一週間を心待ちにしている。

「梨乃のお母さん、うちに泊まるのか？」

　それまで梨乃の話を興味深そうに聞いていた侑斗が、ふとつぶやいた。

「はい。私に負けず母は白石ホテルが好きなんですよ」

「そうか。だったらそのとき梨乃のお母さんにご挨拶させてくれ」

「挨拶って……え、わざわざその必要はないです。両親にはなにも言ってないので大丈夫です。翔矢にも口止めしていますのでお気遣いなく」

　梨乃は侑斗に面倒はかけられないという思いから全力で断った。

　母の体調を考えてだとはいえ、梨乃と翔矢を残して故郷に戻ったせいでふたりに苦労をかけ申し訳ないといつも口にする両親なら、梨乃がひったくりに襲われたり経済的にひっ迫していると知れば、戻ってくると言い出しかねない。

　母親の体調を考えれば今の暮らしがベストであり、梨乃もそれを望んでいる。

「両親に無用な心配はかけたくないので、あの、挨拶などは遠慮させてください」

「だけど、うちの両親も近いうちに梨乃のご家族に挨拶したいと言ってるし、その前にまず俺が会っておいた方がいいんじゃないか？」

　あっさりと話す侑斗に、梨乃は呆然とする。

「そんな……。侑斗さんのご両親がどうしてまた」

「当然だろう？　俺が梨乃と結婚するって言いだしてからは絶対に梨乃を逃がすなの一点張りで、外堀を埋めるためにも梨乃のご両親と仲よくしようと企んでる。俺以上に強引で周りを振り回すからな、あの人たちは」

「はあ……」

　侑斗以上だと聞かされ、梨乃は返す言葉を失った。

「俺も梨乃を婚約者だと話した手前、断りきれないし、梨乃のご家族にもお嬢さんと暮らしてると伝えるべきだと気がかりだったんだ。お母さんがいらっしゃるならちょうどいい。俺の両親も呼んで食事でもしよう」

　ひとり納得している侑斗を見ながら、梨乃はうなだれた。

　ここしばらくお互いに仕事が忙しかったせいで忘れていた。

　今の梨乃の生活は、侑斗が考え侑斗が決め、侑斗の思うがままに進められている。

　スマホの機種変更以降のすべて、侑斗に振り回されてばかり。そして梨乃の抵抗など意に介さない。

「うちのホテルの懐石料理はどうだろう？　寿司でもいいぞ。お母さんに食べたいものを聞いておいてくれ」

　今も梨乃の戸惑いなど完全無視で事を進めていく。こうなると梨乃の意思などないも同然だ。

「どちらでも……結構です」

　梨乃はこれまでの経験に基づき、早々に抵抗をあきらめた。

　とはいえ侑斗の両親も交えて食事などすれば、ますます真実を言い出しにくくなる。

　侑斗はそれでいいのだろうか。自分で自分の首を絞めているような気がして、腑に落ちない。

「だったらそうだな、三ツ星を獲得している寿司にしよう」

　梨乃の不安をよそに、侑斗は弾んだ声をあげた。同時にスマホを操作し、早速白石ホテル自慢の寿司店の店長に相談のメッセージを送っている。

「……御曹司様にはかなわない」

　力なくつぶやいた梨乃は、溶け始めたシャーベットを口に運びながらため息をついた。




　おいしい食事と思いがけない展開を経て、梨乃と侑斗は店を後にした。

　ワインのせいか体がほてっている梨乃は十月の夜風が心地よく、すうっと深く息を吸い込んだ。

「風が気持ちいいな。少し歩くか？」

　梨乃の様子に目を細め、侑斗が声をかけた。梨乃は大きくうなずき侑斗の横に並ぶ。

　明るい大通りは、白石ホテルから車で五分ほどの近さで、梨乃もよく知る場所だ。通りを挟んで立ち並ぶ高級店に縁はないが、ショーウィンドウを見て歩くだけで楽しく梨乃のお気に入りでもある。

「この通り、クリスマスシーズンのイルミネーションが華やかで綺麗なんですよね」

　梨乃は侑斗の隣を歩きながら、通りを見回した。閉店後もライトアップしている店舗が多く、梨乃の足取りも軽やかだ。

「昔はここまで高級志向の店ばかりじゃなかったが、最近はかなり明るいな。……これくらい明かりが多いと大丈夫か？」

　突然、侑斗が梨乃の手を取り、強く握りしめた。

「もしも不安ならタクシーをつかまえて――」

「あの、大丈夫です。これだけ明るくて人通りもあるので、平気です。怖くないです」

　梨乃は心配する侑斗に向かって慌てて首を横に振った。

「気を使っていただいてすみません。今は侑斗さんがそばにいてくれるからちっとも怖くないし、うれしくて幸せです……あ」

　梨乃は勢い込んで余計な言葉を口にしたと、焦った。幸せなどと口にして、侑斗は困っているだろう。

「あの……うれしいとか幸せとか、その……」

　梨乃は顔を真っ赤にして立ち止まり、うつむいた。

「と、とにかく、ごめんなさい」

　この間ラーメンを食べにいった帰りといい、侑斗に心配させてばかりで申し訳ない。

「私が救急車で運ばれているときに電話をかけてくれたばかりに面倒をかけて、ううん、ホテルでぶつかってスマホが壊れたから……本当にごめんなさい」

「梨乃が謝る必要はないと前にも言っただろう。何度も言うが、悪いのは梨乃を襲ったあの男だ。それにスマホは俺が強引にショップに連れていったんだ」

「でも」

「それに、相手かまわずそうするわけじゃない」

　侑斗は苦しそうに顔をゆがめた。

「梨乃だからだ。どうしてもあのまま別れたくなかったから、無理やり車に乗せた」

「え」

　梨乃はハッと顔を上げた。侑斗の苦しげな声が胸に響く。

　まっすぐ侑斗を見つめたまま目が離せず、だからといってなにを言っていいのかもわからない。

「わからなくて当然だ」

　梨乃がなにに悩んでいるのかを察したのか、侑斗は梨乃の手をさらに強く握りしめる。そして、通りの端に移動した。

「ホテルの状況はあらゆる部署から経営企画部に上がってくる。売上だけじゃなく世間からの反響もあれば、働きのいい従業員の名前も届く」

「それはそうでしょうね……」

　侑斗が属する経営企画部は情報すべてが集められるホテルの中枢だ。侑斗だけでなく経営陣の耳にはあらゆる数字や状況報告がされている。

「経営状況が日々入ってくるのはもちろんだが、梨乃の名前が何度か上がってきた」

「え、私の名前、ですか？」

　どういう件で自分の名前が侑斗の耳に届いたのか、梨乃には見当がつかない。売り上げの柱である宿泊部門でもなければ、レストラン部門や婚礼部門に所属しているわけでもない。経営に直結しない企画部門だ。ホテル全体のサポートを請け負う地味で目立たない職種。侑斗の言葉が信じられない。

「なにも売り上げを持つ部門ばかりがホテルに貢献してるわけじゃない。チャペルのステンドグラスを使った写真撮影のおかげで、婚礼の受注数も契約金額もかなり増えた。その発案者として梨乃を知った。それからも季節ごとのイベントでヒットを飛ばす梨乃の名前は何度も聞いていて、気にかけていたんだ」

「そんな……」

　呆然とする梨乃の反応を楽しむように、侑斗はにやりと笑った。

「梨乃が手掛けた企画に感心する機会は多かったけど、俺が一番気に入ったのは、あれだ」

「あれって、え？」

　侑斗は梨乃の腰を抱き寄せると、ふたりの体の向きをそっと変えた。

「ちょうどいいタイミングだったな」

　遠くを見つめる侑斗の視線を追うと、白石ホテルが見えた。

　背の高いビルが並ぶ中でもその堂々たる外観は見る人の目を引く。一等地にあるというのにかなり広い敷地面積を持つ白石ホテルは地域の象徴であり、誇りでもある。

　そのとき、ホテルをライトアップしていた光がすっと消えた。そして間を置かず、それまで以上に太くきらびやかな光が何本も夜空に向かって伸びた。ホテルを取り囲むまっすぐな光の帯は、さながら光の噴水のようで、ただただ美しい。

　毎夜九時になると一分間だけ見られるこの光のショーは、客室からは光のカーテンに包まれているように見えるとＳＮＳでも話題となっている。

「すごく綺麗ですね。それにこれほど迫力があるなんて」

　梨乃は遠目からでもそのまぶしさに圧倒され、その場に立ち尽くした。

「他人事みたいに言うんだな。あれ、梨乃が考えたんだろ？」

「はい。それもご存じなんですね」

　宿泊客はもちろん、従業員にも周辺地域の人にも楽しんでもらえるなにかと考えて、思いついたのがこの光の噴水だった。

　宿泊客の睡眠の邪魔にならないよう光の角度を綿密に計算して、たった一分間だけの夢のような世界。

　ここから見るのは初めてだが、予想以上に美しく華やかで、梨乃は目を奪われた。

「五歳のとき親戚が白石ホテルで結婚式を挙げたんです。私も招待されて、綺麗なドレスを着せてもらって。会場にはシャンデリアがキラキラ輝いてるし花嫁さんはお姫様みたいだった。絵本で見たお城のようでワクワクしたんです」

　白石ホテルを眺めながら、梨乃は夢見るような表情で話し続ける。

「それ以来ずっと白石ホテルで働くのが目標で。あれから二十年以上が経った今、こうしてお城を守っている侑斗さんと一緒に仕事をしているなんて、夢のようです」

「城を守っているのは俺だけじゃない。梨乃だってそのひとりだ」

　光に包まれるホテルという名の城を見ながら、侑斗がそう言った。

「守るなんて、それは言いすぎです。私はただの従業員で勉強不足だし」

　恐れ多いとばかりに梨乃は後ずさる。ホテルのために自分になにができているかを考えるとまだまだで、ホテルの名を汚さないように心がけるだけで精いっぱいだ。

「ただの従業員か……まだまだ自覚が足りないようだな」

　侑斗はうっすら暗い輝きを目に浮かべ、梨乃に笑いかけた。

「梨乃が白石ホテルに必要な従業員であるのはもちろんだが」

「え？　あ、ありがとうございます」

　恐縮しながら梨乃が侑斗と視線を合わせたと同時に、ホテルを照らしていた光の帯が一瞬で消えた。立ち止まりホテルを眺めていた周囲の人たちから残念そうな声が漏れる。

　軽く見回しただけでも三十人以上が足を止め、白石ホテルを見つめている。

「今だってこうして大勢の人たちがあの光の噴水に目を奪われていたんだ」

　鮮やかで力強い光の帯に変わり、再びやわらかな光にライトアップされたホテルを眺めながら侑斗がつぶやいた。

　梨乃も周囲から漏れ聞こえる「毎晩仕事帰りにあの光を見るのが楽しみなのよ」という言葉がうれしくて口もとを緩めた。あの光の帯は照明技術者のもとに梨乃が何度も足を運び、練り上げて実現した企画だ。こうして多くの人が楽しんでいる姿を目の前にし、胸がいっぱいになる。

「これまで評判を呼んだイベントの企画書には大抵梨乃の名前があった。木下部長も絶賛する期待の若手の名前だ。どんなやり手の女性だと思ってたら、まだまだ学生のような愛らしい女性で、いつも忙しそうに走り回ってる。意外すぎて目が離せなくなった。見かけるたび足を止めて目で追うから諒太にからかわれていたほどだ」

　スラスラと言葉を並べる侑斗に驚き、これは現実なのかと梨乃は首をひねった。

「梨乃との接点が欲しくて木下部長に動いてもらおうかと考えてたら、あの日梨乃の方からぶつかってきた。まあ、驚いたけど逃がすわけがない。スマホが壊れたのを幸いに車に押し込んだ」

　おもしろがる侑斗の顔を呆然と見ながら、梨乃は目を丸くした。

「あ、あの。それって……侑斗さんは以前から私を知っていて……？」

「そうだな。この三年ほどは梨乃の名前で社長決裁が上がってくるたびワクワクしたし、ホテルで働く梨乃を見るのは楽しかった」

　しれっとそう言って笑う侑斗を、梨乃はぽかんと眺める。

「さ、三年……単なる従業員の私をそんなに長い間……」

　どうにかそう口にした梨乃の手を、侑斗は再び掴んで歩きだした。白石ホテルを背に、梨乃は引っ張られるようによろよろとついていく。

　同居を始めて以来侑斗には驚かされてばかりだが、今の言葉はなにより強力だった。梨乃はあれこれ悩む余裕もなくし、ただ足もとを見ながら足を動かした。

「今は単なる従業員じゃない。俺の婚約者だと早く自覚しろ」

　侑斗は振り返ると、それまでの軽やかな口調とは違う真面目な声で梨乃に告げた。

「俺がホテルを守っているというなら、これからは梨乃も俺の婚約者として一緒に守っていくんだ。そうだろ？」

「そうだろって……私は見せかけの婚約者なのでそれは違うと……」

　本気かどうかわからない笑みを浮かべる侑斗に、梨乃は声を詰まらせた。

　侑斗に振り回されるのに慣れたつもりでいたが、まだまだ甘かったようだ。

　自分のペースで梨乃を囲い込み、我がもの顔で振り回す。それが侑斗だ。

「本当の婚約者だったら、もちろん侑斗さんと一緒にホテルのために力を尽くすんですけど……私は偽物というか、婚約者のふりをしているだけだから」

　歩みを止め、梨乃はため息をついた。その間も侑斗は梨乃の手を離そうとしない。通りすぎる人々から守るように梨乃の傍らに立ち、見守っている。

「お見合いの話を断るために婚約者のふりを。それに、ひったくりに襲われた私が心配で同居してくれて……」

「それは間違っていないが」

　自分に言い聞かせるようにつぶやく梨乃を侑斗は抱き寄せた。

「え、侑斗さん？」

　梨乃は慌てて顔を上げた。ここは行き交う人も多い大通りだ、恥ずかしくて離れようとするが、侑斗はそれを許さない。

「侑斗さん……ここはホテルからも近いし、見られたらまずいです」

「だったら、見られてもいいようにすればいい」

　身をよじる梨乃をさらに抱き寄せた侑斗は、思わせぶりな笑みを浮かべた。

「婚約者のふりをさせているつもりはなかった」

「え？　だったらどうして」

「ふりじゃない。俺は初めから梨乃と婚約したつもりでいた。正真正銘、梨乃は俺の婚約者だ。これからはそれを自覚してくれ」

「……はあ？」

　一瞬の間を置き、梨乃は力の抜けた声でつぶやいた。

「そんなかわいい顔をするな。抱きたくてたまらないのを毎晩こらえていたんだぞ」

　侑斗は深く息を吐き出し、梨乃の肩に顔をうずめた。

「わざわざ仕事を家に持ち込んで梨乃と距離を取っていたんだ。もうしばらくもうしばらくと格好をつけて」

　追いつめられるような声に梨乃は身を震わせた。

「夜道で襲われた恐怖がまだ残ってるだろうと思ってわざと梨乃と距離を取っていたが。誤解を解くためなら、これ以上我慢はしない」

「そんな……」

　たしかに侑斗が仕事だと言ってよく自室にこもっていたが、わざとだとは思わなかった。ましてやあの日の恐怖を梨乃が思い出さないよう気遣っていたとは信じられず、梨乃はくらりと目眩を覚えた。

　そんな梨乃の様子にかまわず、侑斗は言葉を続ける。

「夜道は俺が一緒にいてやるし、梨乃を傷つける男がいればすぐに駆けつけて守る。だから、これ以上は我慢しない」

「我慢、しないと言われても」

　強く抱きしめられて肺がつぶれそうだ。梨乃は一度せき込んだ後どうにか侑斗の胸に手をあて距離を取った。

「こんな大通りで言われても……我慢です、我慢してください」

　ところどころつっかえながら梨乃がそう言うと、侑斗はにっこりと笑った。

「だったらさっさと帰るぞ」

「は……はい？」

　耳をくすぐる侑斗の吐息が一段と熱くなり、梨乃は全身から力が抜けていくのを感じた。

　その隙を狙ったように、再び侑斗が梨乃を抱きしめた。

「もう我慢はしない。覚悟しろよ」

「我慢しないって、子どもみたいにそればかり……」

　侑斗の胸に顔を預け、梨乃は力なくつぶやいた。

「はあ……びっくりしすぎてなにも考えられない」

「だったらなにも考えなくていい。今日俺に抱かれるのは決定事項だ」

「も、もう……御曹司ならなんでも許されると思ってるでしょう」

　強い言葉で責めてみても、今さら侑斗になにを言っても無駄だとわかっている。

　遠目に見える白石ホテルのライトアップが、梨乃にはやけにまぶしく思えた。




　――バタン。

　ドアが閉まった音を合図に、侑斗は広い玄関の壁に梨乃を押しつけた。

「緊張してるよな」

「そ、それはもちろん」

　恋愛経験ゼロの初心者なのだ。緊張どころか不安で体中が強張っている。

　侑斗は喉の奥でくくっと笑い、梨乃の髪をうしろに梳いた。

「だけど、どれだけ緊張していても、もう我慢はしない」

　侑斗は優しい声でそう言うと、言葉通り我慢できないとばかりにすばやい動きで梨乃を胸に収めた。

　梨乃がとっさに侑斗を見上げた途端、梨乃の唇に侑斗のそれが重なった。

「……んっ」

　梨乃の口から思わず声が漏れる。同時に開いた口の間に侑斗の舌が差し込まれ、梨乃はさらにくぐもった声をあげた。

「ずっとこうしたかった。一緒に暮らし始めてからずっと……いや、梨乃を知ったときからずっと欲しかった」

　侑斗はこれまでこらえていたなにかを放つような強さで唇を重ねてくる。梨乃が息を継ぐ間もないほど強引で、一方的だ。

　キスも初めての梨乃はそれをうまく受け止められず、苦しげな声を漏らしながら握りこぶしで侑斗の胸を何度も叩いた。

　どうにか侑斗の唇から逃れ、はあはあと浅い呼吸を繰り返す。

「悪い……思い出したか？」

　かすれた声でつぶやき、侑斗は心配そうに互いの額を重ねた。

　梨乃がひったくりに襲われたときの恐怖を思い出して侑斗を突き放したと思ったようだ。

「大丈夫……ただ、息がうまくできなくて……」

　照れくさそうに視線を逸らす梨乃に、侑斗はホッと息を吐き出した。

「……もしも、もしも梨乃がまだあの夜の恐怖を忘れていなくても、これ以上は待てない。待つつもりもないくらい、梨乃が欲しい。不安があれば俺にすべて預けろ」

「預けろ……」

　梨乃は侑斗の言葉をぼんやりと繰り返した。

「心配しなくていい。梨乃を傷つけないし優しくする。俺にしがみついてろ」

「……はい」

「好きだよ、梨乃」

　熱を帯びた侑斗の言葉に反応した梨乃は侑斗の背中に自分から腕を回し、夢中でしがみついた。

　恥ずかしくて全身が熱く、これからどうすればいいのかもわからない。

　けれど体は心と逆の動きを見せる。不安でたまらないが、侑斗から離れたくない。侑斗ともっと深いところでつながりたい。

「私も侑斗さんが好き」

　確信した途端、想いが口をついて出た。

　ふたりはお互いの体に腕を回し、貪るようにキスを繰り返す。梨乃は両手を伸ばして侑斗のやわらかな髪の間に指を差し込んだ。

「梨乃……」

　侑斗の熱っぽい声が響いたと同時に、梨乃の体がふわりと浮いた。

「え……」

　閉じていた目を慌てて開くと、熱を帯びた侑斗の瞳が梨乃を見つめていた。

「ベッドまですぐだからちゃんとつかまってろ」

　侑斗の低い声に、梨乃の顔が一気に赤くなり瞬まばたきを繰り返した。キスに夢中になっている間に侑斗に抱き上げられたとようやく気づく。

「ゆ、侑斗さん」

　慌てて侑斗の首に両腕を回してしがみついた拍子に梨乃の足からパンプスが脱げ落ちた。

　大理石に響く鈍い音を聞きながら、梨乃はどうしようもなく緊張し、心臓がバクバク音を立てる。

「体が熱いな。よっぽど期待してるんだな」

　梨乃を軽々と抱きかかえ、侑斗はなぜかリビングのソファに梨乃を下ろした。

「俺もベッドまで待てない」

「え、え」

　あっという間に梨乃はソファに押し倒された。一瞬リビングの天井が目に入ったが、それはすぐに侑斗の顔にとって代わられた。

　侑斗は梨乃の唇を塞ぎ梨乃のワンピースのボタンを器用にはずしていく。

「あ……侑斗さん」

　侑斗の動きを察した梨乃の手が力なく動き侑斗の手を止めようとするが、キスを繰り返されればどうしようもない。

　梨乃は中途半端に上げていた手を下ろし、自分からもキスを求め口を開いた。

　お互いに求め合いキスを深め、部屋中にしっとりとした音が響く。

　これまでふたりでともに過ごす夜はあったが、肌を触れ合わせるどころかキスを交わすのも今日が初めてだ。

「好きだ、梨乃」

　侑斗の唇が梨乃の頬をかすめ、高ぶった声が耳もとに届く。

「好きだから、梨乃をここに住まわせた。怖い思いをして不安定でいるタイミングを狙って無理やりな」

「ひゃっ、侑斗さんっ」

　侑斗の熱い舌が耳たぶをかすめ梨乃の体は大きく震えた。ソファに押しつけられた体も小刻みに揺れる。

「信じてないって顔だな」

　侑斗の手が梨乃の頬を優しくなでたと同時に、もう片方の手が胸のふくらみを包み込んだ。いつの間にか梨乃のワンピースのボタンはすべてはずされ、淡いブラウンのキャミソールがあらわになっている。

「あの、侑斗さん、いつの間に」

　梨乃は慌てて両手で胸を隠そうとするが、侑斗の方が一瞬早くその手をとらえて梨乃の頭の上に押しつけた。

「あ、あ、あ…‥」

　梨乃の胸を包み込んだ侑斗の手が優しく動き、その刺激に声が漏れそうになるのを必死でこらえる。

「力を抜け。……まさか、初めてなのか」

「え……っと。その、そう……です」

　本気の恋愛は未経験。もちろんキスの経験もない。

　なにもかも侑斗が初めての梨乃は、侑斗から与えられる刺激のせいで呼吸も乱れている。

　どう応えればいいのかわからないが、侑斗に触れられるのが嫌ではないのはたしか。というよりも、震えるほどうれしく、心地いい。

「侑斗さん……」

　梨乃はかすれた声で侑斗を見つめた。その頬は上気し赤くなっている。

「初めてにしてはいい顔だな。気持ちいいか？」

「……それは、その」

「そうか、嫌じゃないならこれも平気だろ」

　侑斗の手が梨乃の背中に回り、あっという間に胸が解放された。ブラのホックがはずされたらしい。

「……え」

　心もとない胸もとと侑斗に交互に視線を向ける梨乃にかまわず、侑斗はブラだけを引き抜いた。

　キャミソールは残されているとはいえ、こんな姿を侑斗に見せるなんて恥ずかしすぎる。

「我慢しないというのは、こういうことだ」

　侑斗はそうつぶやき、戸惑う梨乃を落ち着かせるように唇を重ねた。

　キャミソール越しに届く侑斗の手の温もりに声をあげそうになる。絡め合う舌の動きも侑斗が胸をもみしだく動きも、気持ちいい。

　初めて感じるその心地よさは、きっと相手が侑斗だからだろうと、初めてなりに梨乃は感じていた。

　梨乃はおずおずと侑斗の背中に腕を回し互いの体を近づけた。

「梨乃」

　侑斗は梨乃に引き寄せられた反動で一瞬動きを止めたが、次の瞬間いっそう激しく梨乃の唇を貪る。それまで梨乃の胸に置かれていた手が力強く動き、次第に脚へと向かい……。

　経験はなくともこれからなにが起きるのかは容易に想像できる。梨乃は期待と不安できゅっと目を閉じた。

　そのとき。

　ソファの片隅に放り出されていた梨乃のバッグからスマホの着信音が聞こえた。

「あ……」

　テンポよく元気なメロディーは、子どもが大好きなアニメの主題歌だ。

　侑斗とのキスに夢中になっていた梨乃は、ハッとしたように目を見開き、侑斗と視線を合わせた。

「この展開、前にもあったよな」

「……ち、千紗です。あ、あの、同期で」

「放っておけ」

　侑斗はあっさり言い放つと、梨乃の唇に再びキスを落とし強く抱きしめた。梨乃を離すつもりはないようで、電話の音も無視するのみ。

「で、でも。あの」

　唇から首筋にと侑斗の唇が順に刺激を送る。じわじわと高まる心地よさと多幸感に梨乃はふっと吐息をこぼした……が。

　着信音が鳴りやむ気配はなく、気になって仕方がない。

「侑斗さん、その、一度出た方が……。千紗は心配性だから私が出るまであきらめないと思います……」

「そうか。わかった」

　唇で梨乃の鎖骨から胸もとの繊細な肌を楽しんでいた侑斗は、渋々顔を上げ、梨乃のバッグに手を伸ばして中からスマホを取り出した。

「さっさと終わらせるんだぞ」

　熱がこもった侑斗の目に射すくめられた梨乃はこくりとうなずき、スマホを受け取った。

「もしもし？」

　ソファに押しつけられたまま梨乃は電話に出た。そのとき梨乃の髪を梳いていた侑斗の手がスマホの画面にあたりスピーカーモードに切り替わる。同時に千紗の大きな声が響き渡った。

『あ、やっと出た。ねえ今どこにいるの？　梨乃のマンションに来たのに表札もないからびっくりしてるんだけど』

「あ、あ……えっと、わざわざごめんね」

　一方的にまくし立てる千紗に、梨乃は平静を装いながら答えた。

　千紗は梨乃が以前住んでいたマンションの近くに住んでいて、これまでもちょくちょく行き来していた。事情をなにも話していなかったと思い出し、梨乃は慌てた。

「ち、千紗、それより、なにかあったの？」

　梨乃は焦って起き上がろうとするが、侑斗がそれを許さない。梨乃を変わらずソファに押しつけ額にキスを落とした。

「んっ。な、なにを……」

　驚き目を丸くした梨乃の口から思わず声が漏れる。

『え？　なに？　梨乃どうかしたの』

　スマホからは千紗の悲鳴に似た声、そして目の前には侑斗の色気に満ちた顔。梨乃は手にしたスマホを落としそうになる。

『ねえ、もしかしてあまりにも生活が大変で、実家に引っ越したの？』

　ひときわ大きな千紗の声が響く。

「そうじゃないの。そうじゃないんだけどいろいろあって、引っ越したというか」

『いろいろって……翔矢君の学費を捻出しなきゃって言ってたけど、ダブルワークとか始めたんじゃないでしょうね。うちはそういうの禁止してるからまずいよ。それなら家賃はいらないからうちに来なよ。ただでさえ梨乃は人がよくてだまされやすいんだから、妙な考えをしちゃダメだよ』

「それは、大丈夫だから、千紗、ひとまず落ち着いて」

　千紗の心配する声を聞き、梨乃は申し訳なくなる。せめて千紗にだけは同居のことを話しておけばよかったと後悔した。

『落ち着けって言われても無理だよ。ねえ、それよりほんと、今どこにいるの？』

「どこって言われても……」

　梨乃は言葉に詰まり、梨乃の頭の横に片肘をついている侑斗をちらりと見た。まさかありのままには言えないが、どうすればこの場を切り抜けられるかわからない。

　すると侑斗は無言で梨乃の手からスマホを取り上げた。

「こんばんは。梨乃の婚約者の白石侑斗です」

「えっ」

　いきなり話し始めた侑斗に、梨乃は慌てた。スマホを取り返そうとするも、侑斗はすっくと起き上がり、それを拒んだ。

「あの、侑斗さんまずいですよ。千紗はホテルの従業員で、同居がばれたら……あっ」

　思わず侑斗を止めたが、千紗にも聞こえたと気づき梨乃も慌てて起き上がった。

『え、白石侑斗って、は？　侑斗さん？　それに婚約者ってなに？』

　予想した通り、千紗はいきなり電話に出た侑斗の声に驚いている。

『梨乃、いったいどういうこと？　侑斗さんと婚約って、まさかとは思うけど、噂は本当だったの？』

「あ、あ……それはその」

　梨乃は婚約には理由があったと思い出し、言い淀んだ。侑斗の見合い話を阻止するための偽装婚約がきっかけだが、どう答えればいいのだろう。

　おまけに今日侑斗から好きだと告げられたのだ、自分の立場をどう理解すればいいのかわからない。

　すると、梨乃の頭を侑斗の手がくしゃりとなでた。

「もしもし、婚約したっていうのは本当だ。今は俺のマンションで一緒に暮らしてるから安心していいぞ」

「侑斗さんっ」

　梨乃は頭に置かれた侑斗の手を振り払い、ソファの上で向き合った。けれどそれにかまわず侑斗は話し続ける。

「梨乃を心配してくれてありがとう。だけどこれからは俺が婚約者として梨乃を、あ、翔矢君も守るし悪いようにはしない。俺に任せてくれ」

　躊躇なく誇らしげに話す侑斗の前で、梨乃はいきなりなにを言い出すのだと言葉を失った。この突拍子もない話に千紗がすんなり納得するとも思えない。

『えーっ。梨乃からなにも聞いてませんけど、ほんとですか？　まさかご自分の立場を利用して梨乃を脅した上に無理やり引きずり込んだとかじゃないでしょうね』

　予想通り千紗は侑斗の言葉に納得していない。それどころか声を荒らげ怒っている。

「千紗……」

　相手は勤務先の幹部だというのに、臆せず厳しい声をあげる千紗の優しさと強さに、梨乃の胸は温かくなる。

「私なら大丈夫。無理やりじゃない……わけではないけど別に脅されたわけじゃないし、私も侑斗さんと一緒に暮らすのが楽しいというか」

　梨乃は千紗を安心させるようにスマホに向かってつぶやいた。途中、侑斗と目が合い照れくさくなる。真っ赤になった梨乃の頬を見つめながら、侑斗も頬を緩めた。

『楽しいって、いつからそんな話になってるの？　侑斗さんはうちの創業家の人間でしょ？　そんな面倒な立場の人と結婚しなくても、梨乃を幸せにしてくれる男性ならほかにいると思うよ。きっと苦労するから考え直した方がいい――』

「苦労をさせるつもりはないし幸せにする。俺以外に梨乃を幸せにする男がいたとしても関係ない。梨乃は俺と結婚するから心配無用だ」

『な、なんですかそれ。お願いですから御曹司の気まぐれに梨乃を巻き込まないでください』

「気まぐれじゃない。もしそうならここまで待たずに手に入れてる」

「……え？」

「それに俺の立場が面倒なのは、俺が一番理解している。だから今まで手を出さずにいたんだ。だがこれ以上我慢するつもりはない」

　侑斗は矢継ぎ早にそう言うと、最後に「もう遅いから気をつけて帰れ」と思い出したように言って会話を終えた。

「あ、千紗っ。どうして……千紗はきっと誤解してますよ」

　梨乃は侑斗の手からスマホを取り返し慌てた。

「千紗は言いふらすような真似はしないと思うけど、でも婚約したと知ったら明日にでもあれこれ聞かれて……。どう説明すればいいのかわかりません」

　スマホを両手で抱きしめた梨乃は半泣きだ。

「だったら、梨乃は俺の正真正銘の婚約者だと、ありのままを話せばいい」

「正真正銘の、婚約者……？」

「そうだ。もう我慢しないとさっきから何度も言ってるだろ？　偽装婚約なんて梨乃を手に入れるための単なる口実だ。いい加減理解しろ。白石家のような背負うものが大きすぎて面倒な家に引き込むのはかわいそうだと思って我慢していたが、ずっと梨乃が欲しかった」

　侑斗は梨乃を胸に抱き寄せ肩口に顔をうずめた。そして、拗ねた口ぶりで言葉を続ける。

「好きだから婚約したし、今まで俺が口にした言葉に嘘はない」

「は……はい」

　うなじをくすぐる侑斗の吐息に梨乃の体が再び熱を帯びだした。好きだと何度も告げられ鼓動も速く、千紗は全身から力が抜けていくのを感じた。

「夢……じゃないのよね」

　梨乃は力なくそうつぶやき侑斗の体におずおずと手を回した。さわさわと引きしまった体に触れ、夢でないのを確認していると、侑斗が思いついたように口を開いた。

「俺たちの関係を気にして仕事に身が入らない従業員もいるらしい。婚約したと明日にでも公表する」

「そんな、無茶です、大騒ぎになります」

　ただでさえ侑斗との写真が拡散され噂になっているのだ。婚約したと知られればこれまで以上に注目の的となる。仕事に支障が出るのはもちろん、人間関係にも大きな影響が出るはずだ。

　想像しただけで梨乃は気が重くなった。

「噂のままだから騒ぎになるんだ。梨乃が俺の婚約者だとはっきりわかれば誰も表立ってなにも言わない。というよりも白石家を相手になにも言えないし言わせない」

「そう……ですね」

　断固とした侑斗の声音に気おされ、梨乃はうなずいた。あまりにも急な展開に心が追いつかない反面、侑斗の言葉に納得でき、不安も消えていく。

　梨乃は人心地つき、侑斗の胸に体を預けた。その途端、侑斗は梨乃をまたソファに押し倒した。

「梨乃のご家族にも挨拶しないとな」

「は？　挨拶？」

　それはまだ早すぎると梨乃は思ったが、侑斗の満ち足りた笑顔を目の前になにも言えなくなった。梨乃との結婚を心底望んでいると疑いようもない。

「長い間我慢したご褒美をくれ」

　侑斗の整った顔に見とれてぼんやりしている梨乃に軽くキスを落とすと、侑斗はすくっと起き上がり梨乃を横抱きにして立ち上がった。

「ベッドまで、つかまってろ」

　愛しげな声でそう言うと、侑斗はつかつかと寝室に向かった。

　途中、梨乃は壁にかかっている大きな絵を目にした。白石家の現当主が侑斗の誕生日に贈ったという名画だ。作者が世界的に有名な画家だと考えれば、価格は梨乃の年収以上だろう。

　落ち着いた色が重なり合う水平線の絵はたしかに素晴らしいが、その価値ゆえに安易に近寄れず、やはり侑斗とは生きる世界が違うと感じる。自分が侑斗にふさわしいとも思えない。

　それでも今は侑斗のそばにいたい。

　立場の違いへの不安よりも、好きだという気持ちの方が何倍も強い。

　梨乃は侑斗への想いを確信し、温もりを確かめるように侑斗にしがみついた。

「どうした？　すぐに抱きしめてやるから我慢しろ。……我慢できないのは俺の方だな」

　寝室のドアを開きくっくと肩を揺らして笑う侑斗の声にドキドキしながら、梨乃は目を閉じた。

　その夜、梨乃は何度も侑斗に抱かれ、好きだと何度も言われ、そして同じ言葉を求められた。










第四章　幸せを壊す足音




　侑斗と気持ちを確かめ合い、初めて抱かれた翌日。

　梨乃は侑斗の「一緒に出るぞ」のひと言で渋々侑斗とともに出勤した。

　昨夜さんざん抱かれたとはいっても、梨乃はまだ自分が侑斗の婚約者だと完全に自覚できていない。冷静に考えれば、お互いの家族になにも伝えていないどころか交際期間ゼロで婚約者に昇格。職場に向かう電車の中でも車窓からの景色をぼんやりと眺めていた。

　昨夜侑斗から与えられた体の深い場所に残る痛み。

　電車が揺れるたびにじわりと感じるその鈍い感覚だけが、大きく変わった梨乃の立場を教えてくれる。

「あの、やっぱり一緒に出勤というのはまずいと思うんですけど」

　梨乃は混み合う車内で隣に立つ侑斗を見上げた。

「どうしてまずいんだ？」

「どうしてって、写真が拡散しただけで注目されたんですよ。一緒に出勤なんてしたらどうなるか……。侑斗さんは白石家の人だから慣れてるでしょうけど、私みたいな一般従業員には恐怖でしかないです」

「安心しろ。梨乃もあっという間に白石家の一員だ。すぐに慣れる」

「あの、あっという間と言われても。それに一員って……」

　それは侑斗との結婚が近いという意味だろう。やはり正式な婚約者に昇格したのは間違いではないのだと、梨乃はぽっと顔を赤くした。

　そのとき、カーブに差しかかった電車が大きく揺れた。

　とっさに侑斗の手が梨乃の腰に回り引き寄せる。

「ありがとうございます、あの、すみません」

　勢いよく侑斗の胸に飛び込んだ梨乃はもぞもぞと動いて侑斗から離れようとするが、電車の揺れが続きさらに身を寄せた。

「ごめんなさい。窮屈ですよね」

「窮屈だけど嫌じゃない。それに、足に力が入らなくて踏ん張れないんじゃないのか？　昨夜は初めてだから手加減したつもりなんだけど」

「手加減って……？　あ、あ、それは、その」

「まあ、ずっと我慢してたから手加減したつもりでも、がっついたのは認める」

「がっついたなんて、もういいです、黙ってください」

　車内のざわめきと走行音に邪魔されながら、梨乃もつま先立ちで侑斗の耳に言い返した。侑斗の胸に手を置き顔を寄せると、ふたりの顔が触れそうになる。梨乃は慌ててかかとを下ろした。

「ん？　ここが赤いな……ああ、俺がつけたのか」

　侑斗は指先ですっと梨乃のうなじをなぞった。意味深な動きに梨乃の体が震える。

「赤いってまさか……」

　梨乃はハッと顔を上げ、侑斗が触れた場所を手で押さえた。まさに自分には見えない場所だ。

「まさか、キ……」

　キスマークと口にしそうになるのを梨乃は慌ててこらえた。初めての経験に無我夢中でいつつけられたのかわからないが、侑斗が残したに違いない。

　梨乃は口をパクパクさせて侑斗を睨むが、侑斗は笑顔を返しおもしろがっている。

「髪で隠れて見えないから大丈夫だ。ほかは服を脱がせないとわからない場所にしかつけてない。俺しか見れないよ」

「なにを言って……」

　独占欲が混じる言葉に梨乃の心は踊るが、それを顔に出さないよう気をつけながら侑斗と距離を取ろうとした。けれど車内は満員に近く、それは難しい。

　梨乃は侑斗の車で出勤すればよかったと後悔した。

　侑斗は普段車で通勤していて、梨乃に一緒に乗っていくよう何度も声をかけていた。けれどホテルで従業員たちに見られるのが面倒で、梨乃はいつも断っている。

　だから今朝も同じように電車での通勤を選んだのに、侑斗が自分も電車で一緒に行くと言い出し、こうして満員電車に揺られているのだ。

「遠慮なく梨乃をこうして抱けるなら、満員電車も悪くないな」

　ささやく侑斗の声は弾んでいる。梨乃はうなずきそうになるのを我慢した。

　いつも以上に混み合う車内も、こんなふうに侑斗の胸に守られるのなら悪くない。

　というよりも、恥ずかしすぎて侑斗には絶対に知られたくないが、そのためだけに満員電車に揺られるのも悪くないと思う自分に梨乃は照れ、侑斗の胸に思わずぐいぐいと顔を押しつけた。




　侑斗は電車を降りても梨乃の手を掴んだままホテルに向かい、何度もその手を離そうともがく梨乃を無視し続けた。

「侑斗さん、せめて手は離してください。ほら、みんなびっくりしてます」

　ホテルの敷地内、それも大勢の宿泊客が行きかう正面玄関やロビーでも侑斗は梨乃の手を離さず颯爽と歩いている。

「いずれ慣れる。なんといっても白石家の嫁になるんだから気にするな」

「あ、あの、そんな大きな声で言わないでください」

　いきなり白石家の嫁だと言われ、梨乃は青ざめた。

「別にいいだろう。俺たちが婚約したのは事実だ」

「侑斗さんっ」

　よく通る声でそう言って胸を張る侑斗を梨乃は慌てて止めるがすでに遅く、侑斗の声はロビーに響き渡っていた。

　その場に居合わせた従業員たちは一様に目を丸くし「嘘……やだ」という女性たちからの悲痛なささやきも耳に届く。

「だから一緒に出勤するのは嫌だったんです……」

　梨乃は誰とも目が合わないようひたすら頭を下げ、体を小さくした。

　従業員用の出入口ではなく客用の正面玄関から入るだけでも周囲の目が気になるというのに、梨乃の手を引いているのは次期副社長と目されている侑斗だ。

　おまけに婚約などと口にして誇らしげに笑っていて、注目するなというのが無理な話だ。

　ちらりと辺りを見ると、従業員たちが好奇心丸出しでふたりを眺めている。

「はあ……っ」

　侑斗相手にさすがにその場で声をかける者はいなかったが、写真を拡散したという経理部の女性をはじめ従業員の中には侑斗を気に入っていると公言する女性も少なくない。

　梨乃は今日一日をどう過ごせばいいのだろうかと肩を落とした。

　そんな梨乃の様子に気づいているはずの侑斗は、梨乃との距離をさらに詰めた。

「帰りは遅くなりそうだから、先に帰ってろ」

　決して小さくない侑斗の声に、周囲がざわめいた。

　これで決定的だ。今まで確証のない単なる噂だったが、梨乃が侑斗と特別な関係であると認定された。

「あー、もう……」

　周囲に聞こえるようにわざと大きな声で言ったに違いないと、梨乃が目を細めて侑斗を見上げると。

「なるべく早く帰る」

　梨乃の頭を優しくなで、侑斗はにっこり微笑んだ。

「は？」

「だからそんな寂しそうな顔をするな」

　侑斗は顔を近づけそうささやくと、社長室直通のエレベーターに乗り込むのかロビーの奥へとさっさと姿を消した。梨乃は心の中で「絶対わざとだ」と何度も繰り返した。




　心配した通り、その日を境に梨乃は従業員たちからいっそう注目され、侑斗の婚約者として見られるようになった。

　他部署との打ち合わせに参加すれば会議室に入った途端いっせいに視線を向けられるし、化粧室や給湯室で顔を合わせた女性社員の中には梨乃を睨みつける者もいる。

　さすが白石家の御曹司だなと、梨乃は侑斗の存在感のすごさと女性人気に感心するばかりだ。それにしても、早く一段落ついてゆっくりしたい。

　営業企画部の片隅のテーブルで梨乃は軽くため息をついた。残業の合間に小野と向かい合って休憩を取っているが、休憩というより間食の真っ最中だ。

　梨乃は今、クリスマスのチョコレートフェアだけでなく年明けのバレンタイン企画も進めている。クリスマスにチョコレートを大々的に使うのでバレンタインでは和菓子をメインに押し出すと決まっているのだが、和菓子を使うフェアは初めてで事前準備や根回しも多く、とにかく忙しいのだ。

「折原さん、副社長の嫁になっても僕と一緒にカップラーメン食べましょうね」

「な、なによ急に……んっ」

　ラーメンを食べていた梨乃は小野の言葉にむせ、慌ててペットボトルのお茶を飲む。

「副社長の嫁って、そんなのまだわからないし。からかわないでよ」

「まだわからないっていうのは、侑斗さんが副社長になることですか？　それとも折原さんが嫁になることですか？」

「だからそれは……その。わ、私にはわからないしノーコメントで。あ、でも侑斗さんが副社長になるのは決まってるから……」

「じゃあ、侑斗さんの嫁になるかどうかは未定ですか？」

　小野はどぎまぎする梨乃の顔を覗き込み、冷やかす。

「未定、というか……」

　偽装婚約ではなく正真正銘の婚約者だと言われただけで、今はまだなにも決まっていない。これまで恋愛経験のない梨乃には、恋人同士がどのタイミングでどんなふうに婚約に進んでいくのかも知らず、ましてや婚約後の段取りなど想像もつかない。

　イメージではまずは双方の家族に挨拶なのだが、侑斗の家族は白石ホテルの創業家一族。雲の上の存在だ。会ってなにを話せばいいのかもわからない上に、自分の両親にもまだなにも伝えていない。

　侑斗からは早いうちに両家の顔合わせをしようと言われているが、梨乃はまだ迷っている。

　梨乃が知らず知らずうつむいて考え込んでいると、小野の感心する声が聞こえた。

「俺の今後のために教えてほしいんですけど。姉バカで仕事オンリーの折原さんを、侑斗さんはどうやって落としたんですか？」

「どうやって落としたって言われても、それはまあ、いろいろあって……そんなのいいでしょ別に」

　梨乃は赤くなった顔をプイと逸らした。同時に、胸の奥がきゅっと痛むのを感じる。

　侑斗と気持ちを通い合わせ幸せなのだが、時折不安になるのだ。

　侑斗の近くにいればいるほどふたりの立場の違いを実感し、本当にこれでいいのかと悩みは尽きない。

　梨乃はふと湧き上がる切なさをやり過ごすように小さく首を振った。

　夜八時を過ぎ、営業企画部では梨乃と小野、そして数人の男性社員が仕事を続けている。ここ数日残業が続いている梨乃は、小野が最近はまっているというコンビニ限定のカップラーメンを堪能していた。

「ラーメン、伸びますよ。早く食べて企画書を完成させましょう」

「それにしてもおいしいねこれ。私もコンビニで買って帰ろう」

「買って帰ってひとりで食べるんですか？」

　小野が好奇心を隠そうとしない表情を梨乃に向けた。

「侑斗さんもお湯を注いで三分待ったりするんですか？」

「……そういえば、カップラーメンを食べる侑斗さんは見ないな」

　侑斗の自宅の冷蔵庫は、家政婦が定期的に補充する高級食材であふれている。

「侑斗さんの食生活にインスタントとかレトルトという言葉は存在しないと思う」

　梨乃は冷蔵庫の中身を思い出しながら、小さくつぶやいた。生まれながらの御曹司だ、充実した食生活を送ってきたはずの侑斗が、友人の作るラーメンは食べてもカップラーメンは食べないだろう。

「あの見た目と生まれでカップラーメンは無理がありますねー」

「そうだね。しっくりこない。カップラーメンは自分の分だけ買って帰ろう。あ、塩味以外にも種類はあるの？　味噌味があると最高なんだけどな」

　残りのラーメンを急いで口に運びつつ尋ねてみるも、なんの答えも返ってこない。箸を動かしながら視線を上げると小野が笑いをこらえたような表情を浮かべ、梨乃の背後を見ていた。

「どうしたの？」

「……折原さん、さっきのお願い守ってくださいよ」

「お願い？　ああ、ラーメンを一緒に食べるっていう？　それくらい全然いいけど」

　何度も同じ話ばかりするんだなと梨乃が不思議に思っていると。

「婚約者の俺のラーメンは用意しないのに、この男とは一緒に食べるのか？」

　不機嫌な声が聞こえ、梨乃は慌てて振り返った。

「俺は醤油味が好きだから覚えておけ。ちなみにコンビニでカップラーメンは買うしおでんは好物だ。諒太が結婚する前は社長室で食べながら徹夜で仕事を片づけるなんてしょっちゅうだったからな」

「え、どうしてここに？」

　梨乃はラーメンをテーブルに戻し、ペットボトルのお茶を慌てて飲んだ。小野との会話のほとんどを侑斗は聞いていたらしい。

「今日は出張で遅くなるって言ってませんでしたか？」

　むせそうになるのをこらえながら梨乃は立ち上がった。

　侑斗は同居が始まる前から手掛けている案件の追い込みで、これまでになく忙しくしている。今日もようやく先方が時間を作ってくれたと言って朝早くから家を出て、帰りも遅いと言っていた。

　仕事はうまくいったのだろうかと梨乃は不安気に眉を寄せた。

「仕事は順調だ。直帰しようとしたら諒太に呼ばれて戻ってきたんだ」

「社長に、ですか。え、だったら早く行った方がいいんじゃないですか」

「いや、大丈夫だ。というよりも梨乃も呼ばれてるから迎えにきたんだ」

「……え、私が、社長に、ですか？」

　侑斗の言葉に梨乃は耳を疑った。社長に呼び出される理由など思い浮かばない。

「いったい、どうして。私、なにかやらかしましたか……？」

　梨乃に思いあたるようなものはなにもないが、もしかしたら、と目を見開いた。

「あ、侑斗さんの婚約者として認めないと面と向かってはっきり言い渡される……とか」

　それしか考えられないと梨乃はひとりうなずいた。単なる一従業員の梨乃が白石家に嫁ぐような奇跡が簡単に起きるわけがない。やはり自分は侑斗には釣り合わないのだと、梨乃の胸はひどく痛んだ。

「そっか……」

「なに勝手に気を回して落ち込んでるんだよ」

　力なくうつむいた梨乃の頬を、侑斗は苦笑しつつ手の甲でするりとなでた。

「俺の結婚相手は俺が決めるし、万が一諒太が横槍を入れるなら梨乃を連れてフランスのホテルに異動するから安心しろ」

「えっ」

　侑斗の言葉に、梨乃は顔を上げた。

「あっちのホテルを軌道にのせるのも楽しそうだからそれもありだな。それより、諒太が梨乃を呼び出した理由はクリスマスの件だ」

「あ……クリスマス、ですか」

　梨乃はホッと息を洩らした。

「この間木下部長が言っていたショコラティエの件ですね」

　いきなり聞こえた声に振り返ると、にっこり笑う小野と目が合った。

「折原さんとカップラーメンを食べるのもいいんですけど、フランスで本場のチョコレートを一緒に食べるのも悪くないですね」

　楽しそうに目を細める小野に、なにを言いだすのかと梨乃は眉を寄せた。

「は？　小野君、いきなりなに言ってるの」

「冗談です。ちなみに僕フランス語が話せるので異動の話があればいつでもお受けしますよ、侑斗さん……またまたそんな怖い顔をして睨まないでくださいよ」

　小野は人懐っこい笑みを浮かべ、大げさに肩をすくめた。

「折原さんが思ってる以上に侑斗さんは折原さんが好きみたいですね。僕のようなまだ戦力にもならない平社員に本気で嫉妬してるくらいだし」

「嫉妬？　え、まさか」

　梨乃が再び振り返ると、侑斗はイライラとした表情で手を伸ばし梨乃を自分の背に隠す。

「小野君だったよな。毎日梨乃と残業続きで楽しそうだな」

「そうなんです。もともと営業企画に興味はなかったんですけど、次々と企画をヒットさせる折原さんに刺激を受けて楽しくなってきました。あ、クリスマスの企画は僕の意見もかなり取り入れてもらったんです。もちろん折原さんからアドバイスをいただいたおかげですけどね。いつも近くで勉強させてもらってます」

　飄々としていてなにを考えているのかわからない小野の言葉に、梨乃はひやひやする。おまけに梨乃から刺激を受けているなど、これまで聞いた記憶はない。

「初めてそんなの聞いたけど」

「ですよねー。僕、口下手でうまく気持ちを伝えられないんですよ」

　完食したカップラーメンの容器を片づけながら、小野はけらけらと笑った。

「口下手なのは侑斗さんも同じじゃないですか？　見た目抜群の御曹司なのに詰めが甘いなんてかわいいですけど、致命傷になることもあるのでご注意です」

「なんの話だ？　俺が口下手なんて初めて言われたぞ」

「自覚がないんですね。だったらどうして折原さんはいまだに侑斗さんと結婚するのかどうか未定だなんて言ってるんでしょうねー」

「未定？」

　梨乃を背に隠したまま、侑斗は低い声で迫る。梨乃は侑斗の背後からちらりと顔を出し「なに言ってるのよ」と眉を寄せ声をかけるが、軽く聞き流された。

「そうですよ。未定だって思い込んでるどころか、社長に呼び出されただけで侑斗さんとの付き合いを反対されてるって弱気になるほどですからね。侑斗さんが口下手で折原さんが不安なままだからですよ」

「……そうなのか？」

　侑斗は一瞬考え込み、表情を曇らせて梨乃を振り返った。

「俺との結婚に迷っているのか？」

「あの……いえ、これからどうすればいいのかとか、私に務まるのかとかあれこれ考えて」

　侑斗の視線から目を逸らし、梨乃はもじもじと答えた。

「あれこれって、なんだ？」

「それは、その」

　残業中の同僚たちが興味津々の眼差しで梨乃たちを見ている。将来の副社長が突然現れて、気にするなというのは無理な話だ。

「あの、侑斗さんそろそろ社長のところに行った方がいいですよ？　お待ちなんですよね」

　その場の空気を変えるように梨乃が侑斗の背中を押した。

「それで、その、本当に私も呼ばれているんですか？」

「ああ。フランスからスケジュールが送られてきたらしい。人気のショコラティエの初来日だからマスコミを呼んで大々的に宣伝するそうだ」

「大々的にって、そんな大げさな」

　チョコレートを前面に出した特別な企画だが、クリスマスフェア自体は毎年多くのホテルが開催している定例企画だ。例年は古くから付き合いがあるなじみの記者を呼ぶ程度でそれほど大げさなものではない。

「木下部長の思いつきのおかげでどんどん大きくなっていくような気が……」

「とにかく行くぞ」

　侑斗は腕時計をちらりと見ながらつぶやいた。

「あ、はい」

　梨乃はテーブルの上を手早く片づけタブレットといくつかの資料を手に取ると、足早に侑斗の後を追った。




　社長室がある二十九階を訪れる機会は滅多になく、梨乃はエレベーターを降りた途端慣れない冷ややかな空気に息を詰めた。毛足の短いカーペットをそろそろと歩く梨乃に、侑斗は苦笑する。

「ここは初めてか？」

「いえ、二、三度ありますけど秘書室に書類を届ける程度で、社長と直接お会いするのは初めてです」

「そうか。まあ緊張する必要はない。諒太は俺と梨乃の結婚に反対していないし、もし妙な話を始めたら、あいつの彩実さんへの溺愛ぶりをばらしてやる」

　侑斗はそう言って思案顔で口角を上げた。なにやら楽しそうだ。口にする言葉とは裏腹な仲のよさも垣間見え、梨乃の気持ちもふっと軽くなった。

「彩実さんにはいずれお礼を伝えた方がいいですよね。有名ショコラティエを紹介してくださったし」

　梨乃は静かすぎるフロアを気にして声を潜めた。

「いや、彩実さんも仕事を持っていて忙しいから諒太に伝えておけばいい。それより諒太は彩実さんの話が出ると人が変わってデレデレになるから驚くなよ」

　侑斗は梨乃を見下ろし、肩を揺らして答えた。

「今も小難しい顔で書類でも睨んでるだろうけど、早く家に帰って彩実さんに会いたくてたまらないはずなんだ。だから」

　ちょうど社長室のドアの前に着き、ふたりは立ち止まった。

「……だから、なんですか？」

　途切れた言葉が気になり、梨乃は侑斗を見上げた。侑斗はなにが楽しいのかニヤニヤと笑い、梨乃の顔を覗き込んだ。

「目の前で俺と梨乃がいちゃついたらイライラすると思うとワクワクする」

「は？　いちゃつく？」

「そう。今までさんざん見せつけられてきたから、今日はこっちが見せつけてやる」

　くくっと笑うと、侑斗は軽くノックすると同時にドアを開いた。

「悪い、待ったか？　梨乃を連れてきたぞ」

「あ、あの、侑斗さんっ」

　侑斗に腕を掴まれて転げるように社長室に入った梨乃は、そのまま手を引かれ、部屋の奥に足をすすめた。

　初めて入る社長室。深みのある茶色でまとめられた室内はとても広く、品のいい調度品やソファが置かれている。

　愛想のいい笑みを浮かべてソファに腰掛けていた諒太と目が合い、梨乃は慌てて侑斗の手を振りほどいた。

「しゃ、社長……」

「あ、折原さん、わざわざ来てもらって申し訳ないが、少し待ってもらえるか？　侑斗、村むら野のさんがいらっしゃってる」

「え？　お約束はしていませんが」

　軽やかな声から打って変わった侑斗の硬い声に、梨乃は顔を上げた。

　そのまま侑斗の視線を追うと、諒太の向かいのソファに誰かが腰掛けている。

　髪をハーフアップにしているうしろ姿を見ると、女性のようだ。

　梨乃が落ち着かない様子でいると諒太と目が合った。遠目に見ても整っている容姿は近くで見るといっそう見栄えよく、三つ揃いのスーツがよく似合う。彫りの深い顔立ちはやはりいとこの侑斗によく似ているが、侑斗よりもクールな印象を受ける。

「村野さん、いい機会ですので彼女を紹介させてください」

　諒太が向かいのソファに腰掛けている女性に声をかけた。

「侑斗の婚約者の折原梨乃です。当ホテルのあらゆるイベントやフェアの企画を担当しておりますので、今回の件に関しても力になれると思います」

　諒太の口から突然自分の名前が出され、梨乃は息をのんだ。

「社長。今回の件に彼女は関わる予定はありませんから」

　怒りを含んだ侑斗の低い声が部屋に響いた。

「独り占めしたいのはわかるが出し惜しみするなよ」

　諒太はおもしろがるようにそう言って、目を細めた。

「あ、村野さんすみません。このふたり、最近婚約したのでからかうとおもしろいんですよ」

「諒太、いい加減に――」

「侑斗さん、婚約したんですか？」

　それまで梨乃たちに背を向けていた村野と呼ばれた女性が立ち上がり、振り返った。

　ベージュのスーツを着た長身の美人だ。清潔感のあるメイクをほどこし、ハーフアップにした髪は毛先が軽くカールしている。女性らしさをバランスよく押し出した容姿は目を引き、きっと男性からモテるだろうと梨乃は感じた。

「最近何度もお会いしていたのに、婚約なんて聞いてません」

　奥二重のきりりとした目もとからは不機嫌な表情の中にも色気を感じ、梨乃は圧倒された。

「それは失礼いたしました。私のプライベートは仕事に関係ありませんので控えておりました」

　侑斗はとくに感情を含まない声でそう言うと、表情を消して目の前の女性を見た。

「そう。まあいいわ。せっかくだから侑斗さんにもお伝えてしておこうかしら。白石社長、いいですよね」

「ええ、どうぞ。この後私から侑斗に伝えるつもりでしたから」

「なんの話だ？　それにどうして村野さんがここにいらっしゃるんですか」

　侑斗はいぶかしげに諒太に問いかけるが、その言葉を引き取るように村野がつかつかと侑斗に歩み寄る。五センチほどのヒールを履きスラリとした姿は、侑斗と並んでも決して見劣りしない。梨乃は思わず見とれた。

「沢さ渡わたり大臣のご長男の結婚式の件だけど、白石ホテルさん以外にもうひとつ候補があがったの。こちらを第一候補に考えていたけど、大臣の地元と縁のある方から話が持ち込まれてそちらについても検討するようにと指示があってね」

　侑斗はその話にほんのつかの間眉を寄せた。

「……わかりました。わざわざ足を運んでまでお伝えいただきありがとうございます」

　感情を抑えているとわかる重苦しい声で侑斗は答える。

　事情がわからない梨乃は不安を覚えた。

「だったら話が早いわね。これまで白石ホテルさんが出された企画を練り直していただきたいの。お相手の女性は海外生活が長い方だから、これまでになく華やかな結婚式にしたいと大臣もおっしゃってるわ」

　まるで挑発するような村野の言葉に、梨乃は部屋の温度が下がったような気がした。

「大臣はすでに新婦の藍あい香かさんをとてもかわいがっていて、藍香さんが喜ぶホテルというのが第一条件なの。大臣の意向や好みを調査していたようだけど残念ね。それだけじゃ不十分よ」

　村野は目を細めふふっと笑うと、侑斗の隣で話を聞いている梨乃ににっこり笑った。

「初めまして。沢渡外務大臣の秘書の村野静しず葉はです」

　梨乃は唐突に差し出された名刺を受け取った。見れば瀬せ戸と内うちを地盤に持ちスピーディーな働きぶりで人気が高い外務大臣、沢渡圭けい造ぞうの私設秘書のようだ。

　自分と年齢があまり変わらないだろう彼女の堂々とした態度と立場に、梨乃は感心した。

「すみません、わたくし折原と申しますが今手もとに名刺がありませんので、後日でよろしいでしょうか」

「いえ、今後お仕事で直接お話する機会はないと思いますので結構です。担当の侑斗さん……白石課長とのやり取りだけで十分ですから」

「……はあ」

　笑顔を見せつつも突き放すような村野の声音に、梨乃は口ごもった。

　黙り込んだ梨乃にかまわず村野は侑斗に顔を向けた。

「今はまだ白石ホテルに分がありますが、今後どうなるかは不透明です。大臣はいずれ長男の恭きょう介すけさんを政界に送り込むつもりだから地元からの依頼を無下には断らないはずだし」

　もったいぶって話す村野を、侑斗は表情を変えず見下ろしている。

　ふたりの間に緊迫した空気を感じ、梨乃は思わず諒太を見るが、苦笑いを返されただけで要領を得ない。

「参考までにお聞きしますが、うちと競合しているホテルというのはどちらでしょうか」

　侑斗の硬い声に、村野は肩をすくめる。

「残念ながらそれは教えられません。裏で直接話をして辞退させるような手段を取られるとまずいので」

「は？　そんなやり方をうちがするとでも思ってるのか」

　怒りを抑えているとわかる侑斗の声が部屋に響き、梨乃はひやひやする。侑斗の腕に手を置き落ち着くようにと首を横に振った。

「侑斗さん……」

　梨乃の不安気な声を耳にした侑斗は表情を緩め、小さく息を吐き出した。

「わかりました。早々に企画を練り直してご連絡いたします。大臣のお考えもおありでしょうが、当白石ホテルにご依頼いただけるよう力を尽くします」

　侑斗は丁寧すぎる口調でそう言って深々と頭を下げた。つられて梨乃も同じように体を折った。動きやすさ重視で履いている黒いローヒールと、村野の品のいいベージュのハイヒールが目に入り、梨乃はその違いを実感した。

「……わかりました。連絡を待ってるわ」

　目の前で梨乃と侑斗が揃って頭を下げたのが気に入らないのか、村野はいらついた声で答えた。けれど次の瞬間、ふと思いついたように表情を変え、口を開く。

「大臣は地元を大切になさっているけど、学生時代からの親友である私の父とも仲がいいのよ。仕事上の付き合いも深いし、もちろん私を子どもの頃からかわいがってくださっているわ」

　侑斗に体を寄せもったいぶったように話す村野に、侑斗は冷静にうなずいた。

「それが？」

「今一番重視しないといけないのは、経団連の元会長である私の父からの大臣への口添えと、秘書としても親友の娘としても大臣が大切にしている私の最終的な判断。……侑斗さんなら察しがいいからこれ以上言わなくてもいいわよね」

　そう言って上目遣いで見つめる村野に、侑斗は鋭い視線を向けた。

「さあ、よくわかりませんね。ですが、ご依頼いただけるよう今後も精いっぱい努力させていただきます」

「……そう。よっぽど白石ホテルが大切なのね。だったら尚さら私の判断が気になるんじゃない？　ホテルの従業員との婚約を後悔するかもしれないわね」

　村野はくすくすと声を洩らすがその目は笑っていない。

「単なる従業員が侑斗さんの力になれるとは思わないけど。せいぜい白石家の名前を傷つけないようにね」

　村野は威圧的な物腰で梨乃に迫り、綺麗に上がったまつ毛を揺らした。

「はい……ありがとうございます」

　礼を述べながらも、梨乃には今ふたりが交わしていたやり取りの内容がいまひとつよくわからない。

　村野の父親は経団連の元会長で、彼女自身は大臣秘書。

　そして、侑斗にとってかなり重要な案件が動いていて、それに村野が関わっているのは理解できた。

　侑斗はよっぽど村野に納得がいかないのか、表情を消し立ち尽くしている。

　空を見つめ微動だにしない侑斗を、村野も不満気に眺めている。

「あ、あの」

　この息詰まる緊張感をどうにかしなければと、梨乃は村野に歩み寄った。

「よければ館内を改めてご案内しましょうか？　あ、ちょうど今夜最上階のラウンジで有名ピアニストの生演奏が予定されています。お時間があればおいしいワインとともに心地よい音楽はいかがでしょう」

「は？　ワインと音楽？」

　突然梨乃に話しかけられ、村野はたじろいだ。

「はい、ご存じかもしれませんが当ホテルはフランスのワイナリーと直接契約を結んでいるのでワインの品揃えには自信があるんです。いかがでしょうか」

「突然言われても……」

　にっこり笑う梨乃に後ずさった村野だが、すぐに立ち直り表情を引きしめた。

「せっかくのお誘いですが今日は白石社長に現状をお伝えするために寄らせていただいただけですから、失礼します」

「でしたらまた改めてホテルのご案内を――」

「結構です。じゃあ侑斗さん、新しい企画書を早急に持ってきてください」

　梨乃の言葉を遮り侑斗にそう言うと、村野は諒太に会釈を済ませて部屋を出ていった。その足取りは荒々しく、梨乃はとりなす隙すら見つけられなかった。

「あの、いいんですか？　なんだか怒って帰られましたけど」

　村野が出ていったドアを見つめながら、梨乃が心配そうにつぶやいた。

「気にするな。新しい企画書を練り上げて目の前に叩きつけてやる」

　口ぶりは物騒だが梨乃の頭を愛しげになでる手の動きは優しく、梨乃は時折くすぐったそうに肩をすくめている。

「それより、耳障りの悪い話ばかりされてうんざりしただろう。申し訳ない」

「いえ。侑斗さんたちの事情もわからないのに口を挟んですみません」

　侑斗の力になれればと思いつい口を出したが、結局役には立てなかった。梨乃は自分の力不足を感じ肩を落とした。

「俺のためにしてくれたんだから気にするな。うちに帰ったら説明するからこれ以上無理しなくていい。手が冷たいぞ」

「あ……」

　梨乃は侑斗に握られた手をそっとほどいて背中に隠した。上手に笑顔を作れても、緊張で手足が冷たくなったのはばれたようだ。

「平気です、そのうち温かくなります」

　侑斗に触れられすでに梨乃の体温は上がっていて、指先にも感覚が戻っている。

　村野を前によっぽど緊張していたらしい。ほんのり赤みが戻った梨乃の頬を、侑斗の掌が包み込んだ。

「家に帰ったら、体中を温めてやるから楽しみにしてろ」

「侑斗さんっ」

　一瞬ぽかんと考え込んだ梨乃の体は、家に帰るのを待たずあっという間に熱くなる。

「へえ、秘書室の女性たちから聞いていた通りの仲のよさだな」

　ソファの背にもたれてふたりの様子を眺めていた諒太の声が部屋に響いた。

「侑斗から折原さんと婚約したと聞いたときにはいつの間に動いたんだと驚いたけど。まさかここまで溺愛しているとは。俺の想像以上だったな」

「彩実さんをひたすらかわいがって甘やかしてる諒太に言われたくない」

「どこまで愛しても許されるのが結婚だ。うらやましいならお前もさっさと結婚すればいいだろ」

　侑斗の言葉に少しも照れずあっさりと言いきる諒太に、梨乃はぽかんとした。クールで近寄りがたいイメージとは真逆のおもしろがるような声音にも驚かされる。

「……それよりも今はフランスから届いたスケジュールを見せてくれ。疲れたから早く帰りたい」

　あきれたような侑斗の声に、梨乃はこうして諒太に呼び出された理由を思い出し、気持ちを切り替えた。

「今までにない大がかりな企画で、ホテル全体の士気も上がっています」

　話題性抜群の企画に、従業員の多くが沸き立ちホテル内の空気も明るくなっている。

　リーダーとして企画を進める梨乃の仕事量やプレッシャーはかなりのもの。今も調整中の課題を思い出し、早く仕事に戻らなければと表情を硬くした。

「梨乃、また体温が下がるぞ。肩の力を抜け」

　侑斗は梨乃の思いを察したように背中をポンと叩き、そのまま軽く押し出した。

「あ、あの」

　侑斗は遠慮する梨乃を強引にソファに座らせ、自分も並んで腰掛ける。

「で、スケジュールは？」

「そうだったな。突然アポなしで村野さんが訪ねてきたせいで忘れていた」

「アポもなしにやって来たのか？」

「ああ。まあ、侑斗に会いたかったんじゃないか？」

　諒太のからかう声に、侑斗はうんざりだとばかりに顔をしかめた。

「それは今関係ないだろ。……早くスケジュールを見せてくれ」

「なに焦ってる。折原さんもそのうち知るだろうから説明しておけ。これから何度も顔を合わせるんだ。不安にさせるなよ」

「わかってる」

　侑斗は面倒くさそうにそう言って息を吐き出した。

「で、これがフランスから届いた日程だ。さすが国宝と言われるショコラティエだけあってかなりタイトだ」

　諒太は身を乗り出し侑斗にタブレットを手渡した。その画面にはフランス語と日本語が併記された今後二カ月のスケジュールが表示されている。

「今以上に梨乃は忙しくなりそうだ。見てみろ」

「たしかに、かなり詰まってますね」

　タブレットを覗き込む梨乃の横で侑斗は自分のスマホを取り出し、スケジュールの確認を始めた。

　梨乃もタイトなスケジュールを前に今後の進め方をあれこれ考えるが、どうしても侑斗と村野との関係が気になって仕方がない。

「ん？　どうした？」

　ちらちらと侑斗に視線を向ける梨乃に、侑斗は首をかしげた。

「いえ、別になにも。……とにかくがんばります」

「俺が直接この企画に関わる機会は少ないが、フランス語は話せるからなにかあれば頼ってくれ」

「フランス語……そうですね。私はまったく話せないので、教えてください」

　梨乃はそう言って侑斗に笑顔を返すが、仕事だけでなく、翔矢のサポートを含めプライベートでも侑斗に助けてもらってばかりで心中は複雑だ。

　自分は……と考えれば、忙しい毎日を送る侑斗のためになにもできていない。

　ただただ守られ、助けられ、大切にされている自分がもどかしい。

　ふと頭に浮かんだのは、自分の立場にも生まれにも自信に満ちた村野の姿だった。




　その日の夜、梨乃は侑斗が手掛けている仕事について話を聞いた。

　侑斗は同居を始めて以来帰りが遅いだけでなく自宅に仕事を持ち帰り、出張で家を空ける夜も何度かあった。

「それは前にも言ったけど、梨乃に手を出さないようにわざとそうしてたんだ」

　言いづらそうに顔をしかめ、侑斗は梨乃の体を抱き寄せた。

「あ、あの、まだ話は終わってなくて。ちゃんと全部話してくれるって言ってましたよね」

　梨乃は目の前の侑斗の胸に両手を突き、小さく距離を取った。

　軽い夕食の後入浴を済ませ、侑斗に待ちくたびれたとばかりにベッドに引きずり込まれた。

　初めて侑斗に抱かれて以来、梨乃は毎晩侑斗のベッドで眠っている。

　ベッドに入ると同時に侑斗に抱き込まれそのまま肌を重ねるのだが、今夜はその前に村野との関わりはもちろん、事情をすべて話してもらう約束だ。

「私の気持ちを考えてくれていたのはありがたいんですけど、仕事が立て込んでいたのも事実ですよね。それが村野さんと関係していると社長がおっしゃってましたけど」

　社長室を出る間際に諒太から教えられたいくつかを梨乃は思い返す。

　侑斗は現在、とある政治家の子息の結婚式と披露宴を白石ホテルで引き受けるための調整に奔走しているらしい。

　政治家や芸能人の結婚式やパーティーならこれまで何度も引き受けているが、今回はどうしても白石ホテルで引き受けたいらしい。

「外務大臣の沢渡圭造って知ってるか？　瀬戸内に地盤を持つ与党の重鎮だ」

　侑斗は梨乃の体に回していた手を解いて起き上がると、サイドテーブルの上にあるタブレットを手に取った。

「これだ。弁護士資格も持つやり手で、結構男前だろ」

　ヘッドボードに背中を預け、侑斗が梨乃にタブレットを差し出した。

「テレビで見る機会も多いですけど、息子さんがいたんですか」

　梨乃も起き上がり、侑斗の隣に寄り添うように並んだ。

「ああ。息子はＫ大卒業後銀行に入行して去年までフランス支店で勤務していた」

「フランス？　もしかしたら、それが今回どうしてもうちで結婚式を引き受けたい理由ですか？」

　梨乃はハッと思いつき、侑斗に顔を向けた。

「鋭いな。ホテルの買収を手始めに、諒太はフランスでの展開を本格化しようと腹をくくってる。フランスにいる彩実さんの親戚が諒太の後押しをしているのもあるが、もともと俺たちの世代で海外進出を軌道にのせようと決めてたんだ」

「……そうだったんですね」

　白石ホテルはここ最近フランスのホテルをいくつか買収し、経営に乗り出している。今のところ集客や現地の従業員との関係に問題はなく順調だ。諒太の先を読む力と経営手腕によるものだともっぱらの評判だが、この勢いに乗じて近くフランスやその近隣国に複数のホテルを建設する予定だ。

「今は順調だが、海外との強いパイプを持つ沢渡大臣の力添えがあれば尚心強い。調べてみるとフランス支店での勤務が長い息子の恭介さんには現地にかなりの人脈がある。おまけにこのままいけばいずれ彼が父親の地盤を引き継いで政界に入る。これも遠くない話だ」

　侑斗の説明に梨乃はうなずいた。

「だから今回大臣の息子さんの結婚式をうちで引き受けようとしているんですね」

「ああ。ここで縁をつないでおいて損はないからな。それに白石家に生まれたという幸運だけで簡単に社長の椅子に座っている苦労知らずとマスコミに書かれた諒太の意地もある」

　まるで自分が揶揄されたとばかりに悔しそうに話す侑斗に、梨乃は視線を向けた。

「あ、悪い。諒太は名前が知られているから、思いきってなにかを始めるたび批判的な記事が出るんだ。若くしてトップに立ったから妬みも多い」

「ですよね……」

　諒太に関しては、他人に媚びない冷徹御曹司というイメージに三十代前半で社長に就任した順調すぎる人生への嫉妬が加わり、これまでにも何度となくマスコミに批判的な記事を書かれてきた。いずれ副社長に就任する予定の侑斗もその例外ではないが、諒太と比べると背負う重荷や責任は雲泥の差だ。

　同じ白石家に生まれた御曹司。それも同い年のふたりだが、昔も今も諒太が侑斗の前を歩きなにもかもを引き受けている。

　それは地位と名誉、そして世間からの注目と悪意までも。

「社長の諒太を支えるのが俺の役割だ。物心ついたときにはそう叩き込まれていたな」

「そんなに早くから？」

　侑斗の言葉に梨乃は目を丸くした。

「ああ。白石家の分家に生まれた男子はそう言われて育つ。もちろん自分の道を見つけて別の職業に就くのもありだけどな。でも俺は社長として指揮を執る諒太が見たかったし、あいつをサポートするのが楽しみだったんだ」

　迷いのない声で話す侑斗の表情は明るい。今日社長室でも感じたが、諒太と侑斗には身内以上の信頼関係があるのだろう。

　諒太が社長に就任した直後、実は侑斗もその座を狙っていて悔しがっているという噂がホテルの従業員の間に広まった。諒太に負けず劣らず侑斗の仕事ぶりも評価が高いのだが、いつも諒太のうしろに控えている。立場の違いは大きく、侑斗も社長の座を狙っているという噂がおもしろおかしく流れたのだ。

　それは翔矢との生活を守るだけで精いっぱいだった梨乃にはまったく興味のない話で、今の今まですっかり忘れていた。

「社長って大変そうですね。今日も私たちが部屋を出た途端秘書の方が待ちかまえていたように書類を抱えて飛び込んできて……。社長になるのも考えものです」

　不憫だとばかりにため息をついた梨乃の顔を、侑斗はおもしろそうに覗き込んだ。梨乃の言葉が意外だったようだ。

「だけど、白石ホテルのトップだぞ。魅力的だとは思わないか？」

「え……？　もちろん社長の諒太さんは魅力的ですけど。社長をサポートしてる侑斗さんも素敵です。生き生きとしていて魅力的で。役職は二の次です」

　それに、と梨乃は思う。もしも侑斗が社長だとしたら今よりもっと忙しく、一緒にいられる時間はかなり少ないに違いない。だとすれば社長という立場に魅力など感じられない。

「社長なんてなりたい方がなればいいし、侑斗さんが分家に生まれてよかった。それどころか一緒にいられる時間が減るくらいなら将来副社長にだってならなくてもいいくらいで……あ、すみません。つまらない話ばかりしちゃいました」

　寝室という特別甘い場所にいるせいか、ついつい本音が口をついて出た。侑斗が諒太やホテルのために力を尽くしている姿を間近で見ているというのに、それを否定するような言葉を口にし、梨乃は頭を下げた。

「ごめんなさい。私はただ侑斗さんが忙しすぎるのが心配で。副社長になったら今よりもっと仕事が増えそうだから」

「まあ、そうなったら今より忙しくなるだろうな」

　侑斗はうつむく梨乃の肩を抱き寄せ、彼女の髪を指先ですくい上げてはパラパラと落とし、そのやわらかさを楽しんだ。

「だけど、こっちも手を抜かないから安心しろ」

「侑斗さん……？」

　侑斗の熱い手が首筋に触れるたび梨乃の体がピクリと震えて呼吸も速くなる。次第に全身から力が抜け、頭を侑斗の肩にこてんとのせた。居心地のいい場所に収まると梨乃はおずおずと体を寄せていっそう密着させた。

「どこまでかわいいんだよ……」

　吐息とともにくぐもった声が聞こえ、侑斗の顔が近づいてきた。梨乃がそっと目を閉じると同時に落とされた唇を受け止め、互いの舌を絡ませ合う。寝室に濡れた音が響き、梨乃は夢中で侑斗の動きに応える。

「侑斗さん……」

　梨乃はくらくらする体を支えるように侑斗の首にしがみつき、キスを続けながら呼吸を整えた。間を置かず侑斗の腕が梨乃の腰に回され強く抱きしめられる。

　力強い侑斗の腕の中で、梨乃はホッとしたように体を預けた。こうして抱きしめられるだけで安心し幸せな気持ちになる。

「ん……これ、好きです……」

　守られている感覚の中、梨乃は吐息とともにつぶやいた。

　恋愛経験ゼロの梨乃にとってはすべてが侑斗に教えられたもの。キスの楽しみ方もその先の恥ずかしすぎる悦びも、侑斗に導かれ慣らされてきた。

「あっ……」

　貪るようなキスを続けながら侑斗は梨乃をベッドに押しつけた。夢中で侑斗に応えていた梨乃は酸素を取り込むように浅い呼吸を繰り返す。

　頬は真っ赤で、ぼんやりと侑斗をとらえる瞳はかなり色っぽい。

「……ほんと、お前かわいすぎる。その顔も、俺を煽あおる言葉も全部」

　侑斗は体を起こし梨乃の顔の両脇に手をついた。

「社長どころか副社長にもなってほしくないなんて、初めて言われたぞ」

　侑斗の声は低く、どこか苦しげだ。

「……初めて、ですか？」

「ああ。どうせなら白石家のトップを目指せと言われるのがほとんどだ」

　投げやりにも聞こえる侑斗の声音が梨乃には切なく聞こえ、侑斗の頬を両手で優しく包み込んだ。

「トップを目指すのもいいですけど。もしも侑斗さんが単なる従業員でも私は幸せですよ」

　白石ホテルという一流ホテルでやりがいのある仕事に就いている。それだけでも自分は恵まれていて幸せだ。おまけに健康で、こうして侑斗の腕の中でときめきがあふれている。

「侑斗さんは今でも十分幸せに見えます。私、そんな侑斗さんがとても好きなんです」

　照れくさそうに視線を揺らしながら、梨乃はぎこちない笑みを浮かべた。

　自分が口にした言葉に、自分自身が恥ずかしくてたまらない。

「……すごい殺し文句だな」

　くくっと笑う口もととは裏腹に、目は笑っていない。梨乃は息を詰めた。

　そのとき、ちゅっと音を立てて侑斗の唇が梨乃の首筋に触れる。

「ふふっ」

　くすぐったくて、梨乃は小さな声をあげ体をよじった。

「こら逃げるな」

　梨乃の動きを追い、侑斗の手が伸びる。

　そしてあっという間に侑斗は梨乃に覆いかぶさり唇を重ねていた。回数を重ねるたび梨乃からも求めるようにと教えられ、今ではお互いが気持ちよくキスを交わせる角度やタイミングがわかるようになってきた。

　侑斗が望むように、そして梨乃も楽しめるようにと慣らされた心地よさに、梨乃の体はとろけていく。

　そして……キスをしながら侑斗の手が意思を持って動きだす。

　梨乃自ら向きを整え、侑斗の動きに協力した。

「ん？　積極的だな」

「それは……」

　侑斗の手がすばやく梨乃のパジャマのボタンをはずし、迷いなく胸をあらわにした。侑斗の熱い視線とひんやりとした空気に触れた先端が疼うずき、切なさに体が震える。

「や……」

　恥ずかしさで顔を横に向けると、すぐにもとに戻され目の前には侑斗の優しい瞳。そのまま唇が重なり梨乃は細い腕を侑斗の背中にそっと回した。

「侑斗さん……」

　断続的に続く痺しびれに意識が持っていかれそうになる。いつの間にかズボンも脱がされていて、侑斗の手際のよさに感心する。

「なにを考えてるんだ？　俺だけが梨乃に夢中みたいで悔しいな」

　梨乃の胸を舌先で楽しんでいた侑斗が顔を上げ、拗ねた口調で文句をつぶやいた。

「そんな……ただ私は」

　侑斗の慣れた動きに、過去の女性とのあれこれを想像して切なくなるとはまさか言えず口ごもる。

　初めて抱かれたときから梨乃が感じていた、嫉妬。梨乃が初めて知る甘美な時間も、侑斗にとっては梨乃以外の女性と過去何度も楽しんだあたり前の時間なのだ。

　それを責めるのはお門違いだと……それに今さらその思いを口にしても仕方がないとわかっているが、なぜか今は侑斗のこれまでが気になるのだ。

　梨乃はたまらず胸もとにある侑斗の頭をかき抱いた。

「梨乃？」

　素直に梨乃に抱かれたまま、侑斗はくぐもった声で問いかけた。

　愛情あふれるやわらかな声。

　というよりも、梨乃が侑斗を自ら求める仕草がたまらなくうれしいのか、声だけでなく梨乃の体に触れる手の動きもやわらかく変化した。

「侑斗さん、好き」

　好きという言葉の裏側に嫉妬する気持ちを隠して、梨乃は早口でつぶやいた。

「これ以上煽るな。まだ話は終わってないんだ……」

　侑斗は高ぶった声でそう言いながら、梨乃の胸もとにいくつものキスマークを残した。そして徐々に侑斗は梨乃の腰からさらに下へと体を移していく。梨乃が熱を帯びる場所も広がり、最も敏感な場所に侑斗の唇がたどり着く……。

　続く刺激に歓喜しながらも、梨乃の心には重苦しいなにかが残っている。

　そのなにかとはきっと。

　侑斗が話しておきたいという……村野に違いない。

　完璧な生まれの極上の美人。あきらかに侑斗を気に入っていた。気にならないわけがない。

　梨乃は嫉妬する気持ちを持てあまし、普段見せない積極的な動きで侑斗を求めた。

「どれだけでも梨乃が欲しくてたまらない」

　そう言うが早いか、侑斗の手がそれまで以上に強い力で梨乃の腰を掴んだ。

「話は後だ。とりあえず抱かせろ」

　侑斗の声が部屋に響いたのと同じタイミングで、梨乃の高い声がそれに重なった。




　翌朝、侑斗にがっつり抱かれた梨乃の声はかすれていた。水を飲んで少しは改善したが話しづらくて仕方がない。

　体もだるくぼんやりと朝食を食べている梨乃の前に、侑斗は今朝作り上げたという資料を差し出した。

「これ……」

　村野が関わっている案件だろうと察した梨乃は、自分が目を通していいのか迷った。

「見てもいいんですか？」

　十枚ほどの資料を前に、梨乃は侑斗に尋ねた。

　すると梨乃を抱いた後一睡もしていないとは思えないほどすっきりとした表情で、侑斗は大きくうなずいた。

「ただ、口外厳禁の内容が多いから梨乃の胸に留めておいてほしい」

「はい。わかりました」

　梨乃は残っていたトーストを急いで食べ終え、侑斗が作成した資料を手に取った。

「沢渡大臣の息子さんがご結婚……これは聞いてますけど……相手は宮みや園ぞの藍香さん。え、宮園さんって最近日本に拠点を移したピアニストですよね」

　資料を読みながら、梨乃はつぶやいた。

　母親がピアノ講師である梨乃は、子どもの頃からあらゆるジャンルの音楽を聴いていた。その中のひとりがピアニストの宮園藍香だ。高校を卒業後オーストリアに留学し、権威あるあらゆるコンクールで賞を受賞して話題となった。

　ＣＤデビューを果たした彼女を一躍有名にしたのは、ピアノの才能や長身でステージ映えする美しい容姿だけでなく、その華やかな生まれだ。

　彼女は今も政界に絶大な影響力を持つ元総理の孫なのだ。

　政界の大物の息子と元総理の孫の結婚となると大きな話題を呼ぶに違いない。

「美男美女だからネットニュースが盛り上がりそう。いつですか？　楽しみですね」

　藍香のウェディングドレス姿はさぞ綺麗だろうと想像し声を弾ませる梨乃に、侑斗は苦笑した。

「その結婚式をうちで引き受けたくて、俺はずっと忙しいんだよ」

「あ……そうでした。フランス進出のためにも引き受けたいって言ってましたね」

「そうだ」

「発表されたら大騒ぎになるでしょうね」

　藍香の艶やかなステージ衣装を思い出し、華やいだ披露宴になるだろうと想像しながら資料を読み進めた。

　白石ホテルで挙式と披露宴を引き受ける場合の準備期間から当日までの綿密なスケジュールに始まり、マスコミ対応や警備の詳細、費用なども書かれていた。

　そして、昨日顔を合わせた村野は新郎の父親である沢渡外務大臣の秘書で、恭介の結婚式に関する対応を任されている。大臣からの信頼も厚く、披露宴会場の選定にも村野の意見が大きく影響するらしい。

「本来なら婚礼部や梨乃がいる営業企画部が彼女とやり取りするべきなんだけど、直接俺を指名してきた」

「指名？」

　梨乃の心臓がとくりと跳ねた。

「そう。俺が彼女の対応をするというのが、結婚式と披露宴の会場候補として考える条件だそうだ」

　うんざりとした声で顔をしかめた侑斗は、その後も資料に沿って説明を続けた。

「もうひとつの候補がどこかもある程度絞ってる。歴史も規模も経験値もうちの方が有利だと思う。だけど、沢渡大臣は村野さんをかなり気に入ってるから気が抜けないんだ。うちが先行できるなにか強みがあればいいんだけどな」

　侑斗の声は硬く、真剣にそれを探しているようだ。梨乃も考えてみるが、侑斗が思いつかないのに自分にそれができるとは思えない。ここでも自分は侑斗の役に立てないと、梨乃は肩を落とした。

「だとしたら、うちで引き受けられるかどうかは村野さんの評価次第ですか？」

　不安気に尋ねた梨乃に、侑斗は渋々うなずき口もとをゆがめた。

「彼女の意見はかなり影響するだろうな」

「……そうですか」

　梨乃は資料を読み終えて黙り込んだ。

　侑斗が眠る間も惜しんで資料を作るほど手に入れたい仕事にも、自分はどう協力すればいいのかわからない。

「どうした。そんなに驚いたか」

　いつの間にか侑斗は梨乃の背後に立っていた。

「あ、はい。すごく驚きました。芸能人同士の結婚よりよっぽど注目されそうですね」

「そうだな。招待客も豪華な顔ぶれになるだろうし白石ホテル始まって以来のイベントになる」

「そうですよね……」

　決まればホテル中が忙しくなるだろうと簡単に想像できる。

「……悪かった」

「え？」

　侑斗が椅子の背もたれ越しに梨乃を背後から抱きしめ、顔を梨乃の肩にうずめた。突然の温かさに梨乃は身をすくめる。

「村野さんとは仕事以外に付き合いはないから心配しなくていい。気に入られている自覚はあるが、それは俺ではなく白石家の人間という立場を気に入ってるだけだ。彼女も有名企業の創業家の生まれで、俺なら家柄的にも文句ないと考えたんだと思う」

　侑斗の言葉と吐息がうなじにかかり、梨乃の体はぶるりと震えた。

「白石の名前に惹かれて近づいてくる人間をうまくかわすのは慣れてるけど、今回は仕事が絡むから厄介なんだ」

　侑斗の腕に力が入り、梨乃を強く抱きしめる。

「侑斗さん……？」

　そっと視線を向けて侑斗を見ても、顔を肩にうずめたままで表情が見えない。くぐもった声は微かに震えているようで梨乃は眉を寄せた。まさか泣いているのだろうか。

　侑斗の口から村野とはなんでもないと聞いて安心したが、今の話だと侑斗はこれまでに白石家という名前のせいで何度も傷ついてきたのかもしれない。

　どれほど傷ついただろうと思い、梨乃は胸の前で固く組まれた侑斗の手に自分の手をのせた。

「侑斗さん……大丈夫ですよ。白石の名前は偉大ですけど侑斗さんの魅力はそれだけじゃないですから」

「俺の魅力？」

　変わらず震えている侑斗の声を耳もとで感じ、やはり泣いているのだと梨乃は胸が痛くなった。

「あの、侑斗さんはもし白石家の名前がなくても今と変わらない素敵な人生を送っているはずです。なんでもスマートにこなせて仕事ができて……私を気遣ってくれるしいつも優しいし。それになにより格好いい」

　梨乃は泣くほど落ち込んでいる侑斗を励まそうと言葉を続けるが、次第に照れて声も途切れる。侑斗の腕に置いた手に力が入り、気づけばぎゅっと握っていた。

「それだけ？」

　ぽつりとつぶやいた侑斗の声が幾分明るさを取り戻している。梨乃の言葉が役に立ったのかもしれない。

「ほかには？　俺の魅力ってそれだけ？」

「いえ、まだまだあります」

　侑斗が唇で梨乃の耳を刺激しながら次の言葉を促した。くすぐったさに身をよじり、梨乃はくすくすと声をあげた。

「あ、笑っちゃってごめんなさい。でも、耳が弱いって知っててわざとですよね」

「まあな」

「昨夜も私がどれだけやだって言ってもやめてくれないし、恥ずかしすぎて泣きそうになっても笑ってるし」

「うれし泣きだろ？　梨乃を喜ばせたいだけなのになんで文句を言われるんだ？」

「もう……。侑斗さんにはなにを言ってもかなわないし、いつも私は侑斗さんの思うがまま。だけど……すごく幸せ」

　梨乃はそこで口を閉じ、肩口に顔をうずめたままの侑斗に体を傾けた。

「そこも、侑斗さんの魅力です。自分の気持ち最優先で好きに振る舞ってるけど、いつも私の様子を気にかけて、あの、いろいろ……我慢してくれていたし。そんなそぶりは見せないのに実は私を気遣って大切にしてくれる侑斗さんが、大好きです」

　途中、侑斗が梨乃に手を出さないよう我慢してくれていたと思い出して口ごもったが、それでも自分の想いを伝えた。

「……大好き？」

「あっ。ち、違います。じゃなくて、違わないけど、あー、忘れてください」

　珍しく気弱な侑斗の姿を見せられ、ベッド以外では恥ずかしくて言えない想いをつい口にした。梨乃は照れくさくて両手で顔を隠した。とっくに肌を合わせた仲だというのにそんな言葉ひとつで右往左往する自分にあきれるが、経験値の低さはどうしようもない。

「お前はいつも抜群のタイミングで殺し文句を言う。……才能か？」

　熱い吐息を含んだ声で侑斗はつぶやくと、梨乃のうなじを甘噛みしたり肩口に吸いついては心地よい痛みを与えたり……それまで組んでいた手をほどいてブラウスの上から梨乃の胸を優しくもんだり……。

　背中から抱き込まれた梨乃は、侑斗の動きに逆らえず身を委ねるように目を閉じた。その途端、侑斗は梨乃の顎に手をあて強引に振り向かせる。

「……んっ」

　いきなり梨乃の唇に自分のそれを重ね、味わうような優しいキスを何度も繰り返した。昨夜交わした熱のこもった激しいキスにも梨乃は夢中になったが、今も痺れるような心地よさにおぼれそうになる。

「こうして梨乃ひとりを愛してかわいがるっていうのも、俺の魅力だな」

　濡れた音を立てながらキスを繰り返す侑斗は、喉の奥を震わせ笑った。

　満足そうな声音に梨乃が閉じていた目を開くと、愛しげに自分を見つめる侑斗の瞳が間近にあった。整った顔に見とれていると、ついさっき泣いていたはずの頬に涙の跡がないと気づいた。首をかしげた梨乃に、侑斗はくすりと笑った。

「泣くわけないだろ。梨乃の誤解がかわいくて笑いそうになるのをこらえてたんだよ」

「え、笑いそう……？」

　梨乃は目を見開き、呆然とする。

「この年で自分の生まれに悩むほど俺は繊細じゃない。なんといっても俺は自分の気持ち最優先で好きに振る舞う男なんだろ？　それに、梨乃を大切にしてるし、愛してるよ」

　がらりと変わった軽やかな口調でそう言うと梨乃の頬を指先で優しくなで、侑斗は再び梨乃にキスを落とした。

「あの、私」

　背後から抱きしめられ、顔を覗き込まれ……そしてキスを交わしている。

「今、すごく幸せです……」

「当然だ」

　即座に返ってきた侑斗の言葉に、梨乃はたまらず立ち上がると侑斗の首にしがみついた。

　侑斗に抱きしめられ、その胸にすっぽり収まっているせいで守られている感が半端なく、足もとがくらりと揺れた。

　その途端、侑斗が作り上げた資料がパラパラとテーブルから落ちた。

「あ、ごめんなさい」

「いや、後で拾うからいい」

　侑斗から離れようとする梨乃を腕の中に閉じ込め、侑斗は小さく息を吐き出した。

「大物カップルの結婚の企画書を作るより、俺たちの結婚の準備を早くしたいよな」

　不意打ちすぎる言葉に梨乃は息を止め、侑斗の胸に顔をうずめたのだった。




「梨乃がお昼を食堂で食べるって珍しいね。体調でも悪い？」

「ううん。ちょっと今日は寝坊しちゃって」

　梨乃はごまかすように小さく笑い、空いていた丸テーブルにトレーを置き席に着いた。普段は部署の片隅で持参したお弁当を食べるのだが、明け方近くまで侑斗に求められた体にお弁当を作る余力は残っていなかった。

　おまけに今朝は侑斗から村野との関わりについて聞かされ時間もなかった。

　昼休みになりまだ重い体で食堂に来たのだが、声は変わらずかすれている。

「声がおかしいね。このところ気温も下がってるから気をつけなきゃ」

　梨乃の隣に腰を下ろした千紗が心配そうに眉を寄せたが、なにか気づいたように目を見開き梨乃に体を寄せた。

「もしかして、侑斗さん？　あの御曹司に昨夜寝かせてもらえなかったとか」

　小声で尋ねる千紗に、梨乃は顔を真っ赤にする。

「ち、違うよ。少しは眠ったし侑斗さんは私より早く起きて朝食の用意をしてくれていて……」

　梨乃は視線を逸らし目の前のオムライスを口にした。

「あの御曹司が朝食の用意？　なになに、洋食？　それとも和食？」

　千紗が好奇心を隠そうともしない顔で梨乃に突っ込んでくる。

「……チーズトーストとサラダ。あとコーヒーも淹れてくれた」

「へえ。そうなんだ。一緒に暮らしてるって聞いたときは信じられなかったけど、うまくやってるんだね。でも、この先梨乃が苦労しそうで心配だなあ。白石家の御曹司なんてたまにごちそうしてもらう程度の距離感が一番ラクなような気がするけど」

　侑斗との同居どころか付き合い自体に反対している千紗は、渋々といった様子でため息をついた。

「誰と一緒にいても苦労がゼロってわけじゃないから大丈夫。早く食べないと冷めちゃうよ」

「……梨乃がいいならもうなにも言わないけどね。あ、このオムライスおいしい」

「うん」

　梨乃は侑斗もオムライスが好きだったと思い出した。次の週末の昼食にでもまた作ろうと思いながら食事を続けていると。

「村野さん、今日も来てるけど侑斗さんを絶対気に入ってるよね」

　隣のテーブルで食事をしていた女性たちの会話が耳に届いた。梨乃は村野という名前にピクリと反応し、スプーンを持つ手を止めた。

「彼女、沢渡外務大臣の秘書でしょう？　どうしてわざわざ昨日今日と続けて侑斗さんに会いにきたんだろうね」

「並んで歩いてるのを見たけど美男美女でお似合い。侑斗さんも照れてるのかそっけなくて、それもまた格好いいんだよねー」

　声高に話す彼女たちをちらりと見ると、秘書室のメンバーだ。取締役たちのサポートをしていて侑斗と接する機会も多い。

「ちょっと梨乃、あの子たちなに言ってるの？　まさか侑斗さん早速の浮気？」

　顔色を変えた千紗が梨乃に迫る。

「ち、違う違う。あの、いろいろあるのよ……いろいろ」

　侑斗が今日村野を呼び出しているのは梨乃も知っている。それは昨日侑斗が宣言した通り、一睡もせず作り上げた資料を村野に叩きつけるためだ。

「侑斗さんが呼び出したらしいけど、よっぽど村野さんに会いたかったのよ。仕事で知り合って愛情が生まれるなんて素敵よね」

　やけに甲高い声があたりに響く。わざとそうしているのはあきらかだ。

　女性たちは梨乃に視線を向け、口もとだけでくすりと笑った。

「侑斗さんが婚約したって聞いたときには信じられなかったけど、やっぱり本命は村野さんだよね。まさか単なる従業員と結婚なんてあり得ないし」

　わざと梨乃に聞かせるように話す彼女たちに、梨乃はなにも言わず視線を逸らした。侑斗が梨乃との婚約を周囲に伝えてから、梨乃にわざと意地の悪い言葉を聞かせる女性も少なからずいる。覚悟していたとはいえ、やっかまれるたび自分は侑斗の足をひっぱっているのではないかと梨乃は悩む。

「梨乃、言い返さなくていいの？　あの子たち言いたい放題だよ」

　黙り込む梨乃に代わって、千紗が厳しい目で隣のテーブルを睨んだ。

「千紗、いいから」

　梨乃は慌てて千紗をなだめる。

「でも、絶対わざとだよ。梨乃が傷つくとわかってて好き勝手に言って笑ってるし。腹が立たないの？」

「大丈夫だから、落ち着いて。いろいろ言われるのは覚悟してたから」

　小声ながらもきっぱりとした梨乃の言葉に、千紗は渋々引き下がった。

「……梨乃がそう言うなら我慢するけど」

　千紗はまだ納得できないとばかりにぶつぶつ言いながらも、視線を手もとのオムライスに戻した。梨乃はやれやれと肩をすくめる。

　しばらくすると秘書室の女性たちは食事を終えて席を立った。去り際に向けられた鋭い視線をやり過ごした後、梨乃は椅子の背にもたれホッと息を吐き出した。

　せっかくのランチだというのに気を使って仕方がなかった。

「千紗に気を使わせちゃったね、ごめん。だけど侑斗さんの相手が私みたいな地味で目立たない従業員だと気に入らないのもわかるし」

「は？　なに言ってるのよ。どっちかというと侑斗さんに梨乃はもったいないのに、みんなそれをわかってないんだから。おまけにあの大臣秘書？　私も見たけど腹黒そうで気に入らない」

「大臣の秘書になるくらいだし、仕事はできるらしいよ。それに美人でうらやましい」

　梨乃は言葉を選びながら慎重に話した。

　大物政治家が絡む結婚はほかに有利な縁談が持ち上がれば破談になる可能性もあり、侑斗は外部に情報が漏れないよう慎重に交渉を進めている。白石ホテルの信用にも関わるだけに、梨乃も簡単に話せないのだ。

「ふうん。でも少なくとも彼女の方は侑斗さんを気に入ってるように見えたけどな」

「え？」

「午前中経営企画室で打ち合わせがあって、実はそこでふたりを見かけたんだよね。ほかにも大臣の秘書らしい男性がいたけど、彼女は侑斗さんの隣でうれしそうな顔をして離れないの。無駄なボディタッチも多くて馴れ馴れしいし、遠目から見ても気分が悪かった」

「そ、そうだったの……」

　吐き出すように話す千紗の勢いに気おされ、梨乃は口ごもる。

「ほんと図々しい。それに大臣の秘書ってそんなに偉いの？　侑斗さんだって梨乃の気持ちを考えれば担当を降りるとか考えればいいのに」

　よっぽど村野が気に入らないのかひと息でそう言って、デザートのコーヒーゼリーもあっという間に完食した。

「で？　昨夜は彼女に関して侑斗さんに言い訳されて謝られて、ついでに梨乃が好きだ愛してるなんて言ってごまかされて寝かせてもらえなかったのよね」

　千紗はようやく落ち着き、グラスに残っていた水を飲み干し梨乃をからかった。

「それは……ちゃんと寝たし、好きとか愛してるとか……」

　千紗の探るような目から逃げるように梨乃はうつむいた。昨夜はたしかに好きとか愛しているとか何度も言われ、そのたび梨乃も同じ言葉を繰り返し侑斗を煽っていた。

　思い出すだけで恥ずかしく、梨乃の顔は見る見る赤くなる。

「言われたのね。好きとか愛してるとか、それに梨乃が欲しいとかあの整った顔で」

「え、欲しいって……言われたってどうしてわかるの？　あ」

　梨乃は自分の言葉に照れて視線を泳がせた。

「はあ……。まあ、梨乃が嫌な思いをしてなきゃそれでいいんだけど。とりあえずもう少し髪を胸もとに持ってきて、ここ、隠したら？　昨夜愛されましたって報告してるみたいだよ」

「え、ここ……って、なに？」

「なにって、もう」

　梨乃の首筋を人さし指で押さえ、千紗はため息をつく。

「ほんと、侑斗さんも考えてほしいよねー。この赤いキスマーク」

「キスマーク？　え……」

　梨乃は慌てて手で首を押さえ、背中に下ろしている髪を胸もとに寄せた。

「ねえ、目立つ？　どうしよう、午前中見られてたのかな」

「たまにちらりと見えるけど、ブラウスの襟もとでギリギリ隠れるから大丈夫」

「あ……そっか。よかった」

　千紗はあからさまにホッとする梨乃をげんなりとしながら見つめた。

「絶対わざとそこに痕をつけたに決まってる。いい？　大臣秘書なんかに負けちゃダメだよ。それに侑斗さんにごまかされてもダメだからね」

「あ……は、はい」

　千紗の口調は激しいが心配しているのがわかり、梨乃はこくりとうなずいた。

「そろそろ戻ろうか」

　相変わらず侑斗への不満を口にしながら千紗は立ち上がり、トレーを手に返却口へと向かった。梨乃は侑斗が村野を拒めない事情を話せないのがもどかしく、心の中でごめんなさいと何度も繰り返した。

　そう、侑斗のこれまでの努力や根回しが実を結ぶか泡と消えるかは、村野次第なのだ。




　その日以降、村野と侑斗が顔を合わせる機会は増え、侑斗の帰りも遅くなった。

　ホテルを訪れる村野の姿がたびたび目撃され、従業員の間で侑斗が結婚するのは梨乃ではなく村野ではないかという噂までが広がり始めた。

　侑斗から事情を聞いているとはいっても、不安がゼロにはならない。

　白石ホテルの今後の事業展開を考えれば村野の機嫌を損ねるわけにもいかず、侑斗が彼女の希望に沿って仕事をすすめるのは仕方がないとわかっていても。

「それはわかってるけど、やっぱり気になるし、やだ……」

　梨乃はリビングのローテーブルに並べた色とりどりのチョコレートを前にため息をついた。ひと口サイズのチョコレートもあれば少し大きめのブロックタイプもある。

「一緒に食べようって言ってたのに。嘘つき」

　夕食と入浴を済ませ、十一時を過ぎてもまだ帰ってこない侑斗に、つい文句を口にする。たまたま明日はふたり揃って休みだという金曜日の夜。ゆっくりとチョコレートを味わおうと決めていたのだ。

「社長の奥様がわざわざ取り寄せてくれたのに。……いいや、食べよう」

　梨乃は上品なパッケージの箱に整然と並ぶチョコレートをひとつ手に取り、ぱくりと食べた。

「んっ、おいしい」

　口に含んだ途端広がる上質な甘さに梨乃は目を閉じた。

「これが本場のチョコレートか……。想像以上だな」

　侑斗の帰りが待ちきれずつい食べたが、おいしいものは最強だ。侑斗がいない寂しさでさえあっという間に癒やしてくれた。

　二十種類ほどあるチョコレートはまるで宝石のようにキラキラと輝き、見ているだけでワクワクする。クリスマス企画の参考になればと諒太の妻がフランスからわざわざ取り寄せてくれたのだ。

「味も見た目も抜群だな」

　梨乃は大きさも色も味も様々なチョコレートをじっくりと眺めた。

「この味だったらラズベリーのピューレにも合いそうなんだけど……それにパフェとかチョコレートケーキを並べるとなると……」

　梨乃はソファの上に置かれていたタブレットを抱えた。

「会場の広さがこれくらいで……できれば綺麗な花をたくさん飾りたいし」

　梨乃はイラストが描けるアプリを呼び出すと、一心にペンを走らせた。見た目の魅力も味も抜群のチョコレートを目の前にし、アイデアがどんどん浮かんでくる。

「チョコレートタワーははずせないよね……ルビーチョコのタワーってできるのかな。いいや、描いちゃえ」

　画面には黒とピンクのチョコレートタワーをはじめ、パフェやケーキ、ムースなどが次々と加わっていく。今回力を借りるショコラティエの来日も迫っていてそれまでにこちらの要望をまとめておく必要がある。一生に一度あるかないかの素晴らしい機会だ、後悔のないように少しくらい欲張って、素敵な作品を作ってもらおう。

　梨乃はソファの上で夢中になってイラストを描き続けた。

　集中すると時間が経つのも忘れて周りが見えなくなるのが梨乃の悪い癖。思いつく限りのアイデアをタブレットに落とし込み、イラストや文字だけでなく写真もどんどん加えていく。

　ひたすらペンを動かしイラストに色づけをし、楽しくてつい歌まで口ずさんでいると。

「夢中になってるところ申し訳ないけど」

　突然頭上から聞こえた声に、梨乃はハッと我に返った。

「あ、侑斗さん」

　振り返ればいつの間にか侑斗が帰っていて、梨乃はタブレットを落としそうになる。

　見れば侑斗は入浴を済ませたのか髪がしっとり濡れていて、部屋着に着替えている。

「え、いつ帰ったんですか。気づかなくてごめんなさい」

　夢中で仕事をしていて侑斗が帰ってきたのにも気づかなかった。もしかしたら下手な鼻歌も聞かれていたのだろうかと恥ずかしく、顔を赤らめた。

「えっと、食事は済ませました？　なにか用意しましょうか？」

　タブレットを傍らに置いて立ち上がろうとする梨乃を、侑斗は手で制した。

「食事は済ませたから大丈夫」

「あ……そうですよね」

　今夜は村野の計らいで沢渡大臣の長男、恭介との会食の場が設けられたのだ。場所は政財界の要人御用達の料亭で、もちろん村野も同席。

「今夜は懐石料理でしたよね。おいしかったですか？」

　明るく尋ねるが、ほんとのところ村野が気になって仕方がない。

　無意識に視線を泳がせた梨乃の頭を侑斗は軽くポンと叩いた。

「料理も酒も文句なくおいしかった。白石家の集まりでもよく使う料亭だから、近いうちに梨乃も一緒に行こう。俺が婚約したと聞いた女将がぜひ梨乃に会いたいって言ってたし。ああ、なんなら両家の顔合わせもそこでしてもいいな」

「それは、まだちょっと早いような……」

　それまでどんより沈んでいた気持ちが一気に吹き飛んだ。

　政財界の方々御用達の料亭に侑斗が出入りしていると聞き驚いたが、当然と言えば当然で……それはどうにか納得できても、まさか両家の顔合わせの話が出てくるとは予想外すぎて言葉を詰まらせた。

　両親にはまだなにも話していないのだ。

　楽観的でおおらかな両親が反対するとは思わないが、やはり梨乃の相手があの白石家の御曹司となれば心配もするだろう。

　ひとりあれこれ考え悩む梨乃に、侑斗は苦笑する。

「それはおいおい考えよう。それよりこれ、うまそうだな」

　侑斗はチョコレートを眺めながら梨乃の隣に腰掛けた。

「とてもおいしかったですよ。味も抜群で見た目も極上。あまりにも幸せな気持ちになっちゃって。クリスマス企画のアイデアがどんどん浮かんできたんですよね」

　梨乃は場の空気を変えるように明るくそう言って、タブレットの画面を侑斗の目の前に差し出した。

　梨乃のイラストが何ページにもわたって描かれている。

「ショコラティエとの打ち合わせで提案してみようと思うんですけど、フェアで用意するチョコレートスイーツのデザインを考えてみたんです。ショーケースにジュエリーと並べて観賞用の作品を作ってもらいたいなとも考えていて。ほかにもテーブルごとにテーマカラーを決めてそれに合わせたスイーツとカクテルを提案するとか……あと、甘い物が苦手な男性も素敵なクリスマスが過ごせるように――」

「楽しそうだな」

「えっ。あ、あ。ごめんなさい。ひとりでペラペラと話して」

　夢中で話し続ける梨乃を侑斗は愛しげに見つめた。

「梨乃が仕事に手を抜かないとは聞いていたけど、楽しそうでなにより。チョコレートもおいしかったなら尚さらよかったよ」

「はい、それはもう口の中に幸せが広がっていくようなおいしさで。侑斗さんも食べませんか？　どれもおいしそうですよ」

「梨乃のおすすめはどれだ？」

　梨乃の腰に手を回し侑斗はふたりの頬を近づけた。

「あの、おすすめは……」

　突然抱き寄せられ、梨乃は慌てた。なにもこれが初めてではないというのに、侑斗の体温に触れるといつも落ち着きを失うのだ。

「これ、これがおいしそうですよ」

　梨乃はトクトク跳ねる鼓動をごまかすように、箱からキューブ型の小さなチョコレートを手に取った。

「ビターチョコみたいですけど、きっとおいしいですよ」

「ん、ありがとう」

　侑斗は梨乃の手を掴み、直接チョコレートを口にした。瞬きもせず上目遣いでゆっくりと。まるで梨乃の戸惑いを楽しむように……梨乃の指先に残ったチョコレートも舌で綺麗になめ取った。

「ゆ、侑斗さん……」

　色気が滲む目で見上げられ、梨乃は言葉を失った。掴まれたままの手をどうしていいのかもわからない。

「諒太が言うにはどれも彩実さんおすすめのチョコレートらしいけど、うまいな。カカオの量が俺好み」

　梨乃の混乱にかまわず、侑斗は落ち着いた声で笑った。

「で、ですよね。それもおいしそうだなと思ってたんです」

　まだ落ち着かない気持ちを必死で隠し、梨乃は乾いた声で笑った。

「味見するか？」

「え……味見？　でもこの箱の中には全部違う種類のチョコレートが詰まっていて同じものはないんです。残念ですけどあきらめます」

　梨乃はそう言って困ったように笑った。残念だが仕方がない。

「同じものがなくても問題ない」

　侑斗は意味ありげに笑うと梨乃の肩に手を置きそのまま抱き寄せた。

「どうぞめしあがれ」

　侑斗はチョコレートに負けない甘い声でささやいたかと思うと。

「……んっ」

　突然梨乃にキスをし、とっさに開いた唇の隙間から舌を差し入れた。

「侑斗さん……」

　体を硬くする梨乃をなだめるように、侑斗はキスを深めていく。

　両頬を侑斗の手に固定され、思うがままに侑斗の舌が梨乃の口内を動き回る。

　梨乃の舌を探し出し、強引に自分の舌と絡め合った。

「ん、あ……」

　侑斗が食べたチョコレートの甘さを感じ、つい声を洩らす。

　味見というのはこれだったのだ。

「うまいだろ？」

「はい……」

　次第にキスが深まり、梨乃は味見どころかじっくり味わうように応えた。

　緊張していた体から力が抜けていく。侑斗の胸にくたりと全身を預け、安心したように息を吐き出した。

「まるで猫みたいだな」

　侑斗は梨乃を抱き上げ膝の上にのせた。

「彩実さんに知る人ぞ知るチョコレート専門店を教えてもらったから、明日行ってみるか？　クリスマス企画の参考になるかもしれないぞ」

　侑斗はいつものように梨乃のやわらかな黒髪の感触を楽しんでいる。梨乃も慣れたようにその動きに身を任せた。

「いいんですか？　せっかくのお休みなのに私のために付き合ってもらって」

　梨乃はもぞもぞと顔を上げた。侑斗の忙しさを考えるとせっかくの休日を自分のために使わせるのは申し訳ない。

　できれば一日家でゆっくり過ごして体を休めてほしいと思う梨乃に、侑斗は首を横に振ってみせる。

「せっかくの休みだから、ふたりで出かけたいんだよ」

「もちろん私も侑斗さんと一緒に出かけたいです。でも……」

　視線を落としてためらう梨乃に、侑斗は「だったら」とつぶやいた。

「明日は俺が梨乃に付き合うから、今夜は梨乃が俺に付き合え」

「え……？」

「まあ、明日の予定には関係なく付き合ってもらうけどな」

　見上げた梨乃の唇に侑斗はすばやく唇を重ねた。小さなリップ音が部屋に響く。

「チョコレートも絶品だったが、俺にはこっちの方が絶品の甘さだ」

　再び侑斗が梨乃にキスを落とす。

　かすめるようなあっという間のキスだが、これまでになく熱い唇に梨乃はドキリとした。

　そして、これから始まる甘い時間への期待に体の芯がぞくりと震えた。










第五章　愛されて強くなる




　翌日、梨乃は侑斗とともに彩実に紹介されたチョコレート専門店を訪ねた。

　そこは最近オープンしたベルギー産チョコレートの専門店で、本国では国民の誰もが知る有名店らしい。

「こんなにたくさんチョコレートをありがとうございます」

「思った以上に種類があったな」

「そうですね。参考になるスイーツもあったのでクリスマス企画もがんばります」

　興奮気味に話す梨乃の横で、侑斗もつられて笑みを浮かべた。

　ふたりは店を出た後ぶらぶらと大通りを歩いているのだが、梨乃の足取りは軽やかで楽しげだ。

　侑斗はたくさんのチョコレートが入った、品のいいショップバッグを手にしている。

　店のショーケースには三十種類ほどの小粒のチョコレートが並んでいて、すべてが美しかった。どれを買おうかケースの前で悩む梨乃を見かねた侑斗は、せっかく来たのだからと言って全種類のチョコレートを彩実へのお礼も含め二個ずつ買ったのだ。

　侑斗にしてみれば大した出費ではないのだろうが、梨乃にとってはひと月分の食費以上の金額で、その思いきった買い方に驚かされた。

　その反面、二度とこんなうれしい機会はないだろうと、梨乃は侑斗への申し訳なさ以上の喜びに舞い上がっていた。

「ホットチョコレートもおいしかったですね」

　侑斗とつないだ手を軽く振りながら、梨乃はしみじみとつぶやいた。

　二階がカフェになっていて、梨乃はお店の一番人気だというホットチョコレートを注文し、そのおいしさに言葉を失った。

「店員さんの制服もかわいいし、それに皆さんいつも笑顔。素敵なお店でしたね。今まで提供するスイーツにばかり気を取られていましたけど、お店の雰囲気や接客も重要だって改めて気づきました。お客様に幸せを感じてもらえる空間を提供するというホテルの原点、忘れたつもりはなかったんですけど、初心に返って練らないと……」

　ホテルの従業員である以上、それに関しては新入社員のときから叩き込まれているが、お客様との接点を持つ機会が少ない裏方の時間が長く、認識が薄れていた。

　ほんの半時間だが心地よい時間を過ごして、クリスマス企画へのアイデアや熱意がいっそう強く沸き上がってきた。

「社長や侑斗さんの海外進出への熱意に比べるとまだまだですけど、私も白石ホテルのためにがんばります。あ、社長の奥様にも素敵なお店を紹介していただいたお礼を伝えておいてくださいね」

　仕事の話になると相変わらず饒舌になる梨乃に、侑斗は笑ってうなずいた。

「週明けにでも諒太に渡しておくよ」

「お願いします。ふふ。チョコレート、楽しみですね。今夜早速ふたりで食べましょうね」

　梨乃は侑斗が手にしているショップバッグをちらりと見ながら声を弾ませた。

「彩実さんの親戚から送られてきたワインも開けよう」

　梨乃はぴくりと眉を動かし、侑斗を見上げた。

「それって、フランス国内でもなかなか手に入らない貴重な銘柄だったりします？」

「ん？　マリュス家が所有するワイナリーで作られてるから、まあそうだろうな」

　あっさりと答える侑斗に、梨乃は黙り込んだ。

　侑斗の自宅にあるワインセラーには、いわゆるビンテージワインがたくさん入っている。以前ワインのフェアを企画したときに勉強した梨乃は、ラベルを見ながらその品揃えの素晴らしさにぶるぶる震えた。

　とくに彩実の親戚から定期的に届くというワインは群を抜いていて、目眩を感じたほどだ。

「高価なワインと絶品のチョコレート……こんな非現実的な状況にいるなんて、信じられない」

　梨乃が隣を歩く侑斗を無意識に見上げると、それに応えるような視線にぶつかった。整いすぎた顔を向けられるたび、鼓動が高鳴る。

　初めての恋愛はあまりにも極上で、まるでおとぎ話の中にいるようだ。

「どうした？　ほかに行きたい店があれば付き合うけど？」

　声音に期待を含ませ優しく笑いかける侑斗に、梨乃は首を横に振った。

「今日はこのまま帰って体を休めてください。昨日、澄子さんが大ぶりのエビを持ってきてくださったので今晩は侑斗さんが大好きなエビフライにします。楽しみにしていてください」

　侑斗の実家から週に一度やって来る家政婦の澄子が補充する食材はどれも高価で、梨乃が初めて目にするものも多い。

　肉や魚も産地から直送された高級食材が多く、野菜も農家と直接契約して作ってもらっているものがほとんどだ。

「あ……。もし時間があれば寄りたいお店があるんです」

　信号待ちをしていた大きなスクランブル交差点で、梨乃は思い出したようにつぶやいた。

「時間なら大丈夫だ。この辺りには世界中のブランドの店があるからなんでも揃うぞ。洋服ならこの先に贔屓にしてる店があるし、靴だったら今来た道を少し戻れば梨乃が気に入りそうな店がある。……で、なにが欲しいんだ？　バッグか？　だったら」

「いえ、違います。ブランドなんてとんでもない」

　なぜかうれしそうに話し始めた侑斗の言葉を、梨乃は慌てて遮った。

「あの……洋服でも靴でもなくて、大根おろしを作るおろし金が欲しいんです」

「おろし金？」

「あ、あの大根をすり下ろすもので、百円ショップでも手に入るんです。知ってますか？　おいしそうなサンマを冷蔵庫で発見したので明日の朝食に大根おろしを添えたくて……」

「あ、ああ……」

　侑斗は小さくつぶやき、どう言葉を続けていいのかわからないようだ。さすが白石家の御曹司。おろし金など知らないのだろうと納得する。

「侑斗さんが大根おろしを作る機会なんてないですよね。知らなくて当然です。今度会社帰りにでも買って帰ります。明日の朝はしょうが醤油でもいいですか？　これもなかなかおいしいんですよ」

「もちろんしょうが醤油でもいいけど、俺だって大根おろしくらい知ってる」

　侑斗は前のめりに反応した。

「いや、それはどうでもいい。必要ならいくらでも買ってやる。ほかに欲しいものはないのか？　見てみろ、雑誌やＳＮＳでよく見る店がたくさんあるだろ？」

　侑斗は大きな身振りで辺りを指し示すが、梨乃にはいまひとつピンとこない。

「そう言われても……。あ、だったらチーズをカットするのにちょうどいいサイズのまな板も欲しいです」

「おろし金の次はまな板か？」

　期待を隠さず目を輝かせる梨乃に、侑斗はあきらかにがっかりした声を洩らした。

「ワインとチョコレートは最高の組み合わせですけどチーズもいいですよね。今夜は両方並べて乾杯しましょう。贅沢すぎてワクワクしますねー」

　つないだ手に力を込め、梨乃は幸せそうな笑みを浮かべた。

「ワクワク……たしかに」

　最近、梨乃は侑斗と一緒にいるときにこの笑顔をよく見せるようになった。

　凛々しいたたずまいで仕事に集中している姿も捨てがたいが、侑斗に心を許しているとわかる梨乃のこの笑顔は格別だ。

　翔矢への姉としての気負いが薄れ、梨乃本来の素直な明るさが顔を出すようになったからだろう。

「だったら、向こうの通りに百貨店があるからそこで買おう。だけど、まさか服よりおろし金とは……」

「ごめんなさい。私、この辺りのお店には縁がないというか詳しくないし……」

　梨乃は恐縮し、小さく頭を下げた。

「気にするな。だけど、近いうちに婚約指輪を選びにこよう。ああ、梨乃のご両親へのご挨拶が先だ。早く日程を調整しないとな。そういえば、講習会かなにかでうちのホテルに泊まるんだよな？　それっていつだ？」

「そういえば、そろそろです。いつもギリギリに連絡してくるんですけど、予約係に一度聞いてみます」

　侑斗との同居についてなにひとつ両親に報告していないせいで顔を合わせづらい気持ちもあるが、やはり母親に会えるのはうれしい。

「うちの母親、明るいというか朗らかで世間知らずなんです。驚かないでくださいね」

　梨乃の母は音楽以外にはこれといった興味がなく、人とは少しずれている。音楽で生活できるだけで幸せという人だ。

　そんな母親と白石家の面々が顔を合わせたときに話が弾むのだろうかと、梨乃は不安を覚えた。

「……いたっ」

　いつの間にか信号が青に変わっていたようで、立ち止まっていたふたりは対向からの流れに巻き込まれた。侑斗がかばうように梨乃の肩を抱き寄せたとき、人混みの隙間から女性の声が聞こえた。

「侑斗さん？」

「……は？　あ、村野さん」

「こんなところで会うなんて偶然ね。お買い物？」

　梨乃と侑斗に歩み寄ってきたのは村野だった。

　ベージュのパンツスーツにハイヒール。腕にはトレンチコートをかけている。髪は襟足あたりで無造作ながらも上品にまとめられていて、丁寧にアイラインを引いた目はとても印象的だ。文句のつけようのないその姿を梨乃はまじまじと見つめた。

「こんなところで会うなんてびっくりした。仕事はお休みなの？　だったら……あら」

　はしゃいだ声で侑斗の隣に立った村野は、そこでようやく梨乃に気づいた。

　一瞬ゆがめた顔をあっという間に笑顔に変え、梨乃に向き直る。

「こんにちは。……折原さんだったかしら」

「はい。先日はちゃんとご挨拶できず申し訳ありませんでした」

　梨乃は侑斗の腕から離れ、深く頭を下げた。

「いえ、別にかまわないわ。ところで、今日はふたりでお買い物？　この辺りは素敵なお店がたくさんあるから、侑斗さんにおねだりでもしていたのかしら」

「いえ、そういうわけじゃ……」

　探るような村野の声に、梨乃は口ごもった。

「この先に贔屓にしているオーダーメイド専門のお店があるのよ。上品でシックなデザインのお洋服が得意のお店……折原さんには合わないわね。あ、パンプスもおすすめのお店があるけど、紹介しましょうか？」

「いえ、今日は大丈夫です、すみません」

　村野のようなセレブが通う店など自分には向いていないと、梨乃は頭を下げた。

　その途端、村野が履いている茶色のハイヒールが目に入った。ビロード素材で上品なデザイン。これもきっと高価なものなのだろうと、梨乃は自分との違いに苦笑した。

　厚めの麻素材でできたＡラインのワンピースに合わせて選んだエナメルのバレエシューズ。履き心地は抜群だが、村野のハイヒールとは値段もゼロひとつは違うはず。

「梨乃？」

　村野を見つめ黙り込んだ梨乃の肩を、侑斗がそっと抱き寄せた。

「昨夜あまり寝てないから疲れたのか？」

「え、あ、違います、大丈夫です。人混みに慣れてなくてぼんやりしちゃいました」

　まさか村野と自分との差にがっくりしていたとは言えず、梨乃は慌ててごまかした。

「今日はとくに人通りが多いからな。だったらさっさと買い物をして帰ろう」

　侑斗は梨乃の背中を優しくなでると、村野に向かって軽く頭を下げた。

「じゃあ、私たちはここで。失礼します」

　侑斗の事務的で淡々とした声に、村野はムッとした表情を浮かべた。

　侑斗は梨乃の背中を押し、村野の横を歩き出した。

「え、え」

　村野をこのまま残したままでいいのだろうかと梨乃が振り返ったとき、村野が「待って」と不機嫌な声で侑斗を呼び止めた。

「今から私、沢渡大臣の奥様とお会いするんだけど、よければ侑斗さんに紹介してあげてもいいわよ」

　ざわつく人混みの中、侑斗は梨乃の肩を抱いたまま歩みを止め、振り返った。

「沢渡大臣の？」

「そうよ。私が沢渡大臣のご家族に子どもの頃からかわいがってもらっているのはご存じでしょう？　今日は奥様と一緒にお寿司を食べにいくんだけど、どうかしら」

　余裕を含んだ笑みを浮かべる村野の言葉に反応し、肩に置かれた侑斗の手にぎゅっと力が入ったのを梨乃は感じた。

　沢渡大臣とはぜひとも縁をつなぎたい侑斗にとって、村野のこの提案は大きなチャンスだ。きっと村野の誘いを受けたいのだろう。

　寂しいが仕方がない。梨乃は笑顔を作り侑斗を見上げた。

「じゃあ、侑斗さん私はひとりで帰り――」

「せっかくのお誘いですが、今から彼女と買い物をする予定ですので今日は遠慮させてください」

　梨乃の言葉を遮り侑斗が答えた。迷いのないきっぱりとした声に、梨乃は目を丸くした。

「私なら大丈夫です。ひとりで先に帰りますから、村野さんと行ってください」

　買い物ならいつでもできるが、今日のような機会は今後ないかもしれないのだ。

　もちろん村野のことは気になるが、仕事のためなら仕方がない。

　梨乃は侑斗を安心させるようにコクコクとうなずいた。

　すると侑斗はなぜか顔をしかめ、梨乃の頭をポンと叩いた。

「ひとりでも大丈夫なんて、簡単に言うんじゃない。梨乃と離れたくないのは俺だけみたいで寂しいだろ」

「え……」

　まさかの答えが返ってきて、梨乃は口ごもる。

「これから百貨店に行くんだろ？」

「あ、はい、でも……」

　たしかにそう話していたが、今はそれどころではないのだ。侑斗はそれをわかっているのだろうか。

「わかってる？　奥様に会っておくのは白石ホテルにとって悪い話じゃないでしょう？」

　侑斗が断ると思っていなかったのか、荒々しい声で村野がふたりに詰め寄ってきた。

　梨乃に向ける視線はかなり鋭く、梨乃は思わず顔を逸らす。

　すると、侑斗が深く息を吐き出し口を開いた。

「たしかに悪い話ではないですし、白石ホテルのためにおっしゃってくださってありがたいのですが、今日は遠慮しておきます」

　言葉は丁寧だが、侑斗の顔は笑っていない。村野はさらに顔をしかめた。

「そう。別にかまわないわよ。私は白石ホテルに決まっても決まらなくてもどちらでもいいから。ただ、沢渡家はご家族の仲がいいから、奥様と親しくなっておくと有利だと思っただけ。まあいいわ」

　納得できない気持ちを隠さず不機嫌な声で言葉を連ねた村野だが、そこでいったん口を閉じた。そして、侑斗に肩を抱かれ不安気に成り行きを見守っている梨乃に視線を向けた。

「服でも靴でも、好きなだけ侑斗さんに買ってもらえばいいわ。なんといっても白石家の御曹司だもの、あなたもそれが狙いでしょ。単なる従業員のくせに。じゃ、これで失礼するわ」

　村野はひと息にそう言って、プイッと背を向け人混みの中に消えていった。仕立てのいいパンツスーツに身を包んだうしろ姿を見つめながら、梨乃は呆然とつぶやいた。

「買いたいのは服じゃなくておろし金とまな板なんだけど」

「くくっ……そうだな。服でも靴でもなく、おろし金とまな板だよな」

「はい……でも」

　梨乃は力なくうつむき肩を落とした。

「でも、それもいいです。というか、それくらい自分で買えますから気にしないでください」

「どうした？　彼女の言葉に気を悪くしたのか？」

　信号が青に変わり周囲がいっせいに動きだす。その流れに合わせ、侑斗は梨乃の肩を抱いたまま再び歩きだした。

「面倒に巻き込んで悪かったな。今回の結婚式の件が終われば村野さんと会う機会はないから」

　とぼとぼついて歩く梨乃を心配するように、侑斗は何度も梨乃の様子を確認する。

「えっと……なんでもないんです。ただ、さっきも言ったけど……人混みに酔ったかも。普段滅多に繁華街には来ないから……」

「ん……だったらいいけど。いや、よくないな。そうだ、すぐそこに昔なじみの甘味処があるからひとまずそこで休もう」

　侑斗は人混みを上手によけながらどんどん歩いていく。

　いつも通り侑斗に振り回されている。梨乃は仕方がないとあきらめた。

　というよりも、この強引さにこれ以上甘えていいのだろうかと切なくなった。

　梨乃の意思を無視し、自分の思うがままに突き進むワガママ御曹司。

　出会った当初、梨乃は侑斗をそう思っていた。もちろんそれはまったくその通りで、侑斗自身も自覚しているはずだ。

　けれどそれだけではないと、梨乃は気づいていた。

　たしかに侑斗は梨乃を振り回しているが、侑斗にはなんのメリットもない。半ば強制的に梨乃を自分のマンションに住まわせたり、翔矢にも生活のサポートをしたり。決して少なくない費用を負担しただけで侑斗にはなんの見返りもないのだ。

　それに梨乃の抵抗を無視してふたり揃って出勤したのも、中途半端な噂が広がり梨乃の仕事に影響が出ないようにするためだと今ならわかる。侑斗の婚約者だと認識されれば、噂は残るが白石家の一員となる梨乃の反感を買うような直接的な嫌がらせはない。そのためだけに一緒に出勤しているのだろう。わざわざ満員電車に乗り込んでまで……。

「あっさりとしたぜんざいが抜群にうまいんだ。口直しの塩昆布も最高だし、梨乃もすぐに元気になるから付き合え。昔から店に立ってる看板娘のシノさんにも梨乃を紹介したいしな」

　今も侑斗は梨乃の答えを聞こうとしない。ひたすら自分のしたいように動いている。

　けれど、それはただ梨乃を心配しているだけ。

　ホットチョコレートを飲んだばかりなのに甘いものが欲しいとは思えない。

　きっと、村野の言葉に落ち込んだ梨乃を気遣っているのだ。

　梨乃は侑斗に置いていかれないよう歩みを速めた。

「侑斗さんとぜんざいって、なんだか新鮮な組み合わせですね」

「そうか？　ぜんざいもみたらし団子も好物だぞ」

　明るい声で腕にしがみついた梨乃を、侑斗は愛しげに見つめた。

「ふふっ。ぜんざいなんて、久しぶりです。小豆が大好きだから、楽しみです」

　弾む梨乃の言葉に、侑斗は口もとを緩ませうれしそうにうなずいた。

　結局、梨乃は振り回されているのではなく侑斗からの極上の愛をめいっぱい与えられているだけなのだ。見方によれば押しつけられているとも言えなくもないが……。

　少なくとも、侑斗はいつも梨乃が幸せであるよう考えている。それだけだ。

「……大好き」

　侑斗の腕をきつく抱きながら、梨乃は感謝と申し訳なさを込めてそっとつぶやいた。




　十月下旬、ショコラティエの来日を一週間後に控え、梨乃の仕事はようやくひと区切りついた。

　今回のショコラティエの来日の一番の目的は、梨乃たち企画側、そして実際に製作にあたるパティシエやショコラティエとの顔合わせ。そしてマスコミを集めての記者発表だ。

　その会見には社長の諒太も同席する予定で、クリスマスフェアの成功に向けて従業員たちの気合も十分だ。

　並行して進めているバレンタイン企画も問題なく、梨乃は久しぶりに残業せず家路に就ついた。

　侑斗との暮らしはとても穏やかで、ふたりで濃密な時間を過ごしながら関係を深めている。今日も侑斗から早く帰れるとメッセージが入り、だったら鍋にしようと急いで帰ってきたのだが。

「折原さん、少しいいかしら」

　梨乃がマンションの玄関ロビーに入ろうとしたとき、突然背後から声をかけられた。

「……え？」

　振り返ると、少し離れた場所から村野が梨乃に向かって歩いてくるのが見えた。石畳のエントランスにヒールの音がかつかつと響いている。

「あの、私にご用ですか？　それとも……侑斗さんとお約束でも？」

　突然村野が現れ、梨乃はうろたえた。

「約束はしてないわ。今日は侑斗さんではなく折原さんに用があって来たの」

　高いヒールを履いている村野に見下ろされ、梨乃は圧倒されたように後ずさる。

「……私に？　お仕事の件でしたら明日にでも職場でお聞きしますけど」

　どうにか気持ちを落ち着け、梨乃は村野を見上げた。

　これまで同様丁寧に施されたメイクと艶やかな栗色の髪。彼女の体にフィットしているスーツはオーダーメイドだろう。同じスーツでも量販店の既製品をシーズンオフのセールで買っている梨乃とはまるで違う。

「侑斗さんだけど」

　不満を隠そうともしない声で村野は切り出した。

　梨乃はやはりそうかと表情を引きしめ、身がまえた。

「あれから私について侑斗さんからなにか聞いているかしら？」

「いえ、とくには」

　梨乃は村野の圧に怯みそうになるのをこらえて答えたが、その落ち着いた態度が気に入らなかったのか、村野は眉を上げ梨乃との距離を詰めた。

「『村むら野の繊せん維い』はご存じ？　私はそこの創業家の生まれなの。白石家と並んでも遜色ない名家」

「はい……」

　村野が国内有数の繊維メーカーの創業家の生まれだと侑斗から聞いていた梨乃は、今の話にも驚かずあっさりうなずいた。父親が元経団連の会長だというのも納得できる。

「私ね、侑斗さんの願いを叶えてあげようと思ってるの。というより叶えてあげられるのは私よ。あなたじゃない」

　予想外の言葉が飛び出し、梨乃は眉を寄せた。

　侑斗の口からそういう話が出た記憶はない。梨乃は続く村野の言葉を待った。

「そう。なにも聞いていないのね。最近婚約したばかりだと聞いたけど、まだまだお互いをよく知らないんじゃない？　今のまま結婚してもうまくいくとは思えないわよ」

　くすくすと小ばかにするように笑い、村野は肩をすくめた。

「侑斗さんにどうやって近づいたのかは知らないけど、単なる従業員と侑斗さんが結婚してもうまくいくわけないの。身の丈に合った男性を探して結婚する方があなたも幸せよ」

「な……」

　いきなり梨乃の幸せについてまで決めつける村野に、梨乃は呆然とした。

　初対面に近い相手にいきなりぶしつけな言葉を投げつけるとは、人としてどう育てられてきたのだろうと理解に苦しむ。

　侑斗を気に入っていて、婚約者として現れた梨乃がよっぽど気に入らないのはわかるが、単なるワガママだとしか思えない。

「言い返せないのも当然ね。だってあなたは侑斗さんの願いを叶えられないもの」

　村野は何度も侑斗の願いと口にするが、改めて考えてもなにも浮かんでこない。

　フランスを皮切りに白石ホテルを世界各国で展開させたいとは聞いているが、それはまた違うような気もする。

　そのとき、マンションの入口から心配そうに梨乃たちを見つめているコンシェルジュの姿に気づいた。ロビーには常時三人のコンシェルジュが待機しているのだが、その中のひとりの男性が梨乃を注視している。

　住人になにかあればすぐ警備会社に連絡を入れるのもコンシェルジュの仕事だ。それだけでは対応できない大きな事件のときにはもちろん警察にも通報される。

　梨乃は慌てて村野に向き直ったが、相変わらず梨乃を見下すように笑っている。どれだけ自分に自信があるのだと、梨乃はため息をついた。

「侑斗さんの願いがなんなのかわかりませんが、今晩直接聞いて叶えられるように私も協力します。あの、ほかになにもなければそろそろ帰っていただけないかと……」

　ロビーのガラス扉の向こうから見ているコンシェルジュが気になり、梨乃は早口で伝えた。

「な……なに、偉そうに。たまたま侑斗さんの婚約者になれたからって調子にのらないで」

「別にそんなつもりじゃ……」

　これまでおとなしく村野の話を聞いていた梨乃にいきなり帰れと言われ、村野は表情を消し目を細めた。

「侑斗さんはね、本家の生まれじゃないだけでいとこの陰に隠れてきた。本当にもったいないわ。あなたに侑斗さんのその悔しさがわかる？　わからないわよね、だって生きる世界が違うもの」

　これまで以上に強い語気で、村野は言葉を連ねる。

「世界……」

「社長になりたい侑斗さんのために、あなたはなにができるの？　侑斗さんになんのメリットもなければこれからの希望もない。そうでしょ」

「メリット、っていったい」

「侑斗さんを社長にしてあげられる力よ」

　村野は即座に答えた。

「私の判断次第で沢渡家の結婚式を受注できるのよ。そうなれば政界とのつながりが増して彼の白石ホテルでの立場は盤石。いとこに代わって社長にだってなれるし、私がおじい様に頼めば侑斗さんを政界に送り込める。侑斗さんが総理として世界中で活躍するなんて、想像するだけで素敵でしょう？　もちろんファーストレディーとして彼の隣に立つのは私。あなたは無用なの。だから私と侑斗さんの人生に割って入らないで」

　これで話は終わりだとばかりに村野は顎をツンと上げた。

　口を挟む間もなく一方的に言われ、梨乃はその話の現実味のなさに混乱した。

　村野が侑斗を好きで結婚したいと思っているのはわかった。社長になりたいという侑斗の夢を叶えるには自分が必要で、梨乃を邪魔だと思っているのも理解できた。侑斗を政界に送り込み、ゆくゆくは総理になった侑斗の隣に立ちたいという壮大な計画はひとまず無視するにしても。

「侑斗さんは社長になりたいとは思ってませんけど……？」

　純粋に白石ホテルを愛し、自分の立場に感謝している侑斗が社長を目指しているとは、梨乃には思えない。

　首をひねる梨乃に、村野はわずらわしそうにため息をついた。

「面倒な女ね。私の判断ひとつで沢渡家の結婚式を引き受けられるんだから、侑斗さんのためにさっさと別れなさいよ」

「別れる……？」

「そうよ」

　心細い声をあげた梨乃に、村野はここぞとばかりに詰め寄った。

「私が白石ホテルを推せば、大臣はふたつ返事で決めてくれるはず。侑斗さんが海外進出のために政界や海外とのつながりを増やそうとしているのは知っているのよ。それをサポートできるのはあなたじゃない。私よ」

「あ……」

　侑斗が沢渡家の結婚式を白石家で引き受けたい理由はまさにそれだ。

　今後の海外展開が有利に進むよう受注に向けて奔走し、深夜でも社長の諒太や経営企画室の面々とリモート会議を重ねていた。

　その忙しさは相当で体調を壊さないかと梨乃は心配しているが、彼女自身も仕事となると寝食を忘れて集中する。

　だからこそ、侑斗の仕事への思いが理解できるのだ。

　侑斗が社長になりたいと考えているとは思えない。本人もそう言っていた。

　梨乃はすっと顔を上げ、村野に向き合った。

「侑斗さんは、今のままで十分幸せそうです。それに、社長とも信頼し合っていて、いい関係だと思います」

「なによ、わかったふりして偉そうに言わないで。立場が似ている私の方が侑斗さんを理解しているし幸せにしてあげられるんだから。とっとと別れて出ていきなさい」

「そう言われても……」

　興奮しわなわなと震える村野とは逆に、梨乃は次第に冷静になっていく。

　常識が通じそうにない相手を前に、梨乃がどうするべきかと肩を落としたとき。

「折原様、いかがされました？　わたくしでよければお力になりますが」

　傍らから男性の声が聞こえた。

　視線を向けると、マンションのロビーから梨乃たちの様子を気にかけていたコンシェルジュが立っていた。

「差し出がましいようですが、なにかお困りでしょうか」

　コンシェルジュは梨乃をかばうようにふたりの間に割って入った。胸もとの名札には〝尾お崎ざき〟とある。

「あ、あなたには関係ないでしょ。私はこの女に用があるの、離れてくださる？」

　村野のいら立つ声にコンシェルジュは微動だにしない。

「折原様は嫌がられているようですが、どのようなご用件でしょう？」

　人あたりのいい笑みを浮かべるコンシェルジュに、村野はいら立たしげに地団駄を踏んだ。

「も、もうっ。いいわよ、帰る。こうなったら侑斗さんに直接別れるように言うからいいわ。沢渡家の結婚式の件、どうなっても知らないわよ」

　プイッと背を向けて歩いていくうしろ姿は見るからに強張っている。

　その姿がようやく見えなくなり、どっと疲労感が押し寄せた梨乃の体が揺れた。

「大丈夫ですか？　お部屋までお送りします」

　とっさにコンシェルジュの手が伸び梨乃の体を支える。

「すみません、ホッとしたみたいで。大丈夫です。わざわざありがとうございました」

　腰に回されたコンシェルジュの手から離れ、梨乃は恐縮しながら頭を下げた。

「おい、どうした」

　頭を上げようとしたとき、梨乃はいきなり腕を掴まれバランスを崩した。そして目の前は真っ暗になったかと思うと全身がなにかに包まれた。

「こんなところで、なにかあったのか？」

　聞きなれた声に顔を上げると、厳しい表情の侑斗が梨乃を見下ろしている。

「尾崎さん、梨乃になにか？」

　梨乃から視線を離さないまま侑斗は口を開いた。

「侑斗さん、お帰りなさいませ。実は先ほど訪ねてこられた女性と折原様がお話をされていたのですが、少しご様子が気になったもので。差し出がましいようですが、お声をかけさせていただきました」

　侑斗の厳しい声にも顔色ひとつ変えず、尾崎は答えた。

「女性……って誰だ？」

「あ」

　眉を寄せた侑斗に、梨乃は慌てて身を起こす。

「あのね、心配しなくて大丈夫なの。ただ、村野さんが突然会いにきちゃって……でも、なんでもないから」

「は？　どうして彼女が梨乃に会いにくるんだ？」

「えっと、それは……」

　まだ落ち着かない梨乃がどう答えようかと口ごもっていると。

「結婚式の件、どうなっても知らないわよ、と言い残して帰られました」

　梨乃たちのやり取りを聞いていた尾崎が不意に口を開いた。梨乃と侑斗は揃って尾崎に顔を向ける。

「なんだよそれ」

　侑斗が目を細め、唸るような声を吐き出した。

「え、あの。お、尾崎さん？」

　村野が梨乃を訪ねてきたと侑斗に伝えるつもりでいたが、別れてほしいと言われた件や沢渡家の結婚式の件はどこまで言うべきか決めかねていたのだ。

　そんな梨乃の戸惑いにかまわず、尾崎は両手をポンと合わせ思い出したように再度口を開く。

「私の方が侑斗さんを理解しているし幸せにしてあげられるんだから。とっとと別れて出ていきなさい。折原様に向かって、そうおっしゃっていました。以上です。それでは業務に戻りますので失礼いたします」

「尾崎さんっ」

　慌てる梨乃にも深々と礼をし、尾崎はマンションへと戻っていった。

　細身で長身のロマンスグレー。コンシェルジュらしい立ち居振る舞いは申し分ないが、そこまで忠実に侑斗にぶちまけなくてもいいのにと、梨乃は肩を落とした。

「本当か？　別れろだの出ていけだの言われたのか？」

　ぼんやりと尾崎のうしろ姿を見ていた梨乃の両肩に手を置き、侑斗は問いかけた。

「……はい。言われました。それに、侑斗さんの願いを叶えてあげられるのは自分だと胸を張ってましたよ。あ、侑斗さんを政界に送り込んで自分はファーストレディーになるとも」

　侑斗にごまかしは通用しないとあきらめ、梨乃は渋々答えた。

　ただでさえ忙しい侑斗をわずらわせたくなかったのだが、尾崎の爆弾発言でそれも無理なようだ。

「あの女……政界に興味なんてないと何度言えば納得するんだよ。ばかばかしい」

　力の抜けた声でつぶやき、侑斗は天を仰いだ。

「悪かったな」

　侑斗は梨乃の肩を抱き、マンションに向かって歩き出した。

「今回の結婚式の件が終われば顔を合わせる機会もなくなるから」

「結婚式……そうだ、大丈夫でしょうか？　私が侑斗さんと別れなければ白石ホテルに不利な判断をされそうでしたけど」

「問題ない。相手がどこでも、白石ホテル以上の結果を出せるホテルはないからな。ひとりであれこれ考えるなよ。俺は梨乃と別れるつもりはない」

　侑斗は梨乃の体を強く引き寄せ「わかったな」と梨乃に釘を刺した。

「あ、はい……」

　侑斗から離れるつもりはないが、自分のせいで侑斗の仕事が行きづまるのは申し訳ない。

　自分にもなにかできないかと考えてもなにも思いつかず、力不足を痛感する。

　マンションのロビーにふたりが入ったとき、ひと足早く受付に戻っていた尾崎がふたりに気づき頭を下げた。

　梨乃も歩みを緩め、頭を下げる。

「尾崎さんが来てくれなかったらいつまで村野さんに捕まっていたか……助かった」

　エレベーターに乗り込み侑斗とふたりきりになったとき、梨乃はふっと息を吐いた。

「住人のために飛んできてくれるなんて。コンシェルジュさんは頼りになるんですね」

「尾崎さんはもともとうちの実家で二十年以上働いてたんだ。去年親父がこのマンションを建てて以来、ここでコンシェルジュとして新しい仕事を楽しんでる。うちの両親から梨乃は俺の婚約者だから気を配れと言われたようだな。これからもなにかあれば頼ればいい」

「え、じゃあこのマンションは侑斗さんのお父さんが所有しているんですか？」

「そう。父親の個人資産。ちなみに向かいの通りには諒太の父親のマンションが建ってる。あの兄弟も仲がいいんだよ」

「そう、ですか」

　梨乃は驚き声を裏返らせた。

　外観も内装もすべてが高級仕様でさすが御曹司の部屋だと思っていたが、部屋どころか一棟全部が侑斗の実家のもののようだ。

　高級ホテルグループの創業家ともなれば、マンションだけでなくほかに所有している不動産はまだまだあるかもしれない。

　ホテルの従業員たちの噂で、白石家は世界的に有名な絵画や美術品にも造詣が深く、収集した作品を保管するための美術館を運営しているとも聞いた記憶がある。

「さすが白石家……」

　すっと体温が下がったような気がしたと同時に、梨乃の頭に村野に投げつけられた言葉がよみがえった。

『身の丈に合った男性を探して結婚する方があなたも幸せよ』

　そうなのかもしれない。

　そして、白石家との釣り合いが取れた家に生まれた村野のような女性の方が侑斗は幸せになれるのかもしれないと、梨乃の体に弱気な感情があふれだす。

　エレベーターが侑斗の部屋がある最上階に着いて扉が開いたとき、ほんの一瞬、梨乃は降りるのをためらった。

　自分がこの場にいていいのだろうかと悩み、思うように足が動かなかった。

「どうした？　まさか村野になにかされて足にケガでもしたのか？」

　侑斗は梨乃の足もとを気にしながら梨乃の腕を掴み、そっとエレベーターから降ろした。

「捻挫は放っておくと癖になるからな。尾崎に連絡してドクターに来てもらおうか」

「いえいえ、大丈夫です、痛くもなんともありません。ただちょっと疲れたかも」

　思いがけず胸にあふれる切なさをごまかすように、梨乃はぶんぶんと首を横に振る。

「そうか、だったらいいけど。なにかあればすぐに言えよ。今日だって、もう少し早く帰れれば俺が対処できたんだけど。まったく」

　一度は落ち着いた村野への怒りがよみがえったのか、侑斗は梨乃の手を引いたまま顔をゆがめた。

　家に入った後も梨乃への謝罪を何度も口にし、本当にどこもケガをしていないかと気遣っている。

「あの、今日はお鍋にしますね。鶏団子の鍋です。しょうがを効かせるので温まりますよ」

　梨乃は心の奥に生まれた切ない感情は後回しにして、侑斗の気持ちをほぐそうと明るい声をあげた。

「鍋か。それは楽しみだけど梨乃も疲れてるだろ。先に風呂でゆっくりしてからでいいぞ」

「平気です。あ、野菜は切ってあるのですぐに作りますね。侑斗さんこそ先にお風呂に入るならどうぞ」

　エプロンを身に着け、梨乃は鍋の準備に取りかかった。

　途中、リビングに置いた梨乃のバッグからスマホの着信音が響き、慌ててバッグからスマホを取り出すと母親の名前が画面に出ていた。

　そういえばそろそろピアノの特別レッスンの時期だと思い出す。

「もしもし、母さん？　久しぶり、元気にしてる？」

『元気よー。こっちの水が合ってるのか喘息も治まってるし絶好調』

　聞きなれた陽気な声が聞こえ、梨乃はくすりと笑った。

「ねえ、そろそろこっちに出てくる頃でしょう？　宿泊の予約はしたの？」

『そうなの、その件で電話したのよ。ふふっ、びっくりしないでね。な、なんとっ。今回はセミスイートを予約してくれたの。すごいでしょう？』

「え、セミスイート？　それって音楽教室が予約してくれたの？」

『もちろん。今回ね、母さんのレッスンを受けたいっていう生徒さんがいつも以上に多くてね。毎回二十人くらいだけど今回は三十人に増やしてほしいってお願いされたの。だからそのご褒美のセミスイート』

　母がワクワクしているのが声だけでもわかり、梨乃も自然と表情が緩む。母と話すといつもこうだ。音楽が大好きで、夢見がちな少女のまま大人になったような女性。梨乃の自慢の母親だ。

「うちのセミスイートってとても素敵なのよ。社員の私でもなかなか泊まれないのにうらやましい。それに一週間連泊でしょ？」

『そうなの。一週間お姫様気分よ。生徒さんたちとも久しぶりに会えるしとっても楽しみでパッキングも終わっちゃった』

「終わっちゃったって……ねえ、いつこっちに来るの？　レッスンや会食で忙しいと思うけどひと晩くらい会えるよね……って母さん？」

　よっぽど楽しみにしているのか、スマホの向こうからは浮かれた調子でハミングする母の声が聞こえてきた。

「母さーん。聞こえてる？　いつこっちに来るの？　ねえ」

　スマホに大きな声で呼びかけるが、聞こえてくるのは梨乃も子どもの頃からよく聴いていたメロディーだ。

　最近侑斗と食事を楽しんだフランス料理店の生演奏でも聴いた、たしか〝いざない〟というタイトルだったと思い出す。

「母さん、あのー」

　田舎の広い平屋で気兼ねする必要もない。スマホからはまるでマイクを通したような声が聞こえてくる。

「あーあ、またか……仕方がない」

　梨乃はあきらめ通話を切った。

「いいのか？　気分よさそうな歌声が響いてたけど」

　近くで梨乃の様子を見ていた侑斗が、笑いをこらえている。母とのやり取りは全部筒抜けだったようだ。

「いいんです。母はピアノを弾き始めたり歌いだすと止まらなくなるんです。おなかが空いて力尽きるまで。妙な人ですよね」

　何事にも余力を残さない母の生き方、梨乃は嫌いではない。周囲から冷ややかに見られがちだが、それをやり過ごす強さを兼ね備えている母のようになりたいとも思っている。

「妙というよりかわいらしい。それに仕事となるとほかが目に入らなくなる梨乃の性格は、お母さん譲りだな」

　侑斗はにやりと笑い、梨乃の顔を覗き込む。

「え……そういえば。そうですね。気づかなかった」

　梨乃は目を丸くし、たしかにそうだと顔を赤らめた。

「うちに泊まるなら、そのときに梨乃と結婚すると挨拶するよ」

　侑斗はそう言って梨乃の頬を両手で包み込むと、ゆっくりと唇を重ねた。

　部屋に響くリップ音を聞きながら、やはり侑斗の口から出るのは〝結婚させてください〟ではなく〝結婚する〟なんだとぼんやり考えていた。




　その後、梨乃たちはぐつぐつとおいしそうな音を立てる鶏団子鍋を堪能した。

　突然訪れた村野へのいら立ちを抑え、侑斗も鶏団子だけでなく好物のもち巾着に箸を伸ばす。

　秋も深まり肌寒い夜、そろそろしめのうどんを食べようかと話していたとき、侑斗の目がリビングのテレビ画面に流れるニュース映像に釘づけになった。

　画面には男女ふたりが寄り添う映像が流れていて、梨乃と侑斗は箸を持つ手を止めた。

「あ、宮園藍香さん」

「は？　恭介さん」

　ふたりは同時につぶやき、顔を見合わせた。

「婚約って出てますよ」

「すっぱ抜かれたみたいだな」

　ちょうど放送されていたニュース番組で、現外務大臣長男の沢渡恭介と世界的ピアニストであり元総理の孫である宮園藍香が婚約したと報道され、ふたりの映像が合わせて流れている。

　藍香のコンサートに恭介が訪れたその日の夜、料亭に揃って入る両家の姿が撮られたらしい。皆が和やかな笑みを浮かべている様子は和やかで微笑ましく、親しい間柄であるのは一目瞭然だ。

「藍香さん、やっぱり綺麗」

　ステージ上でピアノを弾く彼女も美しいが、婚約者である恭介を見つめる姿はいっそう華やいでいる。恭介の表情にも彼女に負けない想いが滲み出ている。

「政略結婚じゃないんですね」

　政界のパワーバランスが作用した政略結婚なのかもしれないと思っていた梨乃は、彼らが腕を組んで歩く映像を見ながらそれは違うと察した。

　美男美女が互いを大切に想っているのはあきらかで、隠すつもりはなさそうだ。ふたりに続いて歩く両親たちからも、幸せそうなオーラが見え隠れしている。

「幼なじみで、藍香さんが高校に入学した頃から付き合っているそうだ。政治絡みの思惑もあるだろうが、恭介さんの溺愛ぶりは本物だ」

「ドラマみたい……」

　箸を持ったまま胸の前で両手を組み顔を赤らめる梨乃に、侑斗は肩をすくめた。

「こうなったからにはドラマどころじゃないな。面倒な現実に追いかけられるぞ」

「現実……」

　夢見るようにテレビを見ていた梨乃は、きょとんと目を丸める。

　そのとき、リビングにある侑斗のスマホが着信を告げた。

「ほら、現実があっという間に攻めてきた」

　侑斗はがっくりと肩を落とし「俺の鶏団子が……」とぶつぶつ言いながらリビングで電話に出た。

「諒太？　ああ、見た。なんでこの時期にすっぱ抜かれて……は？　明後日あさってっていきなりだな」

　電話の相手は諒太らしく、侑斗はあきれた声で天井を見上げた。

「まさかＯＫしたんじゃないだろうな。……勘弁してくれよ。……で？　もうひとつの候補ってわかったのか……了解。は？　ＯＫしたならやるしかないだろ」

　侑斗はソファに腰を下ろし、背もたれに体を預けてこめかみに手をあてた。

　会話の内容は決してうれしいものではなさそうだ。きっと今テレビで流れた藍香たちの結婚に関するものに違いない。

「ああ、わかった。こうなったら絶対に勝つ。なにがなんでもうちが引き受ける」

　侑斗はきっぱりとした声で諒太に言い放ち、会話を終えた。

「梨乃」

　ダイニングから侑斗の様子を心配そうに見守っていた梨乃を、侑斗は手招いた。

　梨乃は握りしめていた箸をテーブルに置き、いそいそと侑斗に駆け寄る。その途端腕を掴まれ、侑斗の胸に抱き込まれた。

「あの、なにかあったんですか？　今の社長からですよね。面倒な話でも？」

「ん……。とてつもなく面倒。ひとまず落ち着きたいから抱きしめさせろ」

「あの……」

　侑斗は膝の上に梨乃をのせた。

　いきなりぎゅっと抱きしめられ、肺から空気が抜けた梨乃は、けほけほと大きくむせる。

「悪い。つい力が入ったな」

「ついって……けほっ。藍香さんたちの件ですよね。なにか動きがあったんですか？」

　呼吸を整えながら顔を上げ、梨乃は尋ねた。

　むせた梨乃の背中を優しくなでながら、侑斗は梨乃の体をそっと引き離す。

「明後日、新郎新婦が白石ホテルに来るそうだ。婚約が明るみに出たからいっそ堂々と結婚式会場を自分たちで決めたいって、藍香さんがはしゃいでいるらしい」

「はしゃいでるって……明後日ですか？　それはいきなりですね」

　梨乃は侑斗の膝の上で姿勢を正し、表情を引きしめた。

　会場候補の視察。準備する間もなくいきなり受け入れるのは難しい。

　ホテルの営業の傍ら案内をするのも大変だ。案内するべきチャペルや宴会場も空いているのかどうかわからない。それに警備の問題もある。マスコミへの対応も加わるとなれば従業員の負担も跳ね上がる。

　ほんの一瞬考えただけでも気が重い。

「せめて一週間くらい調整する時間が欲しいですけどね……」

　思わず愚痴を口にしながらも、梨乃は明日以降のチャペルの利用状況の確認や試食してもらう料理の内容をすぐにでも料理長と相談しなければと、当日に向けての策を練り始めた。

「見学時間はどの程度を考えたらいいんでしょうか。ドレスの試着はされませんよね……。あ、もしかしたら披露宴でのピアノ演奏を考えてらっしゃるかも。だったら藍香さんが普段弾いているピアノを調べて同じものをご用意した方がいいですね。それと……沢渡大臣は瀬戸内が地盤ですからお料理の食材は地元特産のものをメインにして……引き出物はなにがいいか後援会の方にアドバイスをいただきましょう。あ、この間侑斗さんが徹夜で作り上げた企画書をもう一度見せてもらっていいですか？　かなり細かい提案までしていましたよね。村野さんから参考になるような意見とか、ありましたか？」

「え、ああ……」

　梨乃の口から次々出てくる言葉に、侑斗は気おされ口ごもった。

　最近慣れつつあったが、梨乃は仕事となるとあっという間にのめり込み人が変わったように饒舌になる。今も状況の一片を軽く説明しただけだというのに、的確に判断し策を練り始めた。

「国会の会期が延長された場合、日取りはどうなるんだろう」

　仕事となると別人のように表情も口ぶりも変わる梨乃を、侑斗は愛しげに見つめた。

「この間の資料なら俺の部屋にあるから後でまた見せるよ。それと、村野からの意見はない。それどころか明後日の視察は村野が藍香さんをけしかけたせいで決まったようだ。あの女、俺が相手にしないからって嫌がらせを仕掛けてきた」

「嫌がらせって、まさか、そこまで……？」

「そこまでするのが村野静葉なんだよ」

　侑斗は肩を落とし、口を開いた。

「彼女、もともとは諒太を狙ってたんだ。経済界の会合で見かけた諒太にひと目惚れ。だけどあっさり振られて諒太は結婚。で、次のターゲットが俺だ。結婚して俺を白石家のトップにすえれば諒太への仕返しもできるし一石二鳥。それだけじゃない。ファーストレディーにも憧れて、バカげた夢を見るようになった。あんな身勝手な女がファーストレディーになったら日本は世界中からの笑いものだ」

　吐き捨てるような声に、梨乃は「……なるほど」とつぶやいた。

　ファーストレディーは論外だとしても、彼女が侑斗と結婚したがっている理由に、梨乃は納得した。

　誰にも叱られずワガママを許されて成長しただろう彼女のこれまでを想像し、同情さえ覚える。

「とにかく、明日一日で準備を整えるしかないな」

　梨乃の肩に頭を預け、侑斗はつぶやいた。

「ここで引き下がるわけがないだろ」

　その声は力強く、負けるつもりはないという思いも滲んでいる。

　普段と変わらない、というよりも普段以上の侑斗の強い言葉に、梨乃は苦笑した。




　沢渡恭介と宮園藍香が婚約したという情報が流れた翌日、報道に押される形で両家から正式に婚約が発表された。

　超大物政治家の長男と孫の婚約にワイドショーは飛びつき、その話題で世間は盛り上がっている。

　そんな騒動の傍ら、いよいよふたりが会場選定のために白石ホテルを訪れた。

　藍香と恭介は仲よく寄り添い、諒太や侑斗と和やかに言葉を交わしている。ロビーの片隅に立ち、緊張した面持ちでその様子を眺めていた梨乃は、ひとまず安心した。

　昨日と今日、通常の営業を続けながらの準備は想像以上に大変で、今朝もチャペルに花を運び入れたり装飾を施すなど、ギリギリまで従業員たちが奮闘していた。

　梨乃の予想通り藍香は披露宴で自らピアノを演奏したいと希望していて、その準備も滞りなく終えた。藍香が弾きなれているピアノがホテルのサロンで使われているグランドピアノと同じというのは幸運だった。

　遠目から見る限り藍香や恭介は楽しそうにしているが、午前中競合しているホテルにも足を運んだと聞き、梨乃はその疲れが判断に影響しないだろうかと危惧している。

　相手は白石ホテル同様国内屈指の高級ホテルだ。どちらが選ばれてもおかしくない。

　ふたりに付き添っている侑斗の姿を見つめながら、いい結果になるよう改めて梨乃は姿勢を正した。

「午前中、藍香さんはとても楽しそうだったわよ」

　低い声に振り返ると、にっこりと笑った村野が立っていた。

「あ……今日はありがとうございます」

　梨乃は慌てて頭を下げた。ふたりがホテルに到着したときに村野の姿を確認していたが、まさかわざわざ声をかけてくるとは思わなかった。

　一昨日おととい梨乃を訪ねてきたときの彼女の様子を思い出し、またなにを言われるのだろうと身がまえる。

　けれど、村野はゆったりとした表情で藍香たちを見ながら笑みを深めた。そこには一昨日浮かべていた梨乃への敵意はない。

「昨日一日で準備が整うなんて、さすが白石ホテルね」

「ありがとうございます……」

　好戦的な様子などまるでない丁寧な物腰の村野に、梨乃はおずおずと頭を下げた。

　侑斗と別れるよう迫ったときとは別人だ。梨乃は彼女が考えを変えて侑斗をあきらめたのだろうかとつかの間期待した。

「でもね……そうはいっても」

　けれど、続く言葉にそれは甘い考えだったと思い知らされる。

「午前中、もうひとつのホテルを見学させていただいたのよ。藍香さんはホテル専属のドレスデザイナーとの話が盛り上がっていたし、恭介さんの学生時代のご友人がフロントで働いていて懐かしそうにしていたの。会場もお料理も申し分なくて、正直こちらを訪ねる必要はないと思ったんだけど、体面もあるでしょう？　顔を立てるためだけにお邪魔したようなものなのよ。ひと通り見せていただいたらすぐに失礼させていただくし、そのときに恭介さんからお断りの言葉があると思うわ」

　にこやかな笑顔から次々飛び出すとげのある言葉に、梨乃は返す言葉が見つからない。

　彼女の話しぶりだとすでに白石ホテルは候補から脱落しているようだ。

　侑斗があらゆるつてを使って掴んだ情報では、マスコミに藍香たちの婚約がすっぱ抜かれてすぐに今回の訪問が決まったそうだ。結婚式の日取りをすぐにでも決めてマスコミを落ち着かせた方がいいと村野が大臣に進言したのがきっかけらしい。

　その日は村野が梨乃のもとに押しかけてきた日。体よく追い払われたに近い彼女はその怒りも手伝い白石ホテルを候補からはずそうと、競合するホテルに藍香や恭介の好み、普段の様子などを詳細に伝え、今日に備えたという話も聞いていた。

「じゃあ、私は藍香さんたちと一緒に見学させてもらうわね」

　村野の言葉に動揺していた梨乃はハッと我に返った。

「あ、はい。よろしくお願いします」

「期待しないでほしいけれど、一応披露宴会場やブライダルサロンは見せていただくわ。あ、そうそう」

　一行に合流しようとしていた村野は、もったいぶったように振り返る。

「もしもあなたが侑斗さんと別れて白石ホテルを辞めるのなら、こちらで式を挙げるよう私から大臣を説得してもいいわよ。そうすれば、侑斗さんも喜ぶわよね」

　それまでのにこやかな表情から一変、村野は唇をゆがめ不機嫌な感情を隠さずそう言い捨て、踵を返した。

　一昨日向けられた態度と変わらない彼女の姿を、梨乃は呆然と見つめていた。




　藍香たちはまず宴会場に足を運んだ。

　白石ホテルでもっとも広い会場で、著名人の結婚式やパーティーを催す機会も多い。

　今回もかなりの人数の招待客が予想されるためこの部屋を用意し、本番を想定した装飾を施すとともにサロンから運び入れたグランドピアノも置かれている。

　梨乃は一行とともに会場があるフロアに来たのだが、少し前を歩く侑斗のうしろ姿を複雑な思いで見つめた。

　村野に投げつけられた言葉がやはり気になるのだ。

　婚礼部からの説明に興味津々で耳を傾ける藍香と恭介の様子を見れば村野の言葉を鵜う呑のみにはできないが、もしも本当に白石ホテルが候補からはずされているのならば侑斗は相当落ち込むだろうと、胸が痛い。

　白石ホテルの今後の展開を考えれば、どうしてもつないでおきたい縁。

　それを知っているだけに、村野の言葉ひとつに浮足立つ必要はないと思いながらも心が乱れて仕方がない。

　もしも侑斗と別れ、そしてホテルを辞めれば。

　侑斗の願いは叶うのだ。梨乃の心ひとつで。

「でも……」

　梨乃は再び侑斗の背中を見つめた。途端、心臓が強く鼓動を打つ。

　ふと侑斗が振り返り、梨乃に向かって小さな笑みを浮かべた。

　梨乃にだけわかる意味ありげな甘い笑顔……。

　出会った当初、梨乃はここまで侑斗を好きになるとは思わなかった。

　昨夜も大切に抱かれた体の奥がじわり熱を帯び、何度もささやかれた甘い言葉がよみがえる。

　梨乃の全身を探り、知らない場所をなくそうとするように這う侑斗の指先と唇の熱に声をあげさせられ、幸せを噛みしめた……。

　それを手放せるのか、梨乃には自信がない。

　それでも侑斗の願いを叶えられるのならば、村野の要求をのむよりほかないのだろうかと、梨乃は悩み続けた。

「え……？」

　会場に近づくにつれ、ピアノの旋律が聞こえてきた。午前中に終わっているはずの調律が間に合わなかったのかと梨乃は焦ったが、耳なじみのあるメロディーを耳にし、そうではないと察した。会場にいる誰かが勝手に弾いているのだろう。

「すみませんっ」

　最後尾にいた梨乃は、頭を下げつつ一行の横を足早にすり抜け、会場へと向かった。

　その間もピアノの音が途切れず続いている。

「この曲って……」

　聞けば聞くほど確信する。絶対にあの曲だ。これは……。

「〝いざない〟だわっ」

　急ぐ梨乃の背後から藍香の大きな声が聞こえたかと思うと、梨乃の横を藍香が駆け抜け会場に飛び込んだ。

「藍香っ」

　恭介が藍香に続き、梨乃はなにが起こっているのかわからないまま会場に足を踏み入れた。

「やっぱり折原先生。この曲をこんなに楽しく弾くのは先生だけだから、すぐにわかりました」

　会場に入った梨乃が目にしたのは、部屋の奥にあるグランドピアノの前に座るひとりの女性と、その傍らで手を叩き飛び跳ねている藍香だ。

　梨乃は荒い息をこらえながら近づいた。

　すると、ピアノを弾いていた女性が振り向き、梨乃と目が合った。

「あら梨乃ちゃん、どこにいるのか探してたのよー」

「え……か、母さん？」

　ピアノを弾いていたのは梨乃の母だった。

　淡いベージュのワンピースをふんわりとまとい、普段と変わらぬにこやかな笑みを浮かべている。

「どうして母さんがここにいるの？　それに勝手にピアノを弾いて……」

「どうしてって。今日から一週間セミスイートでお姫様気分だって電話で言ったでしょう？　いつもみたいに仕事のことで頭がいっぱいで聞いてなかったの？」

「は？」

　梨乃は目を丸くする。日程も言わずスマホの向こうで歌いだしたのは母だ。

「母さん……」

　くすくす笑い肩を揺らす母を前に、梨乃は肩を落とした。

「藍香ちゃんもこんなところでどうしたの？　久しぶりね。あ、そういえば来月のコンサートの招待券をありがとう。楽しみにしているのよ」

「とんでもない。先生が来てくださるならいつも以上にがんばっちゃいます」

　藍香は梨乃の母の腕に手を置き、はしゃいだ声をあげる。梨乃の母も一緒に体を揺らし、親しげに藍香と手を取り合う。

　天真爛漫で子どものように明るい母には慣れているが、同じようにきゃっきゃと声をあげる藍香の姿に梨乃は驚いた。

　世界的に有名な美人ピアニスト。落ち着いた物腰はさすが名家の生まれと評判で、演奏する姿は妖精のようだと称されている。そんな彼女が母を先生と呼び、おまけにコンサートの招待券を贈っているようだ。

「母さん、あの、もしかして宮園様と知り合いなの？」

　信じられない思いで梨乃が尋ねると、藍香は首を大きく横に振った。

「知り合いなんて恐れ多いです。折原先生は私の恩師なんですよ。高校を卒業するまでレッスンしていただいたんです。先生が私の背中を押してくださったおかげでオーストリア留学をしてコンクールも優勝できたんです」

　誇らしげに胸を張り、藍香は「そうですよねー」と梨乃の母に首をかしげてみせた。

「え……そ、そうだったんですか？　母さん今までそんな話、しなかったよね」

　あまりの驚きに梨乃の声は裏返る。

　たしかに梨乃の母が人気のピアノ講師だとは知っているが、藍香のような世界的に有名なピアニストを指導していたとは初耳だ。

「折原先生、ご無沙汰しております。まさか今日お会いできるとは思いませんでした。お元気そうですね」

　呆然としている梨乃の背後から聞こえた声に振り向くと、恭介が梨乃の母に向かって深々と頭を下げている。

「は……？」

　再び梨乃は驚き、目を見開いた。

「まあ、恭介君も一緒だったのね。帰国してすぐに来てくれたとき以来だから半年ぶりかしら。相変わらずのイケメンでドキドキしちゃうわ」

「イケメン……半年ぶり？」

　梨乃は混乱しながらもこの三人は長い付き合いらしいと理解した。

「あ、でも母さん。勝手に入り込んでピアノを弾いちゃダメだからね」

　ふと我に返った梨乃が厳しい顔を見せると梨乃の母は「ごめんなさいねー。ピアノを見たらつい」と反省する様子もなく肩をすくめて笑った。

「まったく……」

「あの、折原先生の娘さんですか？」

　顔をしかめている梨乃に、藍香が前のめりに距離を詰め尋ねる。

　梨乃はハッと姿勢を正し、頭を下げた。

「娘の折原梨乃と申します。当ホテルの営業企画部で働いております。今回はお忙しい中お越しいただきありがと――」

「私、白石ホテルで結婚式を挙げます。とても素敵なホテルでもともと気に入っていたんだけど。折原先生の娘さんのホテルならこちらからお願いしてでも挙げたいもの。恭介さん、いいでしょう？」

　梨乃の言葉を遮り、藍香が弾む声をあげた。

　その声は広い部屋に大きく響き、梨乃たちの後から部屋に入ってきた侑斗や諒太、そして村野をはじめとする関係者たちはとっさに足を止めた。

「もちろんいいよ。俺もそうしたいと考えていたんだ」

　大きな瞳をキラキラ輝かせ、期待いっぱいで見つめる藍香に恭介はうなずき、梨乃に向き直った。

「私からもお願いします。私たちの立場上こちらにはかなりのご負担をおかけすると思いますが、ぜひとも結婚式と披露宴をお引き受けいただけないでしょうか」

「あ……」

　予想外の展開が続き、梨乃の頭はショートしそうになる。

　こちらからお願いしてでも引き受けたいと願っているのに、まさかこうして頭を下げられるとは……人生なにが起こるかわからない。

「あ、あの……」

　梨乃は勢いでうなずきかけたが、自分の立場を思い出し慌てて侑斗を探した。

「沢渡様」

　混乱する梨乃の視線を受け止め、侑斗と諒太が駆け寄ってくる。

「もちろんです。おふたりの門出を精いっぱいお祝いさせていただきます。ありがとうございます」

　この機を逃すまいとでもいうような諒太の勢い込んだ言葉に続き、侑斗も「喜んでお引き受けいたします」と頭を下げた。

「まあ、ようやく藍香ちゃんたち結婚するのね。おめでたいわー」

　そのときピアノの前に座っている梨乃の母の甲高い声が響いた。

　世間に疎いせいで、藍香たちの婚約を知らなかったようだ。

　のんきな様子で手を叩いてひとしきり喜んだ後、再びピアノに向かった。そして。

　広い室内にメンデルスゾーンの結婚行進曲が響き渡る。

　その瞬間、沢渡家と宮園家の挙式・披露宴会場が白石ホテルに決まった。




　その後、軽い打ち合わせを終えた藍香と恭介は梨乃の母親とともにホテルを後にした。夕方予定されていた梨乃の母のレッスンに藍香が参加したいと言い出したからだ。

　聞けば藍香は、梨乃の母親の特別レッスンに参加したくて何度も抽選に応募したがことごとくはずれているらしい。

　梨乃の母から『今日だけ特別よ、婚約祝いなんだからね』と言われたときの彼女の弾けるような笑顔は世界的に有名なピアニストとは思えず、そして母の音楽家としての評価の高さに梨乃はおののいた。

　そんなやり取りを傍らで眺めていた村野も同様で、梨乃の母親の影響力に驚き、言葉を失っていた。侑斗との結婚もあきらめたのか、気落ちした様子で帰っていった。

「諒太が、梨乃のお母さんの部屋をセミスイートからスイートにグレードを上げて、高級スパや美容サロンを利用し放題にするって言ってたぞ。それどころか宿泊中ホテル内のレストランでの飲食もすべてフリーだ。お礼にはまだまだ足りないくらいだけどな」

　侑斗はそう言ってグラスに残っていたワインを飲み干した。

　藍香たちの結婚式を引き受けると決まり緊張がほぐれたのだろう、侑斗の表情はこれまでになく明るい。

「だからといって私たちまでこんな素敵なお部屋に泊まってもよかったんですか？」

「いいんだよ。これで本格的なフランス進出に弾みがついたんだ。スイートルームに一泊するくらいどうってことない」

「でも……なんだか現実味がなくて。まさか自分がスイートに泊まるなんて夢みたいです」

　梨乃は窓際に立ち、眼下に広がる夜景を見下ろした。

　そろそろ日付が変わる深夜だというのに、大通りにはテイルランプの列が規則正しく並び、遠目に見えるビル群のきらめきに目を奪われた。

「ホテルを外から見上げるばかりで、中から見下ろすなんて初めて。母さんがお姫様気分と言ってたのも納得です。おまけに夕食は最上階のフランス料理店でフルコース。それだけでなく高価な振袖まで着させていただいて。現実とは思えない素敵な時間でした」

「ああ、よく似合っていたな。母さんも想像以上に綺麗な梨乃を見て、俺に絶対に逃がすなって何度も言ってたし」

　侑斗はまんざらでもない顔で小さく笑う。

　梨乃は部屋に用意された、現代風に言うと着物用のハンガーラックである衝立式の衣い桁こうにかけられている振袖に視線を向けた。

　紫し苑おんの花のような青みのある薄紫色の地にいくつもの牡丹が金や紅こう梅ばい色いろの刺繍で咲き誇る、美しくも豪華な着物だ。

　これは侑斗の母親が所有する一品で、その価値の高さゆえに先月までブライダルサロンで展示されていた。ちょうどクリーニングを終えて戻ってきたと侑斗に連絡が入り、それならばと梨乃に無理やり着せたのだ。

　最初は全力で遠慮していた梨乃も、間近でその美しさに触れると心は大きく揺れた。おまけに連絡を受けた侑斗の母が大喜びで駆けつけ、あっという間に着つけが始まったというわけだ。

　普段よりも丁寧に施したメイクと結い上げられた髪。そして見事な刺繍が目を引く華やかな着物。食事の間中、梨乃は夢見心地でナイフとフォークを動かしていた。正直、味はよく覚えていない。

「まだドキドキしてる……」

　梨乃は再び夜景に目を向けた。

　曇りひとつない磨き上げられたガラス窓越しに見える世界は想像以上。

　室内は広く調度品も装飾品も、そしてスイート限定のアメニティも極上。自分の職場で商品でもある室内に感激しっぱなしというのもどうかと思うが、初めての経験に梨乃の心は沸き立ち、足もとが地についていないようにふわふわしている。

「私がお姫様なら侑斗さんは王子様……というより王様ですね」

　それも周りを振り回して思うがままに事を進める王様だ。

　聞かせるわけでもなく独り言ち、梨乃は肌触りのいいバスローブの着心地のよさに満足のため息をついた。文字通りお姫様気分だ。

「この間、お母さんとの電話でセミスイートに泊まるなんてうらやましいって言ってただろ？　そのとき、仕事が落ち着いたら梨乃とスイートで過ごそうと思ってたんだ。まさか今日諒太からスイートに泊まれと言われるとは思わなかったけどな」

「お詫びなんて……いいのに」

　村野が侑斗のマンションにやって来てまで梨乃と侑斗を別れさせようとした件を、諒太は尾崎から聞いて知っていた。

　今夜スイートに泊まるのは、本来なら事前に防げたはずのトラブルに巻き込んだ梨乃へのお詫びなのだ。

「お詫びでもなんでも、梨乃と一緒ならどうでもいい」

　侑斗はいつの間にか梨乃の傍らに立ち、背後から梨乃を抱きしめた。

　肩に侑斗の顎がのせられ、そのくすぐったさに梨乃は身をよじる。

「侑斗さん、ワインはもういいんですか？」

「ワインよりこっちがいい」

　熱い吐息を襟足に感じ、梨乃の体がぶるりと震えた。侑斗が飲んでいたワインをほんのひと口飲んだだけで酔ったのかもしれない。

「今晩、お母さんは藍香さんの実家に泊まるって？」

「びっくりですよね。藍香さんのおじい様がぜひにとおっしゃったそうで」

　結局、梨乃の母はレッスンを終えた後藍香の実家に招かれ、そのまま泊まると連絡があった。元総理である藍香の祖父は藍香を溺愛していて、彼女が子どもの頃にはピアノの発表会を見にきていたそうだ。そのときに梨乃の母と知り合い、今も親しくしているらしい。

　藍香が母の教え子だというだけでも驚いたが、元総理とも長い付き合いだと知った梨乃の衝撃はかなりのもの。

　おまけに来月には、自分が作曲した曲を集めたＣＤを発売すると浮かれている。

　音楽講師を始める前に何枚かのＣＤを発売したのだが、自宅でピアノを弾く時間を減らしてまでこれ以上面倒な仕事はしたくないと言って二十年以上どんなオファーにも首を縦に振らずにいたそうだ。

　けれど、ここにきてＣＤの発売だけでなく藍香の最新アルバムへの曲の提供、そして来年公開予定の映画の主題歌づくり。怒涛の仕事量をこなしていると聞かされた。

『印税だけでもかなりの額になるから翔矢の学費は任せてね』

　いたずらが成功した子どものような母の笑顔と言葉に、梨乃は驚きのあまりなにも答えられなかった。

　音楽好きの、ピアノの先生。

　梨乃は母をそう思い、自分が経済面でサポートしなければとがんばっていたが、状況は違っていた。

　母がその気になれば翔矢の学費どころか生活費にも困らない。梨乃が悩む必要もなかったのだ。

『家族のために一生に一度くらい面倒なお仕事もしなきゃね。翔矢の学費は母さんに任せていいから、梨乃は気にしないでいいのよ。だから、侑斗さんが好きで幸せになれると思ったら結婚したらいいけど、翔矢の学費と引き換えに侑斗さんと結婚するなんて、ぜーったいにしちゃダメよ』

　厳しい声で梨乃にそう言って聞かせる母の顔は、世間一般の母親そのものの顔。

　梨乃はこれまで家族のためにと踏ん張っていた体から力が抜けたような気がした。

　侑斗からのサポートで経済的な不安はひとまずなくなっていたが、やはり申し訳なさを抱えていた。負担してもらった費用はいずれ返さなければ、というプレッシャーももちろん大きかった。

　それが母の奮起によって一掃され、梨乃は侑斗への想いに素直に向き合えるようになったとも感じている。

　今なら侑斗のサポートがなくても、翔矢の学費だけでなくセキュリティに問題のない家での暮らしを始められる。

　そう、侑斗に頼らずともつつがない日々を送れるのだ。

「で、いつ結婚する？」

　侑斗は梨乃を背中から抱きしめたまま、耳もとにささやいた。どこか不機嫌な声は、梨乃の母が翔矢の学費と引き換えに結婚しちゃダメだと言うのを聞いていたからだ。

　翔矢から事情を聞いて心配する母の親心は理解できるが、梨乃を愛している侑斗は心外だとばかりに怒りだす……わけにもいかず拗ねたのだ。

　今も、急かすような口調で〝結婚〟と口にする。

　その子どもじみた侑斗が愛しく、梨乃はおなかに回された侑斗の手に自分の手を重ねた。

「金で梨乃を買ったみたいじゃないか……そんなわけあるか。なにがなんでも梨乃が欲しいから作戦を練っただけで、それのどこが悪いんだよ」

　梨乃の耳もとでぶつぶつと文句を口にする様子にも思わず笑いが込み上げてくる。

「結婚なら私はいつでもいいですよ。明日でも大丈夫です……あ」

　口をついて出た自分の言葉に、梨乃はそれが本音だと感じた。

　同時に生まれて初めて知った幸せが、じわじわと体を満たしていく。

　翔矢の学費と引き換えに侑斗と結婚しようとしているわけではない。

　ただ侑斗を愛している。たとえ侑斗に頼らずともつつがない日々を送れるとしても、もう離れられない。

　それに気づいた途端、梨乃の心はぱあっと晴れ、背後から抱きしめる侑斗に体を預け、深い笑みを浮かべた。

「なあ、明日でもいいって本気か？」

　打てば響くような梨乃の答えに侑斗は戸惑い、動きを止めた。

「結婚、明日でもいいのか？」

　確認するように再び問いかける侑斗に梨乃はこくりとうなずくが、ふと思い出したように口を開いた。

「でも侑斗さんのご家族への挨拶もまだだから、明日は無理ですね」

「無理じゃない。うちの家族なら梨乃を婚約者だととっくに認めてるし大賛成だ。証人欄にサインを済ませた婚姻届を用意して待ってるはずだよ」

　侑斗は叫ぶようにそう言って、梨乃の体をくるりと回した。

「あの、侑斗さんっ」

　いきなり侑斗と向き合い、梨乃はバランスを崩すように侑斗の胸に飛び込んだ。

「あー、早く朝が来ればいいのに。梨乃の気持ちが変わらないうちに役所に届けを出して、まずは……そうだ」

　梨乃を抱きしめる侑斗の手に力が入る。

「なあ、今から家に帰らないか？」

「え、どうして……せっかくのスイートルームなのに」

「スイートくらいいつでも泊めてやるから」

　侑斗は梨乃の体を引き離し、切羽詰まった声で梨乃を説得し始める。

　これまでにないほどの慌てた様子に、梨乃は呆然として黙り込み、首を横に振る。

「あー、俺はなんでこんなときに……」

　梨乃の両肩に手をのせて、侑斗はがっくりうなだれた。その後も「ちきしょー」などと御曹司には似合わない言葉を口にし、悔しそうに肩を震わせている。

「あの、いったいどうしたんですか？　なにか一大事でも……？」

　尋常ではないなにかが起きたのだろうかと不安になった梨乃は、おそるおそる侑斗の顔を覗き込む。

　すると、侑斗はむくっと顔を上げ「指輪……」とぽつりつぶやいた。

「指輪って、もしかして婚約指輪ですか？」

　梨乃はこれまでの話の流れを考え、尋ねてみた。照れて顔があっという間に赤くなり、心臓の鼓動が大きくなったのは、それを期待しているからに違いない。

「ん……まさにそれ。婚約指輪」

　侑斗は力なく笑い、真っ赤になった梨乃の頬を両手で包み込み額同士を合わせた。

「指輪だよ指輪。とっくに用意してたんだ。まさか明日籍を入れてもいいって梨乃が言うなんて思わないだろ。もっと早く言っておいてくれよ」

　侑斗は本気で拗ねているのかぐだぐだな声でそう言って、額をぐぐっと押しつけた。

「なあ、今から指輪を取りに帰ろう。籍は明日入れるにしても、早く梨乃の指に指輪をはめて俺のものだって安心したい」

「そんな子どもみたいなワガママ、翔矢も言いませんよ」

　侑斗に振り回されるのに慣れているとしても、こんな深夜に、それも憧れのスイートルームの夜をあきらめろと言われ梨乃は顔をしかめて抵抗する。

「子ども……そうだな。まあそれでもいい。とにかく梨乃に指輪を」

「指輪は逃げません。私も侑斗さんから逃げないしくっついて離れません」

　梨乃は部屋中に響く大きな声できっぱりと言うと、自ら侑斗の背中に両手を回し、ぎゅっとしがみついた。

「お、おい、梨乃……？」

「指輪がなくても私は侑斗さんのものです」

　梨乃の安全な暮らしと翔矢の学費。それがきっかけで侑斗との結婚を決めたせいで、今も侑斗は不安なのかもしれない。

　だったらその不安を今ここで消してしまおうと、梨乃は侑斗を抱きしめる手にさらに力を込めた。

「こうして侑斗さんにしがみついて、振り落とされそうになっても絶対に離れない」

　侑斗の胸に顔をうずめ、どうすればわかってくれるのだろうと悩みながら侑斗に言い聞かせる。

　ほかに理由はない、ただ侑斗を愛しているからそばにいたいし離れたくない。

　お金も指輪もなにも必要ないのだ。

「……絶対？」

　しばらく黙り込んでいた侑斗が、探るような声でつぶやいた。

「絶対です。なにがあっても、侑斗さんになにをされても言われても、絶対に離れてあげません。信じて」

　梨乃は自分の意思でそばにいるのだ。いい加減信じてほしい。

「……今の言葉、忘れるなよ」

「え？」

「俺になにをされても離れないんだな。いい心がけだ」

　明るく笑う侑斗の声が静かな部屋に響き、梨乃はもぞもぞと顔を上げた。

「この部屋のベッドルームのテーマは〝プリンセスの夜〟だって知ってるか？」

　梨乃と視線が合った途端、侑斗は意味深な笑顔でつぶやいた。

「あ……はい。とくに女性のお客様に満足していただけるようにおとぎ話をイメージした夢のような空間で、キングサイズのベッドは寝心地のよさで有名なマットレスを使っていて……。あの、それが？」

　侑斗からの突然の問いに答えつつ、梨乃はいぶかしげに首をかしげた。

「じゃ、今日は梨乃に満足してもらうよう最善を尽くすから期待してろ」

　侑斗はにやりと笑い梨乃の膝裏に手を差し入れた。

「え、えっ」

　突然抱き上げられ、梨乃は慌てて侑斗にしがみついた。

「こうして梨乃をベッドに運ぶのも何回目だろうな。だけど今日は特別だ。なんといってもスイートのベッドルームだからな。とことんよくしてやる」

「よくしてやるって、それはその……」

　侑斗の言葉の意味を理解し、梨乃は口ごもる。これまでの夜を思い出し、期待交じりの恥ずかしさにうつむいた。

　侑斗は寝室に向かいながら腕の中でおとなしくなった梨乃を愛しげに見つめた。

「俺になにをされても言われても、絶対に離れないんだよな」

　その言葉の意味を、梨乃はひと晩かけてじっくり教えられたのだった。




【完】
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真夜中の甘いキス




　侑斗のスマホに梨乃からメッセージが届いたのは夜の七時だった。

　社長室で今後ヨーロッパでの開業を控えているホテルの展開についてシリアスな打ち合わせをしていた侑斗は、バイブに気づいたと同時に手にしていたタブレットを目の前のテーブルに置き、スマホに持ちかえた。

【お疲れ様です。予想通り今夜は徹夜になりました。明日の朝帰れるようなら帰りますね。部署総出でひとりではないので心配しないでください】

　メッセージに目を通す侑斗の目が次第に険しくなる。

「心配するに決まってるだろ」

　抑えられないいら立ちを隠さずつぶやき、侑斗はすぐさま返事を作り始めた。

【諒太が経過を見たいらしい。後で顔を出すから】

　侑斗はメッセージを作り終えた途端、確認する時間も惜しいとばかりにすぐに送信した。相手はもちろん愛する妻・梨乃だ。

　昨年の十月末に入籍を済ませ、七月に結婚式を盛大に挙げて早三カ月。

　仕事となると寝食を忘れて夢中で取り組む彼女への愛情は日々右肩上がり。自分を犠牲にしてでも周囲のために力を尽くす姿には、頭が下がる。

「だからといって徹夜までする必要はないだろう」

　スマホに向かって硬い声をあげる侑斗の眉間に、深いしわが刻まれた。

「どうした。なにか面倒な案件でも抱えているのか？」

　侑斗の向かいのソファに腰掛け、フランス語で書かれた資料を読んでいた諒太は、難しい表情でスマホを睨んでいる侑斗に声をかけた。

　前面に立つのを嫌がり、いつも諒太が仕事を進めやすいように段取りを整え道筋を作る侑斗が、今のように感情を表に出すのは珍しい。

　大きなトラブルでも生じたのかと思い、諒太は表情を引きしめた。

「諒太、今日彩実さんは泊まりの出張だって言ってたな」

「ああ。週末にオープンする住宅展示場に行くらしい。ん？　彩実がどうしたんだ？」

　諒太の妻・彩実は実家が経営する業界大手の住宅メーカーで働いている。部下を多く抱える彼女は忙しく、出張で家を空ける機会もある。

「まさかひとりで家に帰る俺が不憫で飲みに誘ってくれるのか？　悪いな、今日はこれから彩実の出張先に飛ぶんだ。まさかこの俺が彩実とひと晩離れると思うのか？　飛行機の時間が近いから打ち合わせの続きは明日――」

「だったらさっさと行くぞ。社長として館内の装飾変更を視察しろ。俺も喜んで付き合うぞ」

　愛妻を思い出しながら機嫌よく話す諒太を遮り、侑斗は手もとの資料を手早く片づけた。

「は？　ああ。ハロウィンからクリスマスへの変更か？」

「そうだ。今回は装飾を請け負う会社まで作って初めての大きな変更だからな。社長の諒太が顔を出さなくてどうする」

「そうだったな」

　淡々と話す侑斗の言葉はもっともだと、諒太はうなずいた。

　白石ホテルでは季節ごと、イベントごとに館内の装飾や玄関のディスプレイを変更するのだが、それはホテルに限らず百貨店や美術館などあらゆる場所で行われる。

　その多くは同じ日にいっせいに行われるが、そうなると専門の職人の手配が難しくなる。白石ホテルでも毎年早くから業者を手配しどうにかタイミングをずらさず変更していたのだが、それならいっそ自社でなにもかもやってしまおうという侑斗の発案で設立したのが、装飾デザインの専門会社だ。腕のいい職人やデザイナーを集め、全国の白石ホテルの装飾を請け負う会社だ。

　そして今日、ひと晩をかけてハロウィン仕様の装飾からクリスマス仕様の装飾に変更する予定になっている。

　一年を通してあらゆるイベントを担当している営業企画部が今回の作業を取り仕切っていて、梨乃も夜通しの作業に立ち会う。

「諒太、まずは『きさらぎ亭てい』の女将に五十人分のおにぎりを用意してできあがり次第ホテルに運んでもらえるよう連絡してくれ。彩実さんの身内だから諒太が依頼した方がいいだろう」

　彩実の親戚が営むきさらぎ亭は、食材にこだわった和食を提供する小料理屋で、中でも季節ごとに米の銘柄や炊き方を変えるおにぎりは、価格が高いにもかかわらず一番の人気商品だ。

「差し入れか？　いきなりだな。女将なら引き受けてくれるだろうが……。で、折原、いや梨乃さんが好きな具はなんだ？　どうせホテルの従業員や職人に差し入れする体で梨乃さんに食べさせるのが目的だろう」

　侑斗の意図を察した諒太が、あきれた声でそう言って笑う。付き合いの長いいとこ同士だ、なにを考えているかなどお見通しなのだ。

「梨乃なら〝梅おかか〟と〝ちりめん山椒〟だ。一応言っておくが、たしかにきさらぎ亭のおにぎりは絶品のうまさだが、梨乃が握ったおにぎりも負けてないからな」

　諒太の冷やかしにも動じず妻の自慢を始めた侑斗に、諒太は肩をすくめた。

「はいはい了解。じゃあ早速女将に電話しておくよ。だけど忘れるな。俺は今日彩実に会うために急いでるんだからな。状況の確認が終わったら速攻で空港に向かうぞ」

「もちろん忘れてないさ。妻に会いたい気持ちなら俺にもよくわかる。だったらお互いに早く妻をかわいがれるようにさっさと動こう」

　まるでホテル経営にかかわる重要案件を片づけるかのような真剣な表情で、ふたりはうなずき合った。




　宿泊客の出入りがほぼ途絶えた深夜。白石ホテルのロビーでは、大勢の従業員や職人たちが動き回っていた。

　中央に運び込まれた大きなクリスマスツリーの設置がひとまず終わり、自然と拍手が起きる。その中心にいるのが梨乃だ。

　作業しやすいようにとスニーカーを履き、お揃いのスタッフジャンパーを羽織っているが、遠目からでもその美しさがよくわかる。梨乃には大きく見えるヘルメットでさえファッションアイテムのひとつのように見え、侑斗はしばし見とれた。

「あ、侑斗さん」

　作業指示書を手に動き回っていた梨乃が、ロビーの奥から状況を眺めていた侑斗に気づき駆け寄ってきた。

「梨乃っ」

　侑斗は弾むように走り寄る梨乃を両手を広げて抱き留めようとするが、ロビーには大勢の従業員たちがいて、渋々手を下ろした。

「さっき差し入れが届いてみんなでいただきました。きさらぎ亭のおにぎりなんてなかなか食べる機会がないので、みんな大喜びでした。おかげで予定より早く進んでるんですよ」

　ヘルメットを取りながら、梨乃はにっこり笑った。

　額に滲む汗に気づき、侑斗はポケットから取り出したハンカチで拭いて、額に軽くキスをした。

「な、な、なにを……」

　突然のキスに焦った梨乃は辺りをきょろきょろ見回す。

「がんばる梨乃にご褒美だ」

　顔を真っ赤にして周囲を気にする梨乃の慌てぶりに、侑斗は目を細めた。

　こんなにもかわいい梨乃の顔を自分以外には見せたくないが、妻の愛らしさを見せびらかしたい気持ちも少なからずあり、その狭間でいつも苦しんでいる。できるなら絶えずそばに置いて梨乃の表情の変化のすべてを眺めていたいのだが、それは無理だと一応は心得ている。

「ゆ、侑斗さんは将来の副社長なんですよ。妻に甘すぎるなんて知られたら、従業員の士気に影響が出ます。もう少し考えてくださいね」

「梨乃……」

　照れてうつむく梨乃があまりにも愛しく、侑斗が今すぐ抱きしめようと足を踏み出したとき。

「もう遅すぎると思いますよー」

　それまでクリスマスツリーの傍らで記録写真を撮っていた小野が、いつの間にか梨乃の背後に立っていた。

「侑斗さん、お疲れ様です。差し入れありがとうございました」

　その姿を目に入れた瞬間、侑斗は大きく顔をしかめた。

　梨乃の後輩である小野は、なにかと梨乃の周りに現れ親密さをアピールするのだ。

　梨乃はとくに気にしているようでもなく、弟のような感覚で指導しているのだが。

「なにが遅いんだ？」

　侑斗の小野に対する風あたりはかなり強い。

「またまたそんな、睨まないでください。侑斗さんが愛妻家だというのはホテル内外にとっくに知られていますから、今さら気にしても遅いですよ。奥様がかわいくて思わず額にキスなんて、従業員はなーんとも思ってません。士気が上がるも下がるも関係ないのでご心配なく」

　あっけらかんとそう言って笑う小野に、侑斗は気色ばんだ。

「心配？　するわけないだろ。俺は梨乃が気分よく仕事ができればそれでいい。従業員の士気は二の次だ。今日の装飾変更だって、毎年業者と職人の手配に悩む梨乃のために専門会社を立ち上げたんだ。わかりきったことを言うな」

　ただでさえ本格的に海外進出を軌道にのせようと忙しいのだ、異業種参入ともいうべき面倒な仕事を増やすのは避けたいところだ。

　それでも梨乃が仕事をスムーズに進められるようにと、諒太をたきつけ新会社まで設立した。対外的には諒太の発案となっているが、実は侑斗が陰で画策していたのだ。

　ただ、せっかくならとことん突きつめようと気合を入れたおかげで腕のいい職人やデザイナーが集結し、白石グループ以外からの仕事の依頼も増え、来期の決算ではかなりの利益を叩き出しそうだと聞いている。

　それもこれもすべて梨乃のおかげだと、さらに侑斗の梨乃への溺愛ぶりに拍車がかかっているのはホテルの従業員なら誰もが認めている。

「従業員は二の次なんて、そんなこと思ってないのに勢いで言わないでくださいね。小野君も、もう少し言葉遣いには気をつけてっていつも言ってるのに」

　侑斗と小野の間に割って入り、梨乃がふたりをたしなめた。

「梨乃……」

　眉を寄せ軽く唇を尖とがらせた梨乃は愛らしく、普段寝室で見せる色気までが滲み出ている。そんな梨乃から侑斗は目が離せない。

　小野は侑斗のデレデレとした姿に肩を落とした。

「あーあ。しばらく折原さんは……いえ白石さんは休憩してください。上のサロンの装飾が一時間後に始まるのでそれまで侑斗さんのお相手をお願いします。社長が帰られた後もこうして何度も顔を出されると従業員も緊張しますしね」

　気を取り直してそう言った後、小野は念を押すように言葉を続けた。

「チャペルの作業も終わってますし、ロビーの天井は職人さんの出番で僕たちがいても邪魔なだけですから、白石さんは必要以上にがんばらなくていいですからね」

　小野はそれまでの飄々とした態度から一変、凛とした表情を浮かべて梨乃に言い聞かせた。

　梨乃はハッとしたように表情を引きしめて、何度か首を横に振る。

「でも。この後屋上庭園のライトアップの変更もあるから休憩する時間なんてないわよ。あ、ロビーに飾る花の入れ替えもしなきゃダメでしょう。それに――」

「白石さん」

　真面目に指折り数える梨乃を、小野は鋭い声で遮った。

「ライトアップなら照明技術者さんが来られますし、花は長くホテル全体を請け負っている花屋さんにお任せした方がいいものに仕上がります」

　小野は腕を組み厳しい表情でそう言って、梨乃に「いいですね」と念を押す。

　そして侑斗に視線を向け、眉を寄せた。

「白石さんが仕事に手を抜かずにとことんのめり込むのは今に始まった話ではないですし、見習いたい部分でもありますけど。このままじゃいつか体を壊します。今日だって段取りは完璧ですし、大勢のスタッフが集まっているので多忙な白石さんがわざわざ徹夜してまで立ち会う必要はなかったんですよ」

「あ……ああ。え、そうなのか？」

　小野の勢いに気おされ、侑斗は言葉に詰まりながら梨乃に視線を向けた。

「そうかもしれないけど、でもやっぱり気になるから」

　気まずげにうつむいた梨乃を、侑斗は心配そうに見つめた。

「気になるって言っても……たしかに最近の梨乃は忙しすぎる」

　あらゆる企画を成功させ信頼も実績も抜群の梨乃の奮闘を、侑斗は認め誇りに思っているが、結婚後の梨乃は以前にも増して仕事に熱心に取り組んでいる。

　後輩も増えて立場的にも仕方がないのかもしれないと侑斗は考えていたが、小野の口ぶりからはそうではなさそうだ。

「侑斗さん」

「なんだ」

　梨乃を気遣う侑斗に、小野は苦虫を噛みつぶしたような顔を見せた。

「白石さんをかわいがる気持ちはよーくわかりますけどね。だけど白石さんがどうしてここまで仕事をがんばってるのか、わかってあげてください……あー、その場合感激した侑斗さんに白石さんはひと晩寝かせてもらえないかもしれませんけど」

「小野君っ、ね、寝かせてもらえないなんて余計なことを言わないでよ」

　梨乃は慌てて小野の言葉を遮った。その顔は真っ赤で声も裏返っている。

「いいじゃないですかー。侑斗さんが聞いたら即号泣ですよー」

「違うでしょう。もう、からかわないで」

「からかってないですよ。ほんとのことでしょう」

　梨乃の慌てぶりをおもしろがり、小野は肩を揺らして笑い始めた。

「おい」

　目の前でじゃれ合うふたりに、侑斗は眉根を寄せ口を開く。

　その低い声にふたりは揃って振り返る。

　息が合ったふたりの動きに、侑斗は眉間のしわをさらに深めた。

　自分が知らない梨乃を小野が知っているようで、侑斗はいい気分ではない。

「この俺が号泣なんてするわけないだろう」

　食い下がる侑斗に小野はにやりと笑って見せた。

「それは僕の口からよりも白石さんから直接聞いてください」

「小野ーっ」

「え？」

　突然背後から大きな声が響き、三人は振り返った。

　それまで遠巻きに様子をうかがっていた同僚たちが手招いている。

「あ……そろそろ行かないと」

　慌てて作業に戻ろうとした梨乃を、小野が梨乃の前に立ちはだかり制した。

「僕の言ったことがわかってないようですね。今呼ばれたのは僕ですよ。みんな白石さんに休んでもらいたいんです」

「そんな……」

　小野はきっぱり言いきると、おもむろに侑斗に向き直る。

「この様子じゃ白石さんは言いそうにないのでヒントをあげます」

「ヒント？」

　面倒くさそうに侑斗は問い返した。

「そうです。どうして白石さんがここまで仕事をがんばるのか。それはひとえに侑斗さんにメロメロだからです。ほんと、この新婚バカップル、見ているだけでかゆくなるし……まあうらやましいんですけどね」

「なんだ、そんなことか」

　侑斗は小さく笑い、小野と梨乃を交互に見た。

「後は白石さんに聞いてくださいねー」

　小野は意味ありげに笑い、さっさとその場を去った。

　後に残された梨乃は居心地が悪そうにうつむき、「どうしよう」とため息をつく。

　侑斗は立ち去る小野の背中をしばらくの間見ていたが、ふと振り返りつぶやいた。

「梨乃が俺にメロメロって……言われなくてもわかってる。今さらなに言ってるんだ？　いつも妙な男だな」

　そう言って首をひねる侑斗の言葉に、梨乃は噴き出した。

「そうですね。小野君はいつも妙なんです。だから気にしなくていいんです。だけど……お言葉に甘えて少しの間休憩させてもらいます。侑斗さん、付き合ってもらえますか？」

　愛しい妻から腕に手を置かれ上目遣いでお願いされて、侑斗が断れるわけがない。

「もちろんだ。少しと言わず部屋を取ってもいいんだぞ」

　今にも梨乃を抱き上げ白石ホテル自慢の極上スイートに飛び込みそうな勢いで、侑斗はこくこくと何度もうなずいた。




　休憩するとはいえ、梨乃が完全に仕事から離れられるわけもなく、結局は館内上階にあるサロンに向かった。

　白を基調とした広い部屋には、日中明るい日差しが入りとても明るい。お茶を楽しみながら音楽を楽しんだり著名人の講演に耳を傾けたりと、憩いの場所として使われている。

　ここもクリスマス仕様に装飾する予定で、一時間後に担当の職人やデザイナーが顔を出すはずだ。

　梨乃は休憩も兼ねてそれまでに現場を覗いておこうと思い、侑斗とここに来たのだ。

「ハロウィンの装飾は撤収されたんだな」

　サロンに足を踏み入れた侑斗が、残念そうにつぶやいた。

　室内には欧風の丸テーブルや猫足の椅子がセンスよく並べられていて、おとぎ話の中に出てくるお城のような雰囲気だ。

　非日常的なこの場所が昔から気に入っている侑斗は、軽い足取りで部屋の奥に向かって歩を進めた。

「夕方、従業員の子どもたちを招いてハロウィンパーティーをしたんですけど、それが終わってすぐに撤収したんです。毎年のことですけど、少し寂しいですよね」

　侑斗の後をついて歩きながら、梨乃もほんの少し残念そうな笑みを浮かべた。

「でもクリスマス用の装飾も素敵ですよ。今回は最近人気の若手デザイナーさんが考えてくださったんです。キラキラしていて夢のような世界で、元気が出るのは間違いなしです。後でこちらにいらっしゃるので、侑斗さんにも紹介しますね」

「わかった。楽しみだな」

　目を輝かせて話す梨乃を見つめながら、侑斗はこっそり苦笑した。

　今梨乃が話した内容ならすべて知っている。というより社長決裁事項なので、諒太とともに書類を確認済なのだ。

　梨乃のためにと思って設立した新会社に雇い入れたデザイナーなら、採用面接にも立ち合いその才能とやる気に感心した……というのはとくに口にする必要はないかと、侑斗は口を閉じた。

　梨乃は窓際に並べられた段ボールを次々開け、中に詰められている装飾用の材料の確認を始めた。数や色を丁寧に確認し、辺りを見回しては移動し、見栄えや位置を考えている。

　ここには休憩に来たはずだが、梨乃の頭からその言葉はとっくに消えているようだ。

「予想通りだな」

　侑斗は仕方ないとあきらめ、梨乃の姿をのんびり眺めることにした。

　梨乃とゆっくり過ごせる時間はそう多くない。梨乃も忙しいが侑斗の仕事量もかなりのもの。新婚だということで諒太が気遣ってほかの者に回している量を差し引いても、梨乃を満足いくまでかわいがる時間を捻出するのは難しい。

　たとえ職場だとしても、こうして梨乃とふたりで過ごせる時間は貴重なのだ。

　面倒な男だが、梨乃とふたりでいられる時間を作ってくれた小野に侑斗は感謝した。

「侑斗さん、後で小ぶりのクリスマスツリーも運ばれてくるんですよ。白と青の電飾が新鮮でとても華やかなんです」

　部屋のあちこちを動き回る合間に、梨乃は何度も弾んだ声をあげている。

　せっかくふたりきりになれたというのに、梨乃はそれどころではないのだろう。少しの時間も惜しむようにサロンの中を見て回っている。

「子どもみたいだな」

　仕事となると人が変わったように積極的になる、そんな梨乃の姿に侑斗は惚れたのだ。これも受け入れるしかないと、侑斗はくすりと笑った。

「だけど、寂しいのは俺だけかよ……」

　本音もついつい口からこぼれるのは仕方がない。

　侑斗はしばらくの間梨乃を存分に仕事に集中させようと思い、ふと目についたグランドピアノに近づいた。

　世界最高峰ブランドといわれるピアノ専門店で製造されたこのピアノは、多少でもピアノを知るものなら誰もが一度は弾いてみたいと思う品らしい。

　音楽に明るくない侑斗にその価値はよくわからないが、世界的に活躍中のピアニストが最近このピアノを弾く機会があり、その歴史と価値を延々と語っていた。

　侑斗は相変わらずじっとしていない梨乃をちらりと見て口もとを緩めると、思いついたようにグランドピアノの屋根を開き、椅子に腰掛けた。

　そして鍵盤の蓋をゆっくり開いて、ワイシャツの袖をまくり上げた。

　姿勢を正し、緊張した面持ちで両手をゆっくりと鍵盤の上に置く。そして。

　広いサロンに静かな音色が響き渡った。

　一つひとつの音がはっきりとした主張を持ち、強弱や余韻に余裕はないが、音階をゆっくりとたどって生まれる丁寧なメロディー。

　侑斗は真剣な眼差しで鍵盤に向き合い、ぎこちなさが目立つ指使いでピアノを弾いている。

「え、どうして？」

　部屋の向こうから梨乃の驚いた声が響き、侑斗は見なくても梨乃が目を大きく開き呆然としているのがわかった。

　くすりと笑い声を漏らしたと同時に鍵盤の上を指がすべり、メロディーが一瞬途切れた。それでも気にせず侑斗は弾き続けた。

　決してスムーズではない動きと楽譜を思い出しながらののんびりとしたリズム。どれもこれも練習不足は否めないが、それでも侑斗の表情は晴れやかだ。

「どうして〝いざない〟を？　侑斗さんがピアノを弾くなんて聞いてません」

　侑斗のもとに駆け寄った梨乃は、信じられないとばかりに目を丸めている。

「すごい……私なんて最初の二小節で脱落したのに、ちゃんと弾けるなんて」

　梨乃は侑斗の手もとをまじまじと見つめながら感心した声をあげた。

　音楽講師の娘ではあるが、子どもの頃にピアノの才能はないとあきらめ今もまったく弾けないどころか満足に楽譜も読めないほどだ。

「びっくり……」

　梨乃の視線を手もとに受け、侑斗は緊張したのかミスタッチを繰り返した。

　そしてそのまましばらくの間指を動かし続けたが、いよいよ思うように弾けなくなったのか、あきらめたように指を止め鍵盤から手を下ろした。

「悪い。この程度しか弾けないんだ。梨乃のお母さんに失礼にならない程度には弾けるようになりたくて練習したけど、簡単じゃないな」

　両手をほぐすように軽く振りながら、侑斗が申し訳なさそうに笑った。

「ううん、ううん。お母さんもきっとびっくりですよ。それに、ちゃんと〝いざない〟でした。侑斗さんが弾き始めてすぐにわかりました」

「そうか。だったらひとまず練習したかいはあったな」

「だけど、家にピアノもないのにいつ練習したんですか？」

「ん？　梨乃のお母さんにレッスンしてもらったんだ」

「え、母さん？」

　梨乃は意表を突かれ、動きを止めた。

「いつ？　いつ母さんにレッスンを？　全然知らなかった」

「落ち着け。大した話じゃないんだ」

　侑斗は混乱する梨乃の腰を抱き寄せ、そのまま膝の上に座らせた。

　普段の梨乃なら最初は照れて抵抗を見せるのだが、あまりにも驚いているせいかすんなり腰を下ろし侑斗の首に手を回した。

「……痩せたな」

　侑斗は梨乃の頬を手のひらで包み込む。何度も触れている頬がここ最近少しこけている。もともと大きな目は以前より大きくなり、抱き寄せた腰はひと回り細くなった。

「あ、やっぱりわかりますか？」

「当然だろ。この体を何度抱いたと思ってるんだ」

　しれっと答える侑斗に梨乃は言い返そうとするが、それはたしかにそうだと渋々納得し口を閉じる。

　侑斗は梨乃をまっすぐ見つめ、ゆっくりと口を開いた。

「俺を号泣させたいのかもしれないが、がんばりすぎるな」

「え？　号泣って、さっき小野君が口走ってた……？」

「そうだ。こんなに痩せるまで俺のためにがんばらなくていいんだ」

　梨乃の目から視線を逸らさず、侑斗は落ち着いた声で言い聞かせる。

「心配してるのは俺だけじゃない。この間うちのホテルに泊まってくれたお義父さんとお義母さんも心配してたぞ」

　昨年発売したＣＤの評判がよく、その後ドキュメンタリー番組のテーマ曲を書き下ろしたりと忙しい梨乃の母親は、仕事で出てくるたび白石ホテルに宿泊しているのだ。

　最近では一カ月ほど前にも泊まっている。

「私にはなにも言ってなかったのに」

　落ち込む梨乃の頭を侑斗が優しくなでる。

「梨乃は昔から人に心配をかけるようなことは言わないから、今回もなにも聞かないってさ。だから俺がまめにお義母さんに梨乃の様子を知らせてるんだよ。音楽教室でレッスンがある日にも顔を出すようにして、梨乃の様子を伝えてた」

「え、それも知らなかった」

　侑斗の告白に梨乃は呆然とつぶやいた。

「そうだな。途中からはお義母さんに会いにいく目的がレッスンに変わって、梨乃に気づかれないように注意して音楽教室まで会いにいってたから」

　そう言って含み笑いを浮かべた侑斗を、梨乃は目を見開きまじまじと見つめた。

「全然意味がわかりません」

「だよな。というか、今気まぐれで弾いたけど本当はクリスマスプレゼントとしてピアノを弾こう思ってたんだ」

「……クリスマス」

　あまりにもびっくりしたのかかえって冷静に梨乃は答える。そのきょとんとした顔も美しく、侑斗は思わず顔を近づけ唇を塞いだ。

　それまでピアノの音色が響いていたサロンに、湿ったリップ音が響く。

「も、もう、こんなところで」

　梨乃が頬を赤らめうつむく。その照れた仕草に侑斗は目を細めた。

「こんなに痩せるまで俺のために仕事をがんばる梨乃へのクリスマスプレゼントとして〝いざない〟を弾いて聴かせようと思ってたけど、俺にはやっぱり難しかったな。今弾いたレベルで精いっぱいだ。これ以上練習に時間を割くと梨乃をかわいがる時間がなくなるから、先週脱落してきた」

　クイズの種明かしをするように話す侑斗の言葉を、梨乃は最初理解できなかったが、自分へのクリスマスプレゼントだと教えられ、うれしくて鼻の奥がつんとした。

「だから梨乃もがんばりすぎなくていいんだぞ。俺が早々にピアノに見切りをつけたように、梨乃ももう少しラクな気持ちで仕事に向き合え。小野に仕事を押しつければいいんだ」

「押しつけるなんて、そんなこと……」

　小野にはいつも厳しい侑斗の言葉に、梨乃は思わず笑った。これまで張りつめていた気持ちが少しほぐれたような、優しい笑顔だ。

　侑斗はここしばらく見なかった梨乃のその笑顔にホッとし、つかの間見とれていた。

　そして、この機会にもうひとつ伝えておこうと思い、ジャケットのポケットからスマホを取り出す。

「これを見て」

　侑斗の膝の上にちょこんと座ったままの梨乃の腰を抱きながら、侑斗はスマホを操作し一枚の写真を梨乃に見せた。

「あ、社長と……彩実さんですね。相変わらず仲がいいですね」

　侑斗のスマホには、今夜最終の飛行機で彩実の出張先に向かった諒太と彩実の笑顔が映っていた。

　少し前、諒太から予定通り無事に会えたというメッセージと、今夜泊まるホテルの部屋で撮ったふたりの写真が送られてきたのだ。

「彩実さんもお忙しそうですね。いつも仕事で飛び回ってるイメージがあります」

　写真を見ながら梨乃がつぶやいた。熱心に彩実を見つめるその目からは、彩実へのあこがれのようなものが見てとれる。

　侑斗はひとつ息を吐き出し、おもむろに口を開いた。

「彩実さんは仕事が好きなんだ。だからどれほど忙しくても愚痴ひとつこぼさないし結果も出している。そこも諒太が彩実さんに惚れてるいくつもある理由のうちのひとつだ」

　侑斗はそう言いながら、自分も同じだと改めて思う。

　仕事に真面目に一生懸命取り組む梨乃の姿はとても美しい。そして惚れ惚れする。

「だけど、仕事を続けたままじゃ諒太を十分にサポートできないからと悩んで、仕事を辞めようとしたこともあった」

「え、せっかく大好きなお仕事をしているのにもったいない」

「そうなんだ。だから諒太は辞めなくていいって説得したんだ。自分は妻のサポートがなければ社長として十分な仕事ができないような男じゃないって、本気で言ってたな。だから今も彩実さんは諒太の仕事にはノータッチ。今日みたいに出張で全国を飛び回ってるし、その後を諒太が追いかけてるんだ」

　妻を追いかける諒太を想像し、梨乃は肩を揺らして笑った。

「社長は、本当に彩実さんにべた惚れなんですね」

「そうだ。それに、俺だって同じだ。梨乃にべた惚れで、痩せるほど仕事に忙殺されてる梨乃が心配でたまらないんだ」

　侑斗は切なげにつぶやき、梨乃の顔を胸に押しあてる。

「梨乃が同じ白石家の嫁として彩実さんを意識して目標にしてるのには気づいてた。だけど無理しなくていいんだ。諒太は彩実さんがただそばにいるだけで幸せだしそれだけで十分なんだ」

　侑斗は梨乃の背中をポンポンと叩き、優しい声で話し続けた。

「それは俺も同じ。梨乃がそばにいるだけで幸せだ。もちろん梨乃が仕事にやりがいを感じて力を尽くすのなら俺は応援する。だけど俺のためだと無理しなくていいから。梨乃は白石家の嫁になったんじゃない。俺の、俺だけの嫁だ。ほかのなにも意識するな。ただ俺だけを見ていればいい。わかったか？」

　侑斗はそう言ってホッとしたように深く息を吐き出す。そして、梨乃の体をそっと離し、目を合わせた。

　梨乃の目は潤んでいて、侑斗は今自分が口にした言葉に間違いはなかったのだと察した。

　やはり、梨乃は侑斗のために、そして白石家の嫁としてふさわしくあろうと無理をしていたのだ。

「まあ、俺のために体重も神経もすり減らす梨乃を見るのは、心配だけどぞくぞく感じたときもあったな。俺だけの梨乃って思えて気持ちいい」

「も、もう、またそんな。ぞくぞくなんて……」

　侑斗からの突然の言葉が梨乃の心を一気に解放したようで、頬を染めてうつむく表情も、拗ねているような声音も、どれもこれまで以上に明るく朗らかだ。

　それまで幾分かの緊張感を表情にのせていた侑斗も、口もとを緩めた。

「梨乃……俺を想うなら、一生そばにいろよ」

　侑斗は梨乃の後頭部に手をあてると同時に唇を重ねた。

「ん……ゆ、侑斗さん……ここじゃ」

　そろそろ小野や職人たちがやって来る頃だ。梨乃は侑斗の腕の中で抵抗するが、侑斗はそれをあっさりかわしキスを続ける。器用に梨乃の唇を割って口の中に忍び込んだ侑斗の舌が、まるですべてを味わい尽くすように貪欲に動き回る。次第に梨乃の呼吸も荒くなり、気持ちも高まっていく。

　結婚以来侑斗に慣らされ続けた梨乃の体は、キスだけで快感を拾えるようになっていて、いつの間にか梨乃も舌を差し出して侑斗を求めていた。

　このままもう少し……と梨乃が侑斗の背中に手を回したとき。

　まだ遠い場所から台車の音が聞こえた。

「あ……」

　小野たちが来たのだと気づき、梨乃は慌てて侑斗の膝から飛び降りた。

　熱っぽいキスを繰り返していた唇はもちろん、全身も熱い。

「み、みんなが来るみたいです」

　梨乃は深呼吸を続けながら、スカートのしわを伸ばして身なりを整えた。

「焦る必要はないだろう。俺たちは夫婦なんだからキスくらい」

「絶対に無理です。小野君や部署のみんなに見られたらもう恥ずかしくて明日から仕事どころじゃない……あ、違いますよ。仕事は大丈夫です。もちろん仕事はやめませんから」

　梨乃は半泣きながらも冷静に思いを口にした。

「ご立派。それでこそ俺の妻。これからもお互いの仕事に力を尽くそう」

「はい……」

　梨乃は潤んだままの目でにっこり笑い、うなずいた。

　そのとき、小野をはじめ、大勢の職人たちがサロンに現れた。

「白石さーん。始めますよー」

　台車を押しながら、小野が梨乃に手を振っている。

　その人懐っこい笑顔に梨乃がくすりと笑う横で、侑斗の表情が曇った。

「あいつ、わざとだな。わざと俺たちがいちゃついてるのを邪魔してるんだな」

　確信に満ちた侑斗の声に、梨乃は「まさか、そんなのありえませんよ」と笑い飛ばした。けれどその言葉は侑斗には届かなかったようで。

「早く家に帰ろう。そうすればあいつに邪魔される心配がないからな」

「それはまだ無理ですよ。仕事に手を抜かないのが私の長所のようなので」

　本気で悔しがり小野を睨んでいる侑斗を、梨乃は幸せに満ちた笑みを浮かべて見つめた。

　サロンに大きなクリスマスツリーが運び込まれる。

　中央に置かれたツリーを見ながら、侑斗はふたりの家にもツリーを用意しようと考えていた。ツリーの足もとにはこれでもかというほどの大量のプレゼントを並べ、梨乃を喜ばせるのだ。

　この先何十回と続く梨乃とのクリスマスを想像し、侑斗は幸せを噛みしめた。




【番外編・完】
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　こんにちは。惣領莉沙です。

『溺愛は蜜夜に始まる～御曹司と仮初め情欲婚～』をお手に取っていただきありがとうございます。

　今回は真面目でがんばり屋の梨乃と、高級ホテルグループの次期副社長・侑斗の溺愛物語です。

　梨乃がある事件に巻き込まれたことからふたりの同居が始まります。御曹司特有の強引さに振り回されながらも次第に愛情が深まっていく梨乃の戸惑いと、梨乃をとことん守り愛する侑斗の一途さを楽しんでいただければと思います。

　今回は恋愛以外は何事も完璧にこなす女性をヒロインにしたのですが、こんな娘がいたら家事全般を任せてラクをするのになあと何度も思いました。

　実際の我が娘は真逆でなにもかもが苦手。母親に似てアイドルに夢中ののんきな女子高生です。少し前までは、そんな娘の将来を密かに心配していたのですが。

　現在、がらりと世の中の状況が変わり不安定な日々に気持ちは沈みがち。私もふと鬱々としてしまう日々です。

　けれど、娘はとても明るく強く、オンライン授業をせっせとこなしながらいつも笑顔でした。もちろんアイドルのライブ映像にはしゃぎつつ……。一緒に声援を送りながら、次第に私の気持ちも上向きに。

　いざというときに踏ん張れる強さを、娘はいつの間に身に着けていたのだろうと、うれしくなりました。将来もきっと大丈夫。少し安心しました。

　読者様も平穏からは遠い時間を過ごされているかもしれません。

　そんな中での気分転換のひとつとして、今作がお役に立てれば幸いです。




　今回も、担当編集の丸井さんと編集協力の八角さんのお力を存分にお借りいたしました。毎度のことながら、めいっぱい感謝しております。

　最後になりますが、携わってくださった皆様、そしてなにより読者様、これからも、よろしくお願いいたします。このご縁が末永く続きますよう、いっそう精進いたします。




惣そう領りょう莉り沙さ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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